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序章本織の課閣と構成

第?第興組の所在設び本論の岳鵠

わが調の人口構成・世代構成は近年、大きく変化してきている。一方で、産業界においては

「高齢化社会Jの進行と渚費社会の変容は重大な関心事であるにもかかわらず、マクロでみた

市場の高齢化や世代の交代がもたらす消費への葱響について、動態的に構造化された理論特

組みは未だ提示されるに至っていない。

消費者行動論はマーケティングの研究分持の中でも、最も急速に発展してきた学問領域で

ある。埼費者という投棋の中で人間がどのように行動するのかという関心について、これま

で学際的な研究がなされてきた。消費者行動識は購賀行動の想論である券三購買意思決定議

程のすべての場面を含んでいる。清費者行動論のメイン・ペラダイムとなった構報処理アプ

ローチは、人聞を情報発理機購と見なして購買行動を分析しその耀論の'控貿よ、購買や議費

はすべての過穏の中の一部分iこすぎず、ニーズ喚起、購貿前行動、購買後行動など苓段階の分

析が必項とされてき去。

ところ1}¥こうしたそヂルは、意思決定や選択のプロセスの前段階としての認知プロセス

にはあまり研究ょの関心を持ってこなかった。インフットされる務報の意味の読みとりがそ

の人のストッグされた知識や経験、法費者の閥的にi衣子をしていると L寸、そのメカニズムは

窃究の対象とならなかったのである(石井口993JI)oこうして近年、培費者行動研究は、購買什

動のみならず、消費行動を広〈展望 Lたものへと発援を余散なくされていった。

McCracken[ 1988アは、このような活費行動研究の発展について具体的に倒を挙げている。

第一にJ消費行動jの定義が拡大され、購買時点以前及び以降の、黙と潰費者の相互作用のす

べてを含之;定義になっていること、第二に、f意思決定フロセスJを越えて、(殊にシンボワッ

クな)認知プロセスの役割とその効果に注践が集まるようになってきたこと、第三日こ、この分

野が方法論よの個人中心主義と徴義的焦点を超越しより大きな社会的、文化的システムヒ

消費のコンテクストを考察する、新しい意欲をホしていること、第四に、マーケティング共間

体にはなんら議接の関連を持たない問題を調査窃究の正当な題践と Lて受け入れ始め、転じ

てマ…ケテイング共用格。えその探究の性質をより広〈定義し始めていること、立たびに、活費

を個人のリアリティの小さな一片として定義すること1}<ますます少なくな i人多様で、シス

テマティックで、本範にわたる文化的現象の射程としてアフローチすることが増加している

こと、である。

我が国における議費者人口の高齢化は、マクロ市場レベルでみた活費構造をダイナミック

iこ変化させるであろう。人口の年齢構成の大幅で持続的な変化は、長期的iこ見て、ある部分の

年齢層が社会全体の変化に対する第響力を増曜し、時代の変北の方向性をも変える。また、マ

1石井淳歳 fマ…ケテイングのき守主霊3 段本経済新聞社、 1993$手。

2 McCracken，G" Culture and Consumpt/on， 1 988， (小池和子まえ/r1Cfとと消費とシンボルとH君主事書房、内初年，P.9-IO) 



スでみる世代性の膨響や、女性の晩婚イとなどによる親子拐の世代性の拡大の彰響も考えられ、

インター・ゼネレーショナルな報作用についても考感ざれなければならなL、
今、ある個人の行動が生来の資質によってのみ決定されるとイ設定すると、点線で番かれ

た棒のように変化なしで違立し、現主の行動iまY になる。 Lかし現実には加齢と時勢の第

響iこよリその行動は実線で響かれた棒のように;響曲 L、実際行動i主宰となっている{鈴木・中

村耕票日98幻3)。現実世界iこは、様々な年齢階級や告代懸壊に属 Lている(国表1)のような欄

人が多数毒症しマグロの市場を形作っている。

{圏雲提りある個人の行動変化の儀式
{図表2) 是~.・ 1睦代・ 5幸代の1:.の.念溺

加齢の影響 Y 

〆Ji--1f;ょ;¥
時事専の影響

(繍

iY) 
鈴木・中村・事際緩(1982J

清費者行動論の分析的思考様式iこ翼I1ると、データを分解Lて読ま;ために、(図表訟の四角iご

留まれた要因がそれぞれと恨のようなウエイトで影響を及(1'Lているのかを解明せねばなら

なL、。

しかしこう Lた靖費者行動への諜究は、情報処理アフローチにおいては、市場線分化を前

提と Lた多場化された問糞的集聞の反応を捜解するにとどまり、静態的であるといえる。ま

た、集計水準レベルで捉えられる市場概念とは斉合しない場合がでてくる。ここにおいて、消

費行動が生育の場である様々な墨史的、文化的な実銭の中で形成されるとすれば、より全体

論的、遥詩的な消費者行動分析を行うことれもっとも重要な課題であると考えられよう。

近代化が進行してゆ〈中で、今日の消費社会が高齢化社会と護絡してきんとすれば、消費

者の年齢、世代性、行動の形趨、彼らの生きる背景となる諸制度、経境的・社会的過程、規範体

系、技備などの嬰紫を捧系的に摘出 L、脊機的に統合する持組みを整備し再構成 Lたよで、

浪費者行動の変饗を解明してゆくことには意義があると思われる。

本論の閥的は、時系列上で家計渚費行動に変化を与える時代要部、世替主の年齢要国及び

世代要問を統計的手法で分離、それらを浪費の背景となる社会的・文化的文畿の中で解釈し

これらの結果を踏まえて高齢化社会が進行する中でのマクロレベルの消費者行動の変容を

3鈴木達三中村後零Pil事良造fマ…ケテ fングの新しい手法 コウホート分析{上}JIrDIAMQND I、…メ《ーいどジネス』
Vol.7.Noム1982年 8fH子。



説携するドライパーを解暁することである。議費者符動をより吉視的かっ動態的に把揺する

ための、現究の銃合?とにむけての一階とならんことを溜むものである。

鱗2節 本論の構成

本論は大きく三章で講議されている。第一章で誌、年齢、世代、時代という視点に依拠した

消費者行動に関する先行研究に対し理論的な考察を加える。第ニ章では、ベイズ盟フウホー

ト分析法の脊効牲を稽認した後、殺帯主年齢階級別家計消費支出項目(中分類)のクロスセク

ショナル・データを用いて、j育費支出を年齢・時代・世代嬰闘による影響に分離し提ホす

る。第三章では、年齢・時代・世代効果によってもたらされた、消費支出の変北のドライパー

とは何なのかと L、う問題について、第ニ章で得られた実銃分析結果と定性的方法の結五議党

的接近を行う。終章で、本論の賞献と今後の研究の課題を添っfo

" 
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第1章文献農望

第 i欝はじめに

本章では、高齢化社会を念頭iこ驚いた消費者行動のマクロ的現象に関連して、時系列に沿っ

た生活体ゑの中で、特代キ齢世代間を転移する消費者行動の変審をどのように説明すればよ

いのか、といった問題について、分析課題と枠組みを過去の議費者行動理論などの文献蔑

をつうじて検訴する。

今Bのような高齢化社会のおま患は、 18世紀から鵠欧社会に起こってきた近ftfピが人口

転換を引き起こし、人口動態が多産多死から少産少苑へ変化した結果による。前近代の社会

にも高齢者は毒装したが、大衆が長寿を合うできるようになったのは最近のことである。近

代えを達成する中でわれわれは人口の高齢化を社会的に発見した。錨人の高齢化と人口の高

齢化試不可分な関併、にある。この尚者を謀介するものが、世代であるま30

わが霞でも、 1997年にiまとめて者年人口(65議以上人口)が年少人口(14議以下)をよ回 IJ、

議費をリ…ド Lてきた若者市場iまマイナー市場に転換 Lた七高齢者人口および高齢化率は

平均寿命の伸びゃ出生数の減少を反映して今後も上昇を続It、平成 32年(2020年)には高齢

者率は26，9%1こ遣し留民の4人iこ一人は65員長以上の高齢者と L、う社会が現実のものと

なると

高齢化社会は、マクロ的にみた消費構造をダイナミックに変化させるであろう。人口の年

齢構成の大犠で持続的な変化は、長期的にJtて、ある部分の年齢騒が社会全体の変化に対す

る憲響力を増t揺し時代の変{との方向性をも変える。60歳以上の嘉齢者世帯の一人当たリ消

費支出{全国)は、世帯主年齢30歳代家計における一人さきたリ名目活費支出の 130.7%、世帯主

年齢40議代家計の 121.4%、にもなる品。また世代性の影響や、女性の晩婚化による親子の世代

の拡大の欝響なども考えられ、インターセ‘ネレーショナルな椋'!i.咋用についても考感され

なければならなL、。とくに世代性の問題辻、ライフサイクルの連鎖過程の中で、成人が若い世

代をはぐくむと問時に或人最身の成熟が保されると L寸諸費者の社会{とといった観点から

も重嬰であると患われる。

s 
j 

8 近代化とは、都市化{人口集中、都市的3主治様式の一般化}、産業化(技術の発i菱、主主i垂水準のよ持}、総の近代化変

欽{教育のiI'及、制度・:役語誌の分化、情報化、女a滋の地位向よ、援事長・衛生技術?の発達}などの変数によって定義され

る。近代化i主人口変動、社会変動を総こし、政治や録済の変化、 t皆様構造や家族の役割変化、生活行動・生活時間・5主
活窓識を変化ざぜる。

2 ~毒齢化に関する近代化理論では、 Cowgill [1972， 1974J れ.村社会から者'~;fl社会への君主答、すなわら近代化によって
総書舎者の地位がどのように変化するのかを明らかにしている。

， Cowglll. 0.8. & Holmes. L.O，(eds)λ政7gandん化')C/eml.湖 tlon.Appleton-Centu印刷Crofts.1守72.
Cowgill. 0.8.: Aglng and Modernizatlon: A Revision of the theorγ." In Late Llt汐¥'Comn克Jnft.主主!sand Envfomment 
Pollcy，ed段edby Gubrium. J.F.. 8pringfield. Charles C， Thomas， 1974. 
‘貌呂新聞、 1997年る ij27回。

，; ~事ゑ省人口問題研究所「日本の将来推計人口{平成 4 年 9 }守守護計)J (中位争益事十)
http://www.lp悶 .go.jp/newesti91.html (平成 8~ II月の国勢調査の総長長で再調書長ιている)

&総務庁『家者十銭3長年報(平成 7~手)A より世帯主年齢階級事言消費支出を世帯詩人員数で害tl って比較 Lt:. 
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高齢化社会の到来は頻繁にメディアiこ取リ上げられ、企業においても、高齢者禽け高品と

銘打って、身体的機能の裳えを前提とした、操作が簡震な家電などの高品顛発がさかんに行

われてきと。また、未来の高齢者は現在の高齢者{象よりももっと心現的身体的年齢が若々し

く、諸費に対する態変や錨鐘観も異なると考えられている。過去の高齢者よりも健壌で活動

的な老後をおくる高齢者のために、シルノぐ一向け旅行商品の揮発などがffわれていることか

らみても、未来の高齢消費者橡とその行動を予i射しその市場性iこ期持をかける食業が多い

ことが鬼て取れる。

このように人口構成の変詑に伴って市場機会の拡大に期待がかけられる議品が帯桟する

一方、消費が停滞してゆく商品もある。その代表的な例として米を考えてみよう。米は最も日

本的な食品と考えられてiまL、るが、毎年のように過剰供給が問嫡とされ、事実消費農は年々

域少している。なぜ米が消費されなくなってきたのかを考えると、米にかわってま食になる

ような食品のバラエティが広がったことが考えられる。パンや麺類などに代替され、 E本人

の食3容は時代とともに鵠欽化・鵠便化してきたといえよう。子供の頃から西散化鶴便化した食

事で7寄った世代辻、自分たちの子換を育てる段になっても、親の代から受け継いだ食習墳が

全く弦iすてしまうことはなしさらにそこに新たな世代性の悲響が加わり、彼らの消費行動

は前世代のものとは変容してゆくであろう。

高齢諸費者社会は、現時点での清費者市場とはまったく別の次元にあるのではなく、今の

消費者市場の時間軸の延長ょにあると元寸前提を窓識しなiすればならない。そして、個人鑓

人の生まれてから死ぬまでの認の消費行動に託する意識は、マーケテイングf警報のシャワー

を浴びることによって彩或されてゆくと考えられる。外食産業大手の株式会社日本マクドナ

ルドは、ぺ、学生に対する威発促進活動に非営にカを入れているが、これはー巷の金習慣の射

1)込み(inprintlng)を行L¥消費者今場日齢しでも顧客として離脱することなしさらに彼らが

自分たちの子供を連れてくるように世代におたって街い込めるようにしていると Lサ。食に

関する日本人の浪費行動は新たな習慣に支配された世代の増おによって変饗(transform)す

るの辻当然であ 1)、今後詰f高齢者法和食を好むjというようなステレオタイプなイメージも

変わってゆくであろう。



ところで近年、伝統的な議費者行動分訴概念に対して、多くの批判が留かれるようになっ

てきている。石井日刊3了によれば、 f(消費者行動論のメインパラダイムである}清報処理モデ

ル辻意思決定や選択のプロセスの欝段階としての認知プロセスにiまあまり研究上の関心を

持っていな主、インプットされる情報の意味の読みどりがその人のストックされた知識や諸

費者の目的にi衣存 Lていると L、う、そのメカニズムは研究の対象とならなかったのである。J
と詣議した。そして McCracken[I 986J8のf消費者法、文化的に首議一貫した『清費ノfター
ン』を追求するJとt寸概金を手がかりに、埼費者はそれぞれ誉議一貫Lたルール(ライフス
タイル)1ご従って島身を構成 L、、継時的供時的に矛盾しないある文化を追求すること、そこ

にはそノと文化の双方に相互作用があることを主張した。

これに対して中西[1994J守も、舘統的な清費者行動モデルである「ブラック・ボックスJモヂ
，j"を取リよ!f、ブラック・ボックス部分に当たる文化的社会的情人的心理的要鴎が産嬢購買行

動に彰響を与えるというそデル記述を問題視し「生活議題の解決行動と調達問題の解決行

動とが棲合されている部分で辻、機念的にiまピういった要罰が消費者行動や生活課題の生

成、解決手段iこ第響するのか、分けて考えるべきであるjと述べた(図表的。

{悶農2)購寵饗持動モデル (Kotler[1989 )邦駅 p.155.157)

価4書 i 綾術的
滋滋チャネル i 政治的
ブロモーシ司ン i 文化約

"F依3主化

聖士会厳司自

7文字二手
事慎重量

惨事長 1 縦波状況
i ライフスタイ)j，

役割と地位 1 1\二ヲす~T{l:!ã 21t念

費量費者

この点について、井関口974J'0の分析枠鰻みを取り上げ(関表3)J購賀状況嬰菌と、消費レ
ベルでの貯蓄と諸費の配分、家計支出配分というレベルiこ効いてくる要悶を分けている治三

こう弘、う考え方はこれ以待日本の学会で詰継氷されてこなかったjと詣檎した。

5 
4 

7 .tiチtl事蔵『マーケテ 4ングの神話Jl 8本経済新聞社、 19守3$手。
8 MacCracken， G.， "Culture and consumption: a theoretical account of the structure and movement of the 
cultural meanlng of consu間 rgoodS"， JournaJof Consumer Research I3(June I守紛

9 中西正定量 f今後の;荷費者行動研究iこ期待するものIf"消費者行動研究』害事2巻第 i号、1994Sf. 
出井熊利四月 r4消費者行動の社会学的研究J(tiæ正昭・村協賛否治・井関利明 f消費者行動の理論~ (第 2級〉 丸券株式会
柱、1974$手)
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(生活総選最遺産毘}

“ 

{図表3}生活体系モデル(井関(1974]p.16き〉

i震源i
2 • 重量

3 !!酔 霊童

4 所得 (f)}主織と形態
5 京族ラ{7・号 4 ヲ J~I
§康俊治封書

7 ~の他世俗調院議

フ7聖書-A
{生活体系緩3霊祭器量}

1 !眠績についてのイトγ
z鐙値富震度
3 ~主活際線・段It
4 集喜語、語審員....
5 経5奇的級事寺と見通し
§消. . 

7.  11 態
'1聖書-D
{袋詰sil境要因)
[丈一一言一喝

2総 S寄 f書 事争
3文化的 a 潮
4交通・議健
5 文化・レジャー施訟
6 碕 S院総鍛
7その俄

1 Jj霊童書の
z績械の線式
3 .伝と広告
4販売貨の事イ 7. 

M 

消費行動はさ主賓の場であるさまざまな腫史的・文化的な実践の中で形成されるならば、全体

論的通時的な消費者行動分析を行う必要が提示される。本章においてはまず文献展望を通じ

て、年齢・時代・世代iこ京拠した過去の浪費者持動研究の集点や分析内容を整理してゆき、

今設の分析の護関方向を示すことを関的とする。

擁立蹄 文献幾望

1.マクロ的な消費者行動分訴の体系的枠組みづくりの撒麓

浪費者行動分析は、マ…ケティング戦略立案において消費者に関する情報の必要性が高ま

ったことから始まった。第二次世界大戦が終わってのちの 1950年代以後i二、消費者の繕買

力が高ま i人生達、流通、広告などのマス・マーケティング設畿の整端、細分化された消費

者ニーズに合わせた製品の多様化などがなされ、それに従ってCD縮分イヒされた市場の定義、
②それらのセグメントのニーズ、③マーケテイング戦略の開発、④それらの戦略の評舗、舎

浪費者行動の予潤などの研究が進められた (Assael[1 q95J勺。以来、数多くの議費者行

" Assael，H.ζ'Jonsumer behavior and刀混乱rke扮igaofl(フifi5th ed.SouthへNestemcollege puわぬれIng，1995. 



動分析モデルが提嘆きれてきた。しllien，Kotlerand Moorthy [1 992J 121.1，消費者の購買過

程をちつの設摘に分穎 Lてそデルを整理 Lている(的表4)。
{翠義的消費者行議モデルの分類しilien，Kotlerand M∞rthy[ 1992] p.26 

段階 議風変数 典型的なモデル0)健

ニーズ噴起 購奨悼すずIJ司選択 購翼発議機器事的モデル
購賞タイミング 二項選択モデル

情報揮議 知覚(助成の有無 観別知覚モデル

艶考/1換組セット 報欝モデル

選択セット 熟考モデル

穣愈の動態 情報統合モデル

評価

(a)知覚形持参成戚援品知3ま (a)認知地図/多衣先尺度

(b)選好 製品選野 (b)態護影成モヂル

購驚決定 ブランド選択 多噴離散遷摂.:eヂル

議鱒選択 マルコフ網モデル

数量選択

購翼後行動 ブランド翼連/飽満ハラ工科探索モデル

満足化モデル

自コミ コミ1ニケ叩ション事ネットワーヲモデJt

それぞれのモデルにおいて、近年なされた経験的窃究の内容をまとめたものが(関表訟

である。これらよ IJ、下位の意思決定への示唆iこ重点がおかれてきたことが指摘されるであ

ろう。

さらにこれらの 5設構に属するモデルを 3つの次元に分けた。〈号マクロの次元(levelof 

aggregatlon)、②部分的iこ統合された{ミク U の)次元13(breadthof phenomena)、@ミ

クロの次元Oevelof detalDである。

「マクロの次元J-r:は、ミクロレベルでの消費者行動モデルに頼ることなし集計処理さ
れたポ場レベルのデータのみに依拠して、本告や髄格といったマ…ケティング活動と発ょや

シふアなどの市場の変化を鰐連づけようとしている。これは McCarthy[1981J 14によるい

わゆるブラック・ボックス・モデル?あ IJ、マ…ケテイング・ミックスを f新激嬰紫J、消

費者の購貿(非購買〉を f反応j としニ者の鴎にブラック・ボックスを挟んでいるという

状態を表すS-R(刺激一反応}アブローチとして、最も基本的な消費者行動モデルである。マ

ーケテイングおよびその他の軒識は消費者のfブラック・ボックスjの中に入 i人消費者にある

種の反高を生じさせる。マーケターは鱗賞者のブラックザ示、ックスの中iこ何があるのかを解明

せねばならない。(外的戦激として)マーケテイングの刺激は4P (Product. Price， Place， 
Promotion)からな IJ、その他iこ環境の新激要器と Lて、購箕者のおかれた経済的、技術的、政

治的、文化的条件がある。これらの料激要因は全てブラック・ボックスの中に入 IJ込み、ブラ

ック・ボックスの中で製品選択、ブランド選択、ディ…ラー選択、購買のタイミング、購買最な

12 Llllen. G.L.， Kotler， P. & Moorthy KS.， Mar/(，θting Models Prentlce輸出1I， IQQ2
.3 1世渚の主主訳

同 McCarthy，ε.J.，Bastc Marketlng，Rlchard D.lrwln， I守Bl.
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(図表5)

ーーズ喚怠モデル:鉱狼と湾局

錬題

決定項の代重"守rt:lベンチマーク
他の耐久財

渓宅E保有

音寺襲警変化による効沼

源義Z賓の代書，Ot!符;]E{t

ト'II'-t'r'•文

1i11l.の11JJj!
知覚の動慾

情報統合

ト'II'-t'，l-'aX 

モデル

備後の優先級位

王建奈保有モデル

危検率モデル

ハ"~ナリ・ログヲト

ハ・イナ5・プIlt'，ト
本遠鏡選択モデルのレピュm
害事僚と.lt舷

圭7)j，

イ似イ露出と忘却指数

。irichle
JtJflペ.ネuヲト算入 :tllピヲト灘択
費用イ初ィ外算入:ヨグ外選択
潟産

ヘドニック努事長

サンブル情報の潟待鋸健

5ニ?・7，プダサ4ング

イイグアンヴヲプヂ欄T~ング

知覚モデルのレピ!I.戸

データ 文献

カテゴリー感買意図プラス偽の総久財 トlauser& Uman [1986] 

カテゴリーと他の耐久財の効用と備絡

カテゴリ-111貨愈箇 Hauser， Robe山 &Urban[1983] 
新線111入の効用プラス貌夜保有の効用
111入.図もしくは陣入 Jain & Vilcassim [1991 J 
危検のレベル、ダイナミクス‘決定製図
カテゴリ-111買もしくは愈筒 Domencich & McFadd揖n [1975] 

カテゴリーの効用 Bodnar，Oil網漁&lacono [1988] 
代書毒性の効用 Robinson [1総6]

咽， Noctaboorn73 I19S93 
r.. ~す守. Ilグ，Hこ興じ Lisco [196 

Amem汐a (1981] 
Gessner， Kamakura， 
Malhotra & Zmiiewski [1988J 

ーータ 献

広後レベル i剖attberg& Jeuland [1981] 
知覚、偶人への販売、もしくは猿会約なレベル
スケジュール

事情illI性(:領絡
属性の..伎と錬察行動
2院制約俄念と不確実性

事後的信念と不破実性

思忍ぶ段滋.i

Ratchford [1982) 

Hager吋&Aaker口984)
Meyer & Sathi [1985] 

Robert & Uman (1988J 
Qren & Schwarts [1988) 

初綴h対an，Muller& 
Sh銭rm語 [1984]

コメント/適用

耐久消費財インチド。

現在保有している耐久財のインチT・3

確寧のダイコトミクスの強鶴

7-1¥'ン・トライ長

，..‘YJ長畑・‘.世

集会的レベル!こフィット

担E索のへ"i7イヲト
.逮探索パターン

Pニト 7"プデ -T~ング
正*共役対偶

ベータニ寝室草鍵

集会約モデルの強襲

Robe代，H.J.&しi¥ien，L.G.. "Explanatory and Predictive Models of Consumer Behavior"， in EIÎashber~， J. & Lilien， LふIMar食'etinn， Elscier Science Publishers B.V.， 1993. 



S語UJt昔Eぞ邦I/;:lE/6eiltm 
モデル コメント/ 用

/ll'ヂが
2食事震な犠波望書繁 脂性認知 Hal.l綿r& Shugan[1980J テレ・コミュニケーシ蕊ン

モ量産デ底ル的の因確子E分駆的続解釈
11投認知J:遺書手書霊場E Bechtel [1985] ソフト・ドリンク
鶴子の会尺 Bogozzi[1宰77]

型建S主主主較 単一号E…ドの多次流尺度 類似性の判断 Lehmal1n[1971] ソフト・ドリンク
複数モードの多次元尺度 選好判断 Greel1 & F号語。(1972J 穀食の選択

不在産擦な事i定 器産..的解釈 遂事寺、機念の選好段階 MacKey & Zinnes [1986] 住宅干狩鴻
非対称ブランド効果 善事対称多次元尺度 スイッチング・データ 州議f滋宅man，Greel1， Wil1d & 自動議の湾入

Lundy[198幻
ヂ者対ヂ…タ'O: 選択データ 主1"吋 f988] コーヒーリネルァータ

DeS畠伽&Ho恥譜11[198η テレ・コミュニエケーシ雲ン機縁
K或ahir，描[1986] 自動車市渇
M∞re ~Wil1er [1987] 

判。待問11& Franke [198剣 ソフトドリンク
CarroIl畠Greel1[1988] 自動車の熔入
A1baum & H酬 kil1s[1983] 

C∞per[1983] 
Mukhel知的973]
Ha淫鵠r&託oppelmal1(1979] 
トiuber& Holbrook [1979] 

e
i
M
O
!
i
 
#lN"Eデジ'f，:/IA/6eiltm

猿題 モデル γ タ 文書医 コメント/適用

期E待'1IJ，さdJれnた.結a果'.'とdしrιてtの:"li認'()J!!l知~: 
行動.題 11:図、結祭の価値 Bumkral1t&P串輩。[1982J 獄盛

結果の:t.13駐
他餐の鍾念の影響の組み込み Fiめbeinモデルの鉱張 社会的な規範的信念。〉付加 Be叡活。η&E包el[1982 ] テ~レ織ビな筏商軍品事2底的主主大の見返りとしての効用の逓減極地点モデル 議好と属性銀銭 Leh問I1n[1971] 
事隠滅型喜索開の灘論的環係 織造1i緩式モデル 選好、簸度、行動 Ba抑 zi[1982] 献血
非加法効用と危検笥避 要幹線形モデル" 毘役aックスの効用 Ke開 ey畠制偽[1976] 

効期理論J:決定分析
F争4g8Um糊hr喜&rf?υS巾84納]I19723 へiレス・プラン

i…s遣nのa必s寮H4aをのeクリテリア ヨ量結恕 民健データ G朋 sch[1987a] a農家の肥料
マ鵬ル性チの・重フ繋:1:-.後3のて・段プ階ロセス 辞フェ書ー編ズ纂4と型された決定Jレール

受容可能性もしくは選好 Gel1sぬれ987吋 エ集用星野書長総
Wright I弘嗣巾剖Jr[l977J

;f-"'--t":z-.償/lJレtーg寄ル: 
代償イド代 の比較 JOOl1sol1 & Meyer [1984] 

‘JOOI1S011， Neyer & Gho凶 [1事89] アパートの選択

Robert. H.J岨&しiliel1，しG.，lbid



コンセプトの評鑓
f7J1kJ1t!t.ヘf7J，

紛間質的製品セットの翻出
(階層的選択モデル)
(b)鰐繋釣な織費者セット(1)欝出
(c)製品相互依存の斡類jモデリング:
告加する鰻争的梅互作用
製品格草作用の日シ.ヴトモ子'1)ンゲ

:a常誤差輪

.1111庁指ぞ丹ル:..  1:.滞
|使府用満/帰足とE態J度の影響

否定的な口コミ
使用が行醗に与える影響

バ/f'ラタエエテティヂ探S震索源-tflk:

|信愛'19$ァげク'/::T~ぷ 7タ-ÿ!1':"/1 ~~':': 

~-/I 寸"i，-/J:t.鮫:

の
属性認知t.選択穣率

コン令プト記述t!ツトからの選択

ネスザ倒的ト i属性榔
選訳、線品クラス構造

細分化モデル i罵性認知
灘択、知織レベル

雛品相互作罵のLuce叶鵬性と製品選択
一般化されためVト |線建されたサyトからの濃択

蟻性能知
選択、製品クラス構造

プロピット i属性、灘択、認知的顕似性
選好ランキング

モデル γ'-')l 

構造方種主主モデj~ 期待
認知されたパフォーマンス
満足

分散分析 多様な期待おの才一守ンスの概窓後伴う
判部分析 上寵プラス購買後行動
震留婦分析 上飽t.同じ

Lue曹モデj~ 購買後の時間経瀧
鵬性と選好

ロシ''']ト・tデI~ よ艶と爵じ

事ヲトワー守備造の分析 3ミュニトション・リン守

個人レベルの普及モ引レ 他のVの探用とコミzニ守-Y3ン・1)ンヲ

バラエティ探緊モテルのレt"::t

1tキャリア
窓舗選択

Oubin[1986] 

Gensch[1987a] 

Ooop噂r&N轟批揖nishi[1983] 
Batsell & PO欲ing[1985]
08181 & Klein[1988] 

XI広

Ohurchill & Surp問 nant[1982]
B柑 rden& T制 1[1983] 
Woodruff， Oadott曹&Jenkins[198 
Oliver& 0曹S器冷0[1988]
Richins[ 1983] 
Westbrook[1987] 
Biehal[ 1983] 
Sin酔[1988]

主義cAli&ter[1982] 
Lat士in& McAli波書r[1985]
Lattin[1987] 

001君man，Katz & M串nsel[1957]
Ozepiel[1974] 

Burt[1987] 
Midgley， Monison & Robert[1!92] 

主義cAlister& Pessemi替は19S1921861 
Kahn， Kalwani & Monison[ 

コーヒー・ブランド
多様な製義カそテFゴ1リJ上-網剛叩網

亀謡欝護繕il呉

肥料

多様な製品
スナック

運動交通機陽
極地点における澱灘

コメント/遍湾

ピデオディスク・プレーヤー
自動車修理
経験的テストなし
株式投資
衣服/電気製品
自動車10ATV
怠動窓修理
多様なカテゴリ・町側

ソフトドリンク
ソフトドリンク
ソフトドリンク

革新の普及にネヲ門-'J機進が与える
費量感

Robert，札J.& Lilien，しG.，"Explanetory and Predietive Models of Consumer Behavior"， in Eli轟shberg，J. & Lil泌氏しG.，Mark眠ting.Elisci母rSci暗ncePublishers B.V.， 1993. 



ピー壊の観察可能な購買者の反応、に変容する(Kotler[I 989J) 150消費者は関ーの刺激には向ー

の長応を生起するという問質性が前提となってお札刺激と反応を一義的に結び舎わせてい

るが、このような培費者行動モデルは規範的モデルにすぎず、現実過揖'註は鶏k、。ブラック・

ボックスの中身は、購買行動に影響を与える諸要因として表される。

このモデルで誌、中西16によれば、いきなり購買行動自体に文化的事響があるということが

問題となる。確かに文化は消費者行動のレベルでは強い欝響を与えると考えられるゑ<..t9IJえ

lf、小売り藷顕iこおける購箕行動のレベルでは、文化の審響は蓋接的には建いものと思われ

る。このように、このそヂルにちいては、どの嬰躍がどのレベルiこ第響するのかを十分に務理

しなければ、生活体系の中での消費者行動をうまく理解できないであろう。

次に、 f部分的に統合された次元J1ム購買課穏の購買意思決定過穏の段階のすべてある
弘、は一部をカノf…するモデルを指している。 S訓円アブロ…チiま構報処理の結果としての理

解や鰹度などを記述し、主体の行動についての“Why'1'>'判ow"には之されないことに対し
て、これらの次元では幾買に~る実僚の決定過程を記述するものである。知覚/評録モデ

ル、態度形成モデル、合理的選択モデル、権率的選択モデル等がこれに含まれる。

これらのモデルは、複雑な窓思決定過程を必要とする購買行動iこ適用される。{摺殺 4)

の各設潜は購買行動の関与の度合いや状況特異的な要素に依存している。低関与購買は、

〈国表 4)の鱗箕過程の Sつの段階をすべて通過するとは降らなL、。さらに、高関与購買は

外延的解決、中爵与購買は~Ji定的問題解決、法関与鶏1( 1ま常軌的反応、行動を必要としてい

る。知覚/評価モデル、態度形成モデル、合理的選択モデルは高関与議案の説明を意顕して

おり、報率的選択モデルは銭関与購買を説明していると L寸前提がある。確率的選択モデル

iま大きく購箕生超モデルピ銘柄選択モデルに分けられる九知覚/評価モデル、態変形成モ

デル、合理的選択モデルの三者iま、浪費者行動のメカニズムを解釈するよで相Ji補完的な役

割を期脅されているが、議費者の情報探索の分析がほとんど組み込まれてこなかったことが

指摘される{治思 [1990J1号。

そこで、さらに fミクロの次元jを扱ったモデルにその役割が期待されてきた。 Nicosia'9

モデル、Howard-Sheth
20
モデル、 Engel

21
モデルなどはその代表的なt911である。Nlcoslaモ

デルでは、購買意思決定プロセスをフローチャートによって密式化し、コンどュ…タ・シュミ

レーションの手法を用いている。このモデルで誌、反機購買というよりはむしろ新製品購買

に対するプロセスを表しているへすなわち、消費者が高品の予備知識を持たない場合を低

定しており、反覆購賀行動を説明できなL、。

16 KolteにP.& Armstrong， G，. Pronclples of marketlng. forth ed.c I守89)(和滋充夫骨弁倫…紋 fマーケテイング原窓J 7> 
イヤモンド枝、 19守5年)

8・Ibld.
汗このうち、一定の期間の矧iこ観察される総需要設!の繊貿生起モデルとしては Ehrenberg[1988)の NBDモデルが著名で

ある。…定期間内の勝賞者数J失われたj購買者数、新規購買:t費支炎び新規費量賞者によって襲警入された製品数震の計算を
官慨にした。 (Ehn肌 berg.A.S.C..Repeat Buy/ng.危 cts，Thθory釘 dData， 2'" ed.New York: Oxford University 
Press. 1988.) 

時治~恭一 fマーケテ 4ング研究における企業行動と消費者行動J(中回答毒事他 Fマーケテ 4ングのニューウェーブ』
同文書室、 19何年。)

" Nlcosla. M.F.. Consumer偽 clslonProcesses:ん物知的'8and AdVertislng付ρiflcatlons.Printlce H剖1.1966.
20 Howard. A.J. & Sheth. N，J町，汗百ヲ 7子1eαγofBuyer8量~haViむに NewYork:John Wily & Sons. 1 969. 
21 Engel.FJ刊 Blackwell，D.H & Mlnlard. W.P，. ConsumerBehavioκ7th ed. Dryden. 1993， 
22 Nlcoslaモデルのブ Uーの概略I:lJ企業→広告叫広告への浪費者露出→露出時における消費者索地と広告き主導の担互関連

吋菱重度の形成吋態度から動機への変移→動機から購買行動への移行吋浪費者余地へのブイード/{';Iグ吋企業jとなり、

食業によって作り出される話題認が全体としての意思決定の出発点となっている(村田(ぢ滋他[1974為
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Howard-Shethモデルはこれとは対鰭的iこ、購賀行動のダイナミクスを反捜購貿と Lて

把援しそれらの諸要素を学替と L、う枠組みで捉えている 230意思決定プロセスを内生的変数

との議接的関保としそれらプロセスがI¥'ーソナリティ、文化、財政的状況などの生活変数に

影響されるというモデルは、より現実に却していると考えられてきた。しかしこのそデル

は、変数の操持性、外生変数と内生変数の料室主iこ圏難を伴う 2るという欠点が指議されている。

ξngelモデルiま消費者の鱗資意思決定過程が5つの段階から棲或され、それらに経清的、

心理的、社会的、文化的要国が影響を与えると認定されている。このモデルにおいて開題とさ

れているのは、変数間の関謀、のあいまいさである。ある変数が悼の変散にどのように影響を

与えるのか、その量三響がピめように超こるのか、その膨響の強さはどれほどのものなのかを

説明できなL、。

実用性の語で、ほとんどの企業が、自らのマーケテインク的状況をこのようなモデルに当

てはめようとする意向がないように思われるへまた、こうしたモデルの過罵は、特来にわた

る浪費者行動を予見できるものではな主、それ故に、法費者が機械のように行動 Lない鰻1)、

こうしたそデルが消費者の行動を妥当性を伴って解釈することができるとは L、えない

抑制e[1 990J)26
0 

製品特定的で、ある一時点での状況特定的な条件のもとでの培費者持動の解釈モデルで

は、時空鶏のまがリを待った清費者行動の変容を説明するのは難 L¥、。法草271ム「これら

のモデルは消費者行動研究統合のために一定の役割を果たしたとはいえ、あくまでも個々の

研究の分類枠を示したにとどまり、宥機的関連づけには至っていないというべきでおろう。

個々の研究法消費者行動の部分部分を明らかにしてきたが、とりわけ行動科学的研究の場

合、それら担互の関連づけは十分ではなく、単一の需要関数に統合するような枠緯みは用意

されてこなかったまフけである。j と主義4渇した。
こう Lた分析枠組み辻、理想的には
φ消費者行動システムを嘆或する主要な変数を関定し、測定する、
金変数関のファンダメンタルな開張性を特定する、

③臨果的連鎖と探鴎ー結果の関係を正曜に特定する、

@ま嬰な変数の変化によるインパク卜を解明するために、棲動的な分析も容認認、する、

といつたものでなiけすれiばzなら屯な.い{しLil胎i冶en，KくO悦tl地era部n凶dl、、〉、ゾ巾J
以上のような;消奇費者f行?動そデ1ルLは、震的や効用や欲求を所与として、それを満足イとさせる

ための手段選択プロセスを明らかにするものであった。それは消費者が購買するそノ(高品)

の愛用価値のみを欲望の対象として扱うことを意味していた。これに対し、

Baudrillard[ 1 970J29誌、モノが単なる物理的な対象ではなし記号のシステムの生産通経とし

てのそノ=環境世界の浪費であると t寸立場がら、製品、プランド、サービス、若舗など全て

28ある製品を買うという働者獲が喚起されるや、総寛容はブランド選択に産量告し、その決定iま(1)働機、 (2)行為の代答案、(3)

動機と代替案をとりもっ意思決定線接要素によってき議整され、このような波賀プロセスがさらに繰り返されてゆ〈う急

に、関連的情報をま義務し意思決定プロセスのル…ティン化をすすめ、ますます単純化してゆ<<村留{宮線総ひ974J)0

.. Howard[1989JIまトioward鵬Shethモデル安泰礎に消費者愈慾決定モデルを新たに機築 Lている暗号、このそデルもまた問

;犬舎守でりニアなモデルである。

25 Mauser. F.F.，"The marketing fraternity' s shortfall".みumalofMarketlng44(FaIl1980)

2. Wilkle， W.L. Consumer Behavlor， 2nd ed. New York:、JohnWiley& Sons， I守免
許 Ibld

..ゐu
"Baυdrll/ard， J.，La Soaete de ConsommatIlヒin，Edltkコ>r1sF出:inete，I守70，{今村仁司塚原文まえお球社会の神話と構造J 紀
ノ関2童書底、 1979$f.) 
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の社会的な得在物iこは文化的牡合的意味が付与されてお，J、消費者はそノの文化的意味を消
費する剣韻を持っていることを強調 Lたむ消費者は自身の消費を文北とは無縁に行えず、あ

らゆる消費行為は、文化ルールの制約のでに行われる。このような、記号論の分野では記号と

記号体系を扱っている。記号論泣言語的コミュニケ…ション以外に非古語的コミュニケーシ

ョンや、コードや意味を決定するコンテクス卜も扱う。

意味を決定するコンテクストは、時題や場所、主体、法違スタイルを含年。モノ/記号は

全体としての集合的配置や講成、モノ相互の関孫、をもって一定の意味を成立させる。 1言語活

動と Lての消費の中で相互に関張、し合うそノの繕戒を解読することが、この方迭識の諜賭で

ある。

製品やブランドのコ…ドを理解するためには、三つの場醤へのアブローチがある(田村

[1 990J)0 30第一iこ、ある特定の製品やブランドが、シンボルと Lて符を祉会的iゴ意味Jするの

かと弘、う建味関係である。価儲観やライフスタイル、文化、社会的地註などの準拠集嬰が、シ

ンボルとしての製品によって社会的に意味されている。どのような製品がどのような意味の

シンボルとして用いられるか培、恋意的な約束事として設定され、また、時間の経過とともに

変化してゆく。第二i二、シンボルと Lての複数の製品やブランド間関部、がある。ある諸費課業

を達成するために相互靖完的に伎撰される製品の集まり(田村によれliT製品袈鹿J)は、ある

製品の活費システムの基本的な下位システムの一つであ')、ある製品がシンボルとして認ま

Lい鶏性を持っているかは、このような製品星患における位蓬という観点からも評婚されね

ばならな~'0第五に、シンボルと Lての製品は、使用者の自己我現であった')、自分について

の何かの意閣を他人に結えるために使われる、…種のコミュニケーション手段である。

商品の持つ象議案的愈味について、 Tharpand Scott[ 1将司31も r<D製品は社会的地位を怯
達 Lている。窃製品は所有者の自己表現である。金製品は体験を共宥 Lている。(花を掛る

行為iま農事なとやの磯会を象徴し、その経験を共有する)@製品はへドニックである。{絵遥i

やブレタポルテ・ファッションなど物質的な錨舗では測れない感覚的品賞を表す)@製品は

経験的である。(製品li過去の経験を思い出させる機能をもっ)J という 5つに分類してい

る。

ここで、高品をとりまき、意味を決定するコンテクスト、および、スタイルやデザインなど、

定最化しにくい鶏性情報の意味生成メカニズムなどの従来の簿費者行動研究では説明でき

ない清費行動をどのように説明するのかという問題が残された。そこで、ポストモダン法費

者行動論と官われる、研究者の主税を竣極的に活用する解釈主義的弘毅主義的粕対主義的ア

プローチが金頭してきた。データを定量的に処理することょうも、むしろ質的なデータから

現象を現解Lょうとするものである。 Hirschman& Holbrook訂982J32の提唱したf快楽
型的諸費Jr非効用主義的消費jといった新L~ 、Jノtラダイムでは、[合理的消費者モデルでは
説明の付かない消費行為に注目した概念jを、消費経験的な{側面から分析 Lょうとしている

お31彼らの消費者の消費経験の意味の探究とは、諸費者の被数の感覚器官を通とたイメージ

30 田村氏紀他『ヤング・スクリーム.JIPHP研究所、作守G年。

剖 Tharp.M. and Scott. L.M..勺1eRole of Merketing Processes In Creatlng Culturalル1eanlnピ，‘JoumaJof 
ん俗cromarketlngFall.1990， 

32 Holbrook. M.8. & Hlrshman， E.C.“The experlmental aspects of consamptlon: consumer fantasies. feellngs， and 

fun". Joumal of Consumer Research火September1982) 

制 Lかしこの論文については、それ以設の消貸者行勤務交における方法総の脊効性を織論ずる契機となったというゑで毒事

価されるべきではあるが、実証主義ど解釈主義のニz災対立的な論議へ誘導する危うさをも含んでいることが指摘ざれて
、、る{漁[1996J). 
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や情動の発生についての考察である。消費者は刺激に基づきさまざまな内的なイメージを会i

造するが、そのイメージには、過去の記a憶の懇起と、幻想イメージの両方の領域がある、とい

う点が強調されている。

挟楽的浪費モデルは、多臓性態度モデルや情報処理モデルにたいして、詩的利激にF設
定されない主観的反応を含んだ経験論モデルでありへ複数の感覚の制識に基づいた幻想2記

長や情動反応、を対象としている。消費者は商品の客観的属性iまかリでなく、議己にとっての

主観的意味を評錨しながら、情動要国に影響されて行動する(武井 [lqq7J判。消費者の

情動3'7要因は、ブランド選択の鋭鴫変数というよりも、清費経験を構或する要素ど考えるこ

とが必要であり、これら清費経験が包含する感情!;lJ人間としてのJ消費者生活そのものの中
から生じているといえる。

ポストモダニストの視点からすると、いったんそノと意味が新しい関併、性を構築すると、

消費者の物の見方や行動iこ新しいインパクトを与え、新しい展望、謀議、期待をいだかせる。

その結果としての行動が、新しい社会的隣接、や構造、現実を作り出すとしている。円ratand

Venkatesh [1 q96J 38は、仔IJとして米閣における交通機関の変穿を挙げている。自由、鋼人

のき立、現実逃避、ステータス等の意味が付与された自動車の誇大広告が浪費者需要をう

み、説場に対して蘭家予算の一部を高速道路の建設に裂くことを余{義なくさせた。それは公

共交通機関を衰退させ、今誌のような交通機関のありょうが決定され、ライフスグイルも照

時i二変容した。そ Lてこうした変容がさらに自動車への需要を喚越し、結果的に大きな社会

の構造変化を拐、、たが、同様の19IHま現実社会において枚挙にいとまがなL¥ ど述べた。この

ように購賀行動の分析を行う前iこ、その消費者行動全体の背景となる現象を含む体系をまく

解釈することが焦、点となってきたのである。

こうした定性的手法を消費者行動分析に導入することの開題点としては、建られた知識の

正当化の手続きにおいて厳犠な基準が存者主しないということが詣輔されている。これに対し

て、記述的方法にとって発見と正当誌には論理実証主義者のような概念的区別はなく、解釈

法それ商俸が正当かを持つとされた(南口qq6J)。

Holbrook & O'Saughnessy [1 q88J 39，こよれば、「解釈jとは、単ーもしくは複数の意味

を決定するためのテクスト(消費者行動のデータの集積)の批判的な分析である。解釈の構

築においては体系化されたコンテクストが重要な役摂を果たす。本論の主題であるマクロ的

な消費者社会iこ影響を与える世代性や時代』詮の分析に私生活体系を理解する立場から、こ

うLた定性的アプロ…チを援思することは宥効であると判断し先。そこでは f全体的J消費

者への共感的理解が婆請される。一方で、このような方法論の明究結果の倍頼性や妥当'肢を

持このほれ消費考行動研究における定性的方法論!こ関する議論11、尚[19守7]を参照のこと。

話料irschman&トlolbrook[1 982]の/{ラダイムを情報処摩ノfラダイムと比較すると、次のような特色が存在する{武弁

[19守旬、p.1 29)0 (1)エモーシ謂ンを経済的働機と何等に評価する.(2)消費者の主観的な製品評価を変貌する。(3)消費者の

綴渡的行動を研究す':'0(4)一時的で本源的なさ主体的反応を研究する。(5)鴻貸の経験的侵q語iこ焦点をあてる。{る}サブカル
チャーの穆遣がエモーシ君ンやイメージの逮いをさ主むと考える。(7)絵滋、彫刻などの審美的要道品を研究対象とする。(8)
認知段階での烈下変数、感情段階での情動や感覚的量産妻子{フィーリング人行鈴段階での倹F義経験の主観的側溺lこ焦点を
あてる。

持武井寿 r持率毒史的マーケテイング研究i 台挑司書灘、円何年。
書守精華きは、...ぴ(joy)、嫉妬(Jealousy)、畏怖(fear入後怒(rage)、歓義(rapture)などを忽援する。

33 Flrat AF & Venkatesh. A，“Postmodern persrectlves on Consumptlon". in 8elk. Dholeヨkia& Venratesh. 
Consumpめ'n&Markl副首18'，ん会'GroDlmθntlons，SOuth脇Westerncol沿gepubllshlng. 1守守る.

3守トlolbrook.8.M. &びShaughnessy，J.. "On the scJentlflc status of consurner research and n蹄 dfor an Interpretlve 

approach to studylng oonsumptlon behavlor".みumalofConsumerRes儲 rch，Dacember19守&
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確課するために、こう Lた解釈結果を謙譲できるような統計分析結果や経済指標を轍え、相

互補党的な接近をはかることが適切であると思われる。このニ方向からのアプローチによっ

て、高齢化社会が進行寸る中での消費者行動のマグロ的変化の喝尚をより体系的に分析する

可能性を聞くと考えられよう。

2.年齢・時代・世代と消費者行論

記号論的分析アブローチにおいては、日eJk，8ahn & Mayer [1 982J 40/ま商品を象散要素と
して認識する過程を務究 L、消費者が年齢とピもに社会イとされる中で認識が発達 Lてゆくこ

とを示した。売手と買手はともに意味の交換に従事してさ;1)、こうしたマーケティング・ダ

イアロ…グの中で買いやがプランドイメージを知覚し、象徴的意味を解釈する。プランド・

イメージは長年のマーケテイング活動の累積の或来といえる。

ところで、まだ侭も書き込まれていない子供の意識の中に露出される広告がもたらすブラ

ンドのイメージや新 Lい商品の消費経験は、強烈な記議の疲跡、となってその後の消費行動iこ

影響を与える。例えば、プランド・イメージについて、 r1:去天堂JとL寸企業名を聞いて f詑
私jか「コンゼュータ…・ゲームjのどちらを芝、ぃ埠かべるのかは、イメージが都成される

若年時の思体験によると考えられる。こうした認識の遣いは、消費者の世代の違いと見るこ

とができるであろうく世代効果〉。しかし、イメージは、当該企業の多角化で簿められたり、

統合企業のマ…ケティング努力によって打ち消された i人基本的な高品機能に対するニ…ズ

の変化に影響を受ける。つまリ、時代のある一点におけるマーケテイングの f現実Jが、そ

の時代の消費者行動に変化を与える。さらに大きい持で捉えると、その時点での経済の状況

(e.gメfブル経済など}も、年齢や世代を問わず閉じ方向に影響を与える<時代効果>。さら

に、埼費者自身が加齢することによって、所得の増減や浪費者自身の社会的な役割、立番好が

変化し、それに伴い消費者持動は変化するく年齢効果〉。そこで、こうした年齢・時代・世

代といった 3つの要悶が消費者行動iこ与える審響を分析した先行研究を見てゆくことに L

ょう。われわれの最終日的は、現安殺界において嘉齢化社会が進行してゆく中での浪費者行

動のマグロ的分析であるので、以下では家計における涜費活動に集点を合わせた研究を中心

に挙げてゆく。

Q)r年齢Jと消費者行動議
(1)講義欝数理論

消費関数理論は諸費を規定する要因を関数で定式化したものであり、多くの理論が構築さ

れてきた。その代表fJ¥'恒常所持汲説、相対所持法説、ライフサイクル低鋭なと"である。

Ouesenberry[ 1949，了lによる桔対所得低説では、鑓々の消費者の渚費水準や消費持動はそ
の;育費者の絶対所得でiまなく相対所持によって現定されるとしている。このような低説は、

従来からのf選静の独立性Jr時間的不可逆性Jr選好の不変性Jr現在所持jとL、う j自費関数の

組 Belk，W.R.，Bahn. D.K. & Mayer， N.R.， "Developmental recognltion of consumption symbolisrrず:みumalof
ConsumerResearch. June I守82.

制 Du制的berry，S. J..lncomes. Saving and the Theory of Consumer Behavior. 1949.(大熊一郎訳 『所得約.消費者行
動の滋総2 厳松宮昔、 19551f)
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前撲を転換させ、f選好の可変性Jr 間的栢互依存性Jr選好の時間的不可逆性ゐむなどめ新た
な仮定を導入するものであった。消費者の寄らの消費水準や消費者行動iま徳人のそれと結互

依存関慌が認められ、そこでI;l:rデモンストレーション効果るうが作用することを主張Lた。
斤iedman[I %8J44による慢常訴持法説では、昨得を「慨常所持Jtr変動所持JIこ分け、傭人
の浪費決定が変動所持部分を含む現慈の所得に依存してなされるのではなく、む Lろ特来の

自己の所祷護得能力をも考Bました機常所得の水準iこ支記されると L寸立場をとる。他の条件

が一定である際り、恒常所得と髄常消費iま沈タIJ関係にあり、訴得の中での'援営所得の割合が

大き L、ほど消費性向が高くなることを吊した理論である。この仮説は、長期的な培費性向の

安定性や所得暗善問の消費性向の横断的格差などを説明できるという点が評髄された。

j脊費関数理論の賞献は、所得概念を多様化 L、鑑識的諮要因の他に社会学的および心理学的

視点を轟 1)込もうと Lたところにある。 Lかしこう Lた経諸学的な治費者行動への接近に

ついて、井関“は社会学的免織から問題点を以下のように列挙Lている。

くDDuesenberryの桓対所得競説では社会的浪費の内容を磯安定し規範的機能を明確にするこ

とができなt、。規範的機能を明確にするには、f準拠集部班論jの援用れ必嬰である。

CiIデモンス卜レーション効果」について、高品の普及メカニズムについての解明な手がかり

がなLLこれには「対人的影響J、「普及遇翠jの分析枠組みが有用である。
事デモンストレーション効果Lr習慣形成効果汁連携させる“ために「社会F審議j、「ライフス
タイルJ、「準拠集冨jなどの概念の活用を必要とする。

cデモンストレ…シ 3 ン効果j、f習境影成効果jの分析1;1:、商品の効用に、その後期を通じあ
る穫の社会関係を足映するような樹語、およびその俊用が習慣性を助長するような側訟を認

める立場によって、補完されなければならなL、
争社会的規範と Lての「様準ノfッケージ勺を経験的に分析する必要がある。

@従来の経済学的研究において辻、レファレンス・レベルの明確化とレベル毎の戦略変数の転

換が十分に行われていなt、。活費者行動のいくつかのレベルをまず設定して、全体にとって

共通に害効な概念や命題と、それぞれのレベルに特有な説明要臨やそデルとを明確に髭別し

ておくことが護嬰であるて

叫消費著者のi撃好は、単iこその終身の絶対所得の総数ではなく、むLろ過去の最高所得水準の総数であると¥'う命運重。これを
消費者のf習慣形成j(habit formation)ど呼ぶ。
“消費者選好の'll閥的相互依存伎の定式化。偶人の消費支出が俊間的に縫紋する人々 の消費水準の加支平均織の関童文であ
る、と、、うメ替え。i簿一水準の消費水準を持つ消費者の総?毛、接触する近隣の人身が高所得者の場若?と低所特放の場合ても
は、その効用iこ著Lい相違がある。

“Freidman， M.， A Th卸ぐyofω'nsumpflonA∞ction.Prlnceton Unlverslty Press， 1958.(苦れ11公男・今井焚ー訳 『消費
の議義語専緩論』 厳松宮量、 作品i年)

45 Ib/d. 

“「智慣形成の仮説1;1;、消費者の選好がそれぞれの過去の消策緩綬によって異なるこどを合意するから、時間の経過につれ
て消費者施笠間のiI好の差異はますます大き〈なるというi童心的傾向を示唆Lている。だが一方1'1;1;。デモンストレー
ション効J裂による隠滅的・求心的領海が存在L。これが緩慢形成による消費者燃の遠心的傾向を拐殺するように作用す
る、ど考えられている。ところで、この途心的傾向と求心的綴淘と1)¥ちょうど均衡するそのメカニズムと範囲とを、どの
ように械だすることが?きるだろうか。習慣形成を消費者のライブスタイルと考え、この形成過縫自体iこも、デそンスト
レ…シ罫ン効果の強〈伶mずることを主主総するaそLてデモンストレーション効果による求心的傾向i立、無際限lこ拡大
作浴するのではなしまたランダムな軌道を緩くのでもな、¥その経費量はすでに確立されている社会関係のマトリック
スヒ霊滑に関イ糸しわゆ。j(喜子関 Ibld， p， 128) 
“消費者にとって文化的、社会的生存に必妥な一定量の燃の緩み合わせ。社会的役tJJや社会階唇によって異なっているe
特例えば、家計行動における消費支出の所得!こ対する比本iこ総Lて、所得のき寄っ鋭明カには限界があ I}、t若手普人員や後手善之
年齢など級済学的要因よりも社会学的委習によってより有効に説明されうることがある(井関 が。
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以上のように、これまでの狭義の議費理論に、さらに行動心理学、社会科学的考察を包

摂した設去からのアフローチが必襲となることを指摘 Lた。

(2)年齢・家族生活態期による消費者行動議

消費者持動分析における市場細分化のうち、年齢、性別、世帯規模、家挨生活周期、所得、

職業、境域水準、京敬、人種などの人口動態変数による結分化は広〈用いられてきた。その

竣由段、消費者の欲求やニーズが人口動態変数と強〈結びついておリ、人口動態変数は他の

変数iこ沈ベて測定が容易であるからである (Kotler[1 989J 49)。

特に年齢iこ関 Lてl;t，人が購買する財やサービスはお齢によって一生のうちに変化するこ

とから年齢を手がかりにそのライフスタイルを推測し、特定の年齢をターゲットにするマー

ケテイングが行われてきた。加齢によって食物の噌貯が変わったりするといった現象。fい

つの時代にもjおこるとすれば、その消費行動は f年齢効果jによって変化したといえる。

特iこわが部は急速に人口の高齢化が進んでお 1)、その審号撃をはかるよで年齢効果の持つ意味

は重要である。

一方、あるi奇一年齢グループの消費者であってもサイコグラフイツグ・プロフィ…ルは一

様ではなく、藤年齢以外の諸費者分も考議しなければならないとする研究もある。 Wilkes

[1992J 50は、勝年齢よリも認識年齢 (cognitiveage)が重要であると Lて、認識年齢を測定

するモデルを構築 Lている。

年齢とよく似た区分に、家挟生活周期がある。家族の状況!ま消費習穫に大きな影響を与え

る。この影響の一端を説明するのゑf家接生活用期(familylife cycle)Jである。家菰生活爵期

の概念は、時系列に沿った家族構成人数、家族講成員の成熟、経験の増減などによって消費の

来たす役割が変化することに関連している。Andreaser刷物凶器1，こよれば、「家挨地位の変

化jは結場、最初の子供の出産、家計構成t人箆の増減、失業や転職などを含む。このような変化

は消費者の基礎的なライフ・スタイルを変える。個人の枇会行動を理解するためには、その人

の年齢よりも、家主義生活周期のどの段階にいるのかを考患する方が適切であろう。

家義生活用期の草分には諸説がある治九ライフースパンを 6つに去五分する法が…毅的とさ

れている。これらの家義生活周期を扱った多くの研究は、家挟生活異類iこ従って(1)舜持の変

化、(2)浪費、(3)意思決定がどのように行われるかという点が興味の中心となってお i人世都

主の年齢から家接構成を讃縛した分析が行われてきた。

{関表的家族生活鑓鍛の倒52

“立つid
拍Wilkes.E.R.，" A structual mO(制ingapproach to the measurement and meaning of cognitlve age"， J<コumalof
ConsumerRl.θsearch， Vol. I q. September I QQ2. 
針Andreasen.“Lifestatus changes and changes In consυmer preferences and satiafaction". ..Aりumalof
Cり'/iSumerResearoh II(December ! Q84) 

$2 Lansin到底&Morgan， J.N.，“Consumer Rnances over the Lifecycle" in LHClark (edJ，ζvnsUi斤7erBehavior. VoL 
lI:TheLl桑~CyCAθandConsumer，胎'haviaη NewYork Unlv. Press. ! %5. 
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Rowe[ I '166J531こよれば、家菰主活趨期論の基患にある理論的仮定は以下のゐ点に要約さ

れる(井関町。

①家族強活罵期論で想定される家族ど li，按家族ないし夫婦家挟であり、結婚から最後の

配偶者の死iこ亙るまでのf生議家挟jを窓味 Lている。そしてその家族は、子供を持って
弘、るものと{長定されている。

②家族と個人どは、内部からの生活通程と社合環境からの彰響の料激iこ応じて、それぞれ

異なった Lかたで変化し発達するものと想定されている。一般に、自常的な生活諸開

題の解決を可能とするために、個人や家挟が是非とも達成 Lなければならない基本的

な「発達に応と先課題Jが存率しそれらの解決、達成が、;大の発逮段階での課鶏処躍の
前提条件となる。

@r発達におじた課題jとは、いま hだちに完了されるべき特定の仕事心、うよりはむし
ろ、「ある鑓諜への脅カjどみなされている。それは、一方で個々人の人鵠的欲求からまず

ると問時iこ、他方では社会からの要請としての規範の複合体である。

@基本的な集点は、家扶状況における個々人の行為者にある。全体としての家接システム

が、現範的なAfJを与えるという点で重要である iJ<， 家族システム畠体はその成員の行

為と相互行為とに依毒しているのである。

争個々の家族成員も、また様々の家挟毛、報!i.交渉における年齢一役割織持の複合体の点

で、それぞれ独特である。家族iま、地位と役割の数、年齢構或、隷ぎ.:f-の職業上の地位な

どにおいてそれぞれ大きく異なるのが普通である。

@人関の行為は、ま主義の社会的環唆{まもちろん、過去の環境の関数でもある。社会体系の

一形建と Lての家挨培、外部の社全体系どの関係によって影響を受ける。その際、外部

の社会体系は家族生活期務のそれぞれの段暗に応じて、それぞれ異なったタイプの棒

瓦行動を要議する、と考えられる。

しかしこうした生活題期の概念の適用iこも、問題がある。Derrlckandしehfeld[I '18OJ55 

は生活用期織念の限界について、その区分の操作性と結果の解釈にあると議摘した。生活矯

期そのものの区分や、ある傭人を生活周期のどの段階lこ1ft:lづけるのが最適なのゑ¥という

ことについて多様な窓見があるので、過去の研究の結果を参照した場合、矛屠 Lた解釈がな

されていたり、各研究が生活周期の概念の互換性を欠いている場合がある。また、家計のダ

イナミクスや環境としての社会的変北が家裁生活用揺の概念にに第響を与えていること

も、さらに解釈を難しくしている。女性の貌繕化・高年齢での出産、少子花、脊索世帯人員{共

鍛きなりの増加、平均寿命の伸長などの変化が著 L<、家挨生活罵期区分の解釈に簡単に

適合できなL、。

米関でiま新たに現代の家族生活用織に適合させるため、期期の区分をより現実に近づける

よう細分化Lてゆく試みがなされているてその一方で、このように時正された生活購織と

事3Rowe，G.P.，“The Oevelopmental Conceptual Framework to the Sudy of the Family"， in F.I.Nye & F.M島rardo
(ed.)， Emerglng ConceptuaJ伽 meworksIn Faml/y Ana持主主TheMacmlllan， I qるる.
541bld.‘ 

同 Oerrlck，W.F句&Lehfeld， K.A.， ..τhe family Ilfe cycle: an alternatlve approachぺみumalof Consw庁lerResea!ぴ7
7(September Iqao) 

純米国では 51.6%<1.>火事警が離婚しており(AmericanDernographics， Oec. I q8q)、シングルベアレント X子供の省無とい
った区分を加えるなと二修正された家荻窪滋思潮の設定がなされている。
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家族構成の変数が消費ノごタ…ンに与える第響について、伝統的な家接淘鶏と同様の解釈カ L

かもたないといった報告もあるへ

Lかし、家技生活周期と t、う概念は家計行動を分析する上で、年齢などを独立変数とする

よリも説明カにおいてすぐれていることは確かであるへまた、家荻生活用期をさまざまな

区分に分けることよりも、(図表明のように調査対象年に轟近の統計データを援用すること

によって、世帯主年齢を手がかりに、ある程境、家集廃期の設離別lこ家族携戒の実態や諸費行

動の変化を予i更せすることも可能であろう。

(国表7)家旗生活周期の蓑誌 (/i'ライフデザイン由醤Jp.15) 
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態豊富藷ド ンf
- 建宅 S ま

自1.5{総}23.6 35.9 48.6 5詰.951.051.2 56.2 51.3 

火、 炎 話器

国 き き
I I I I I 

来28.429.9 

要525z量21.4 30.4 50.4 

hlJ 
消費者詩動の実証分析を進めるに当たり、われわれが科用可能な長期的なマグロデータは

総務庁め家計調査年報などに限られているが、これらのデータには平均的世帯の生活属類、

日 Wagner.J.. & Hanna. S..“γhe effectlveness of family IIfe cycle varlables In consumer expenditure research". 

Joumalof Marke紗復帰ご簿記1fiヅIlO:Oecember I守'83)
闘しansingJ.8.. & Klsh.し“FamllyIIfe cycle as an Independent varlables'¥Amθ刀弘前 80必:>Ioglcalrevle以 October.
1963) 
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皆殺主の年齢に応じた世帯のライブステージが改定されている。{図表7)によれば六平成

3年に法結婚時の夫の平均年齢がおみ議、妻の平均年齢が 25，9識であり、ニ人の子訣を持

っと{瓦定 Lたよで第一子出生は世帯主〈夫)が 29，9識のとき、末子の出生が32，9員誌のとき

とされている。従って、第一子が小学校入学のときには世帯主 36成、京子の小学校卒業時

には 45哉、第一子の中学校入学時iこは 42畿、末子の中学校卒業時には 48畿、第一子の高

校入学時にはら5議、米子の高校卒業時には 51議、第一子の大学入学時には結成、末子の

大学卒業時には 55議ということになる。すなわち、小学生のいる世帯j長年齢は 36裁から

45議まで、中学生のいる世帯の世帯主年齢は 42裁から 48歳まで、高校生のいる世帯の世

帯主年齢は結成功、ら 51裁まで、大学生のいる世帯の世帯主年齢は 48議から 55員長までと

L 、うことになる。

世帯構成員そのものの年齢仁氏、じた変化を蓋接観察することはできないが、世帯主年齢

暗級別にみた平均的世事像にいちとるしい変化がない限リ、錨人のデ…タピ向等に扱うこと

ができるであろう。次章以下で線用するベイズ控コウホー卜分析は、家計支出(あるい誌購入

数景)の世帯主年齢×時代別データから年齢時代惜代効果を分離し、接数のデータを有機的

に結合する手法であるが、世帯主年齢をもとにした家族意活周期の前提を十分有効に活用

し経済理論と社会学理論を銃合することができると思われる。

;青費単位としての家族は、偶人としての諸費者と同様に、生物学的存棋のためだけでなく

文化的に帯複するための消費財の購入目録を内悲している。この詔録には、家義の人数、年齢

構成を象徴するような縦久消費財などの消費財の述、貯蓄への配分をも含んでいる。この財

への支出や貯蓄への配分は、家族構成員の変化や環境の変叱、家族のちかれている社会的指

稽などによって異なる。

家族のメンバ…問士は非常に密接に接触Lている。お!iいが程設相手どな i人情報告是供者と

なり、影響を及IfL合¥¥決定を下す。また、耐久浪費財を始めとする多くの高品を共有 L、共

同で使用する。その一方で、書籍など鑓人が窓思決定し個人が鱗買するものもある。そのよ

うな場合でも、背景iこ誌持らかの家族揺の相互作用があると考えられている。家挟の中には

家挟のために荷品を購入する代理人(Agent)が存在するJ襲品分野や購買プロセスの段簿に
よって夫や議舎の購買関与度は異なる。また、購買の役割 L渚費者のライフスタイルの進化と
ともに変化する。妻は伝統的に家挨の中心的な鱗賞者であり、特に食品、日用品、衣料品につ

元、て顕著である。 Lかしこのことはま毛骨主婦の増加、晩婚の増加、文化的規範の変化によって

変わり始めている。J(Kotler)60o 
家集の塁審買意思決実に関する過去の研究は、どの家挨人質に購買時の費任があるのかとい

うことに遜疫に注意が払われていた。最近では家挟による鶏買意思決定機能の研究に焦点が

合わされるようになってきている。例え江、役割特化(円olespecializatlon)である。家挟によ

る鱗費行動は役割特化するときに効率的に機能する。「家成内品揃えjを行う捺、鱗賀意思決

における役割特化は護嬰である。

家挟の一員でいる獄リ、家族の購箕意思決定プロセス iこ参加しまた、そこから彰響を受

ける。符をどこで買うか、ということについて最初に学ぶのは、家族からである。家挨誌浪費

の噌好や習壌に大きな影響を与える。Alderson[1965J晶iは、家裁は子供に高品について学ぶ

関ライフデザイン研究所 fライフデザインt診察 1996-19守7.Jl襲撃手数、 1996年。
組め>id

“Aldersoれきw.，Dynamic Maβ<etlng behavior1Homewood， Iし Irwin，R.D" 1965) 
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機会を提換すると Lた。子供は成長するに連れて、商品をどのように後窮するかを学替する。

学習過稚で子供は、親がさまざまな商品に対して好意的な意見や批判的な意見を言うのを関

L、ている。また、親と貰い物に出繕iすることで、市場が商品をどのように提供Lているかを学

びL諸費と k、う社会的行動様式を護得Lてゆく。
このようなf消費者の社会化(Consumersoclallzation)J!ム子供が長ずるにつれ市場の

機能に対処する技術や知識、鑓嬢観を加齢や活費環境の変化に応じて学習するプロセスであ

るJ消費者の社会fむを狸解するべき理由としては、(1)幼児織の経験についての知識を得る
ことによ i人成人の消費者行動の諸側通を予測することを可能に L，(2)子供が消費と関連し

た熟練性、知識、態度を護得してゆくプロセスを理解することが、マ…ケテインク¥プログラム

を開発してゆくよで重要なものとなる、という 2点が挙げられる告患永他[1989J62)0

親iま子供の浪費者ど Lての社会化iこ大きな投揺を果たし、基本的な消費紋求や諸費の合

理的な鎖掻について教急する(Moschis[I 985J)ω。親の露響は、直接的な場合と間接的な場合

がある。謹接的iこr;t、ある種のコミュニケーション・フロセスをつうじて子供の浪費に関する

学習行動に影響を与える。それ培、消費すること自体における相互作用、補強機能、そして子

供が自分自身の諸費者持動を観察する機会を与えるといったことである。親は間議会守iこも子

供の渚費者と Lての社会性の発達!こ欝響を与える。

Lかし親の童三響は状況特定的で、商品の議類や意思決定i義経の段階、それぞれの家挟携或

員自身の性格や年齢世代なピの特性に拡存している。Carlson& Grossbart [ I 988] 64 Li、
親を 4つのタイプに分け、それぞれの親がどのように子供を消費者と Lて社会化してゆくの

かを示 Lた。 Heckleret al. [1 q8qJ“段、家族の中で、子供が成人 Lた清費者と Lて行動す

るための親からの第響を「世代間移戦 (Intergenerationaltransfer))と弘、う言葉で提え、親

の諸費行動が子換に諺響を与える大きさを決定づける変散を考えた。購入商品の議類、親子

の年齢差、性差、家挟迄向性、教脊水準の絵、核家族か否かといった条件別に影響の度合い

を調査した。また親だけが浪費者の社会化に関与しているわけでもなL、。メディアや学校な

ども重要な役割を果たす。教化理論(cultivatIontheory)によれば、子供iま文先的規範や儲鵠

をメディアから学ぶとされている。地の問世代の子供の喜症も、社会化の源となる。最後lこ、

社会化の進展は子供の持代をもって克?するわけではなL、加齢による社会学的・心理学的

ライフステージとともに進fとし社会的な期持iこ応答してゆくなかで発迭し、適応し、適切

i二社会化された清費者になってゆくのである。

(3)ライフコースの視角の導入

以上は、世帯主年齢を変数iこ家義生活腐期の必熱的な展開を前提ピ Lた諸費者行動分析

であった。これら法子供の出生や教審段階、離家、世帯主の退職、記繍者の死亡といった情

報を組み合わせて設定されていたが、現実の世界ではそれぞれの段婚に教育や紙済に関する

社会的歴史的インパグトが刻印されている。現状では社会変動の控史的インパク卜を無投し

師事亀糸室長O.マクラグラントiグムラ編『喜平理事マーケテイング鈴典JI 弓文書室、 1989年。

.3 MoSChis， G.P"“The role of famlly communlcation In consumer soclalization of chlldren and adolesents，" .J.フumaJ

ofconsumerresearch II(Marめ 1985)

品Carlson，し&Grossba吋， S.，U 

Research， 15 June， 1守88.
。時5Heckl.治θfに'，s.主E巳2三.，丁erry，し.C.&F只司aπm冶eSh，A:九，
ofmη10ωd偽j沿er:成a試副t割j仇n沼gf句actoゲr"¥，A昨部C却@部51rれiCOn.ηS釦U印刀mε'erf-刃烏干ゐ'9S，θ'8rC的伐Voα1.1る，1守89雀
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た生活用期分析となってしま L¥ライフステージ毎に個別の家義生活史をまとめあ!ずて積み

よげ分析した結果をもって、時系列ょに何らかの績向性を抽出することは困難であろう。

発達心理学の分野iこ長いては、加齢による発透過経に関する新たな概念と Lて 1970年
以捧<ライフコース>の視角がをま用され始めた。 Rlley[1 979]“によれば、この訴しい視角に

は以下の4つの前識があるとしている(森岡・脅井口985J)ぺ
①発達的変化iま受胎から死てとまで生産iこ波る継続的過轄であって、どれか特定のライフステ

ージに限られるものではな主、 Lたがって一生のどの段階 Ut蛍期、中年期、老齢期など}
私その前後の段需と切り離 Lては溜解できな主、

@発達的変化は生物学的過程、心理学的過穏、および社会学的過程のセットからなり、これ

ら三つの過程がライフコースの全期間に渡って組織的に相互作用する。すなわち、人が生物

学的に成長し老化するにf恥¥社会的役棋をつぎつぎと経過し知識を蓄積し、態度や待

動の型を発遣させる。こうした社会的心理学的i毒殺がつぎは生物学的過程iこ楊きかける。

③どの人(あるいは出金コウホー刊のライフコース・バターンも社会的環境変化(あるい

は歴史)によって第響される。すなわち、人が成長し老化するあいだに越きる藤史の琉れや

出来事がその人のきた活ノfタ…ンiこ彰響する。

@ライフコースの新Lいパタ…ンが社会変動に霧響する。すなわち、鑓人のライフコースが

社会変動によって形作られるばか 1)でなしもしおなじコウホ…卜の多くの人々が社会変動

によって関とような仕方で諺響されたなら、後らの集合生活の変化がつぎに社会変動を作り

出す。したがって、ライフコースと社会変動どの認には不断の棺互依存、相互規定の関係、が

存在する。

岳、②を消費者行動論!こあて詰めて考察すると、法統的に考えられてきた加欝による消費

者持動の変化は直定的、不可遊的、漸滅的な軌鯨をたどる、とされることに改めて務考をう

ながすものである。加齢による消費者行動変化にも、一定の軌跡の多方向性や多岐性、可塑

性を審認する必要が指摘されるa

ここでさらに、高齢者の多様な浪費さk活行動を雑多な個別ヂ…タの堆積によって分析し

ようとするのではなく、金、ゆで指識された歴史の流れや出来事による摺人の生活Jfタ…ン

への~J t:p を懇話するなら、間年齢の世帯主の家裁のライフコースには共通性をみいだすこと

ができるはずである。そこでライフコースの視角を家族周期と世代性に結びつけるコウホー

ト分析の妥当性が成立する。ライフコースヒコウホートの視角を導入 Lなければ、纏別の家

挟の生活罵期の加筆平均壊を鳥撤することに終わって LまL¥家族生活の変化を社会変動に

関連づけることができないであろう。

そこでつぎに、世代の概念と清費者行動分析についてレビューを行うことにした。

~r世代jと溝費者行動分軒

(1)設伐と出生コウホートの概念

品 Rlley，M.w.，“Introductlon:Life剛courseperspectlves"， In Riley， M.w.均d.)，ペポ19from Birt力的 ζゐ'atrlAAAS

Selected Symposlum 30)， I 'fl9. 

削森岡清美・7号ヂ争奪ロ夫編著 Ii':ライフコースどt世代j 主室内出版株式会社、内部容。
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世代とは、特定の時揖に生まれた人々の集団を指す。浪費者のさ長年によって体験した歴史

的環境〈歴史的事象、それらが主主超 Lた時期、減序、その出来事を経験するのに饗した時間

の嘱)が多様であることが、異なる世代間の鑓纏観を多様化させ、同一世代内での精神講迭

と持動様式の類似を主主むと L寸前殺を漉いている。 出生した時期による世代の違いによっ

て、その消費スタイルは影響を大いに受けると推i艇できる。わが麗のように人口の琉入・流

出が{まとんどない社会では、続時的な社会的・文化的変fとが起こるのは;えのような場合であ

り (Glenn[I 977J)68、これらの世代の人口全体に占める比率の変化が、マクロ的な消費文化

を変容してゆくと考えることができる o

くD時点 iでも時点2でも当該社会の議成員である繍々人の諸特性や相友関係に変化が生じる
場合。

φコウホ…ト交替、すなわち新たに生まれた儲々人の当該社会への参入と死亡による倍々人
の流出による場合(高齢者が母集団の場合、参入が生じるのは出生ではなく加齢によってで

ある入

参入コウホ…トが死亡して流出してゆくコウホ…ト成員と異なる経度において、出量三コウ

ホートのブローは当該母集担の全体的特徴を変えることになる。もし参入コウホートと流出

コウホートとの鵠にほとんど差異がなければ、コウホー卜交替による短期的変化は小さいも

のになる。ただし、コウホート間で成員数が違うために年齢構或に変化が生ヒる場合はその

限'Jで誌なL、。コウホート交替が帯意な社会的・文化的変化をもたらすのは、両コウホート
の差異が単iこ年齢上の差異やライフサイクルの段階の差異の結果だというのではない場合

であり、参入コウホートと流出コウホートの差異が「年齢効果Jではなく fコウホー卜効果j
による場合だけである。

さらに Glennは次のように述べている。「数時点期でさkじた当該母集聞の総変fとのうちど

のくらいがコウホ…ト交替によるのかを推定することは宥益なことであろう。観察された変

化の罪、茜として次のニつの要索の相対的重要性を調べることは・・(1;:炉格)・・意味のあるこ

とであろう。(1)社会化および初期の発達経験におけるコウホ…卜問の差異、(のすべてのコ

ウホート、すべての年齢の人々に及ぶ蕗響。jこの場合の(2)はく時代効果>をさ Lていると

思われる。さらに、 fコウホート交響による変化の程壌を推定しようとする露関がない場合

でも、社会的・文化的変化に対する援要な理論的・実擦的問題を考察するのにも役立ちうる。

たとえば、時点!と時点2の間に生じた変化を若いコウホートヒ高齢コウホートピ比較する

だけでも儲銭がある。なぜなら、若いコウホ…トほど変fとが大きいと予想する理論的根拠が

あるからである。成年前期を過ぎた人は少なくともある様の鑓鵠・態度・行動の可変性が乏

しくなる傾向があるo・・(中略)・・なお、高齢になるにつれて可変牲が低下するという見

解を支持する証拠はt、くつかあるが、加齢がもたらすく礎遭'性効果(rlgldltye行ect)>の規棋

及び{どのような種類の態度が含まれるかと k寸意味での)範閥について泣確かなことはわ

かっていな弘、j

以上のことより、わが閣の人口講成においても少子化・高齢化による参入コウホート、流

出コウホー卜の交替のアンバランスが、マクロ的な議費者行動に少なからず変fとを与えると

予想できる。

•• Glenn. Ibid 
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世代を比較するに弱たれ臼本人の世代を出生コウホート斜に大まかにラベリンクーする

と、(関表8)(図表明“のようになる。これら世代集盟の人口構成における，{ランスの変化が、

rのよう iこ消費構造を変えるのかといったことは、次尊重以下の分析の議点としたk、

松弁磯滋ft総代と消費J、ESP(経済企蘭也会)No.227.1純5年
f1総代別マーケティングと広後j宣伝会繕 No.551、泌総量容。
3他篤恭一fS本塁マーケティングの若者策と特質jす叩守利ングシ.'\'-ナJ~ 、 NO.63.1事的連事。

ところで、世代の描写をみると、世代の特徴がもっとも鮮明に現れるの段、それぞれの世

代の人々が背年識にあるときであることがわかる。そこでつぎに、支配的文化の定義ピ、そ

ので註文化で世代を表す若者文fとについて考察するo

(2)支配的文総くDominantculture>の性質

一般的に f文化j とk寸言葉を定義する一つの観点として、その社会に代々伝わ IJ世代間

で共容されてきた訟統的な信仰や{遠鏡観に闘を据えると、 McCracken['986ア01まf文化は

..(図表 8){箆表守}をえiこLた各澄代の「自分史jを[AppendixA]として付録 Lた。
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(図表的杏コウホートと主な社会的事象

『唖桂日本軽葺史』エコノミスト臨時糟押J岡田年5月 118号、量日軒聞世

「世ftt:消費J~ ESP(韓請企画協会入 No.277.P.50

回醐木醐子他『チャートで且る目ヨ紅白~持年史.n PARGO出版、四四年ロ

一一26一一



ニつの方法で現象的社会を携戒する。まず、文化は個々人がある現象を見るときに通す「レン

ズjのような役割を持っているということである。それはある現象をどれくらい理解し、自分

に同化することが出来るかを決める。ニつ闘は、文化法人間行動の脅本真であリ、社会的活動

や生産活動の産標を決め、それら両方から与えられる行動や閥的を特定する投割を持つ。文

化はレンズとして、どのように世界が見えるのかを決定 L、脅等真と Lて人間の響力の成果

がその世界をどのように都づくるかを決定する。文化は意味を付与することによって世界を

構成するJどした。
態度やライフスタイルを長映して、文記試行動の統制設謹や他の文花iこたいする寛容の度

合いを織別する。また文11::的意味あいは絶えず変化してち i人その変化は文北約に意味構成

された世界から浪費財へ、その後錦々の消費者へ転移する。このような変化は、ファッション

業界やJt.告、織礼的活費の世界に見られる。

文化にiまいくつかの異なる性質があ i人それらは、規能的で、社会的iこ共宥されてち 1)、主

観的、水統的、そして動態的と L寸特徴を静せ持っているCOnkvisit& Shaw[ 1 994r')。

告文化は規範的で機能的である。規髭的意味、機能的意味においては文化は人時の相互作用

iこ、安定的な持制みを供与する。

争文化は社会的に共有されている。社会的な相互作用や創造がなければ文化ではない。人は

文化なしは生きられないであろう。文化の分析単位は大きしその講成員が共通の信念や価

鵠観を持っていることは自明である。そしてそうした講成員は、似通った消費留壌を持つ傾

向がある。

@文化は学饗される。文化iま選法的に継承されるのではなし社会化され、心理学ですうとこ

ろの文化的鴻氏、(成長期における社会への適応〉を通じて獲得される。成j長期において、社会の

文花的規純を吸収する中で、掴々人誌持を許容し、持を許容しな弘、かを学習する。

④文化iま主観的で怒窓会守である。文fと的錨儲lま、全ての文化的グループの中においても常iこ

肯定的に記述されるとは探らなt、。ある種のヘアスタイルは 10代の若者iことっては人魚が

あっても、その若者が成長してもそのヘアスタイルを宵定するとは眠らなt、。文化は恋意的

であり、コンテクスト iこ依存し、かっ多義的である。

⑤文化iま水続的である。世代が交代しても、文化は安定的で永続的である。人々は合い穫習を

残すことによって彼らの世襲財産やアイデンティティを残そうとする。ト~irschman[1 985J72 

は、WASP(WhiteAngro-Saxon Protestant)の消費Jfターンが17世紀から出世紀の英国に

灘ることを突き止めた。披らの苛むレジャー活動や娯楽のほとんどが英国やスコットランド

に起灘をみることができ、さらに彼らは、員接的に習捜づけられたつつま Lさ故に、ルーズに

身体にフ fツトする英臨の伝統的な中陣色の衣服を苛んできていた。

毛主文化は動態的で鴻応、性がある。文化は累義的であリながら柔軟性がある。新しい世代は、伝

統的な文化を掠鰐するだけでなく、自合たちの新Lい錨舗を付与する。ま丘、新 Lい事態や状

態に著しく適応して発壊してゆくと弘、う窓味で、動態的である。

70 lbid 

引 Onkvislt，S. & Shaw， J. J.， aりnsumerbeha¥lのにMacmlllanIqq4回
河 Hlrschman，C広中rlmltlveaspects of consumptlon In modem Amerlcan soclety"，必umalof Consumer 

Rθsearchl之(September1 q85) 
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j育費のパタ…ンもまた文化的部値観i二大きく影響を受ける。Hirshman[1嶋田73!ま米国人渚

費者を現代的な価値観と俗人的消費倫理を持つ個人と Lて捉えることに代えて、f米語人の

消費活動I.i、精神的表現のはけ口であるとともに、その畏族特有の世襲財患の保存iT動であ
る、と L、う見地Jを提唱した。個人的な精神性と先相代々の伝統は、様々な諸費行動iこ霧響を
与え、それら多くの浪費行動のコンテクストをもって、そのクルーフの独脅性を欝だたせる。

さらにこの見地は、原始的な社会や、近代社会の中でも罪、始的な下能文化における消費の現

実には、{まとんど類似性を乏な弘、

また、文化iま動態的であり文化の変化と消費の変化は相互に関係 Lているので、文化の時

系宍的な変化を追うことは消費者行動の変化を説明する瞭に不可欠である。文化の視点をふ

まえたマーケテイング研究は、現代生活の考古学とも表現できる。文化は意味の分前におい

て重要であり、人口構造(世代構成[筆者加筆J)、教育水準、技術革新によって変動し議味の変
化を発生させる(しevy[I 97Sr4)。

(3)世代を特徴づける下娩究{とと脊年文化くAdolescentculture> 

下位文化託、よリふさいレベルの文化と Lて明石室に同一視することができる文化のグルー

プであ 1)、ベーシックな部分での文花的価鏡は支統的文化と Lて社会全体と共有している

が、それと爵善寺に彼ら独自の習慣やライフスタイルを持っている。ある下位文化に所識して

いることは、その個人にとってクループとの一体感(groupidentification)、ネットワ…ク

(network of communIcation)、参照枠(frameof reference)心、った 3つの機能がある

(Gordon[ I Q70])75o 

心理的な一体感を持つことにより、その下位文化に識する娘人は、社会の中で似たような別

個人を見分けることができる。そのような自己認識は葬会式なコミュニケーション・ネットワ

ークを作り上げることが可能になる。下位文詑は、ある鱒人議身の轟する下位文化における

過去の経験を基礎にして、新しい環境を理解するための参瞭枠を提棋する。このような下位

文化の三つの機能誌、清費者1t動に大きなインパグトを与える。 Hirshmanand 

HolbrooばIQS2了岳は下位文化が消費者行動に与える影響として新たな解釈を提示 Lた。下位

文fとの嘉響が現れる差異として(I )商品に対する情緒的、あるいは観念的反応の差、(2)促進

され、許容される幻想や情動の税度(3r快楽消費」と Lてどのような商品が適切かという知
覚、をあげている。

個人の中で、数種類の下位文化は箆なリ合っている。一般的にマ…ケティングの分野で語

られる下位文化の区分のタIJとLて、ティーンエイジャーや或人、高齢者といったf年齢区分j

がふる。た Lかにf若者は議費文化のイノベーターであるjとよくすわれるが、年齢区分には

世代区分ども、う下注文化と護なり合っているため、屠年齢でいうf若者jの年齢区分に新しい

世代性が盛リ込まれた消費者:tT動を訴している。このような消費者行動を分析する場合に
辻、その行動が年齢霞宥の毛のなのか、世代iこ間有のものなのかを分離して考える必要があ

判断Oo(1985)

刊しevy.J.S.. Markeな湘ceBehavioiにAmacom，1978. 
?5Gordon. M 

Gli除ωendes部saryγPress， 1970) 

〆

刊 Hlrshman，E.C. & Holbrool<， M.8.“Hedonlc Consumptlon: Emerglng Consepts. Methods and Proposltlonsへ
Jαrna/ of MarkeQng 4d:Summer 1982) 
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る。なぜなら、年齢回有の消費行動であるならば、加齢によってその消費者の行動は社会的iこ

変化するが、世代性によるものであるならば、その行動はその清費者世《集践に剥リ込まれ

た、普通的なものとなるからである。

これまでは悲~:'fを年齢集団と L て捉え、その消費ft動などに摸する務究が多くなされてき

たが、ほんの数年前になされた謁査を免ても、現時点での若者の渚費行動どはまったくかけ

離れている印象を持つ。ある歴史上の一時点で独特な青年期をすごす若者たちは、自分たち

独畠の桔草作用iこ基づいた待問社会(adolescentsociety)を作リ、間有の価イ漉観と消費の

行動様式を持 1)よIf、経済的分業、技術的専門化、教育期間の延長が進む農業社会における

く青年文化(adolescentculture) >と弘、う下位文化を形作る。青年文化はすぐれて社会w遼史

的に限定された概念なのであり(Coleman[1961 J77、高田口994J78)、このことが彼ら自身の

中に世代性を刻印すると考えられる。 LかLあくまでも青年文化は支配的文化の下依文化で

あり、若者たちは経済的には大人社会=遺業社会に怯悲しており t、づれそこに参入してゆく

ため、依毒性や過渡性も併せ持っていると考えられ、このことが若者文化を支配文化とは会

〈独立したものとしてではなく、消費社会の支底的文化との鍾値観の共存を可能にしている

と思われる。これは加齢にともなう社会的賞栓の付加を意味しておリ、年齢効果が世代に作

用したと捉えることができょう。

(4)世代に露する文化的髄織を興費するための方法の検討

一般的な文化的姉備の変化を同定するためにはいくつかの方法がある。

まず第一に、「文化価値目録の作成Jがあげられる。例えば、 Kahle.Beatty and 

Homer[ I 986J?守はどのような価犠観が窓く支持されているのかを謁べるためのツールとし

てしOV(Listof Value)を開発した。 LOVは〈じ自己実現、金斜激、{③達成惑、三島自尊心、 φ~華

麗意識、 @i也者からの額議、ぐち安全、参娯楽、さ号他者との交友などの9つの儲{産自録測定義

準を使用している。実襟iこは民間の調査期需による叢的 e時系列な価{直観変化の調査ヂ…タ

を罵L¥蛍程とからめて識字してゆく必要がある。

2番喜{ま f市場細分化jである。今日の市場細分化に関する分析は、 VAしS(Valuesand 

しIfe幽StyleτYPOIOgy)8081や、欣良版のVALSt2の影響を大いに受けている。これは人口統計

学的特徴と、心理・社会的なライフステ…ジに従って消費者をいくつかの基本的なライフス

17 Coleman. J.S.. The Adolescent Soclety: The Soclal Llfe of the τeenager and Its Impact of Educatlon. New York: 
TheFrE潟 Press.19る1.

閣議回目召~ rサブカルチュアとネットワ…中ングj、主主勾興会・矢薄修次郎縁寺普 f安誌とそダニティの社会学』 東京大
!!f:::!:級社、 19守4j手。

守容
Kahle.L.R..Beatty. S. and Homer. P..“Alternatlve Measurement Approaches to Consumer Values: The Llst of 
Values (LOV) and Values and Llfe Style (VALSにらJournalof ConsymθIf"Resθ'arch， 13 Oec. 1986 

袋詰Mltchell.A.. The Nlne A刀有ヲf治的LJ.冷')5が~5.Macrnlllan， I 983， 
"V札 Si1)研究成果は、 1970Jf1えの後半からBOJf代を中心に発表された。それは、戦後の潟、、t句集担容の時期に生まれたベピ
ブーマーの市場への参入影響を知ろうとするものであった。米国のベビーブームt世代は人口の三分のーを占めてお
札その買意識や行動は時代の潮流を左おするほどのパワーを持っと言われた。ベピ…ブーム俊代の中でとくに注沼を集

めたのがYupple(ヤッピー)と託子ばれるー鮮であった。これは高学歴渇収入で都会iご後t.;造まきょEリ…ト(Youngυrban

Proffesslonals)を称Lた。また、70sf代から 80sf代にかけては女性の社会進出が進み、女憾の後利の拡大、伝統金?な後

の役割意識の変化などの現象が顕著となった。VAしSプログラムの背景には、こう Lたダそグラフ-1.'/クな委8の変動
ムそれによる社会意識の変化や行働の変化委指議することができる{武井、ゐidp.235)

"SF司Ilnternatlonal.“ValuesandしIfestylesProgram"， t::，加 cr/pti・'veMate!滋15ft.コIf"theVALS2Sθ伊?部品安tionS.月 tem.
Metro Park， I守$守.

-29-



タイルに区分している。これらの区分ははもともと若年・中年壌を焦点にあてたものであ

る。若年・中年市場においては、年齢、性別、収入、教育程度といった人口統計学的特殺と、

心班・社会的なライフステージとの相関が強いと考えられ、ライフスタイル分析は宥効であ

ろう。しかし、 加齢するに従って、その人の人口統計学的特徴と、心溜・社会的なライフ

ステ…ジヒの相撲は簿まってゆく (Wolfe[1 990J)事30

Gollub [1989]は、 VALSの主たる欠点は消費者の成長期の時代的態響を金〈考患 Lてい

ない点にあるとした。高齢者のライフスタイルと価値については LAVOAωfe-Styfeand 

Value of Older Adult)ピL、う細分fヒモデルがあり、 6つのサイコグラフィック泌を明らかに

している。その分類においては、それぞれの集団のメンバ…たちは彼らの子供に時代から青

年期までの時代状況や出来事から何らかの欝響を受けたものと想定されている850 LAVOA 

の脊効な面は、えいだした結果を 4つのパ…ソナリティスケール(“自立欄椋寄¥“タト向的ー

内命的"、“自日本f主的地奥日抑制的¥“変化に柔軟鴨変化に抵抗鯵}に従って配列 L産したこ

とにある。しかしこの予ヂルも、「伎なの選択JピL寸製品特定的な分割モデルであり、また、
なぜある種の心理的嬰鴎と注暑の選択を関連づけられるのかが、説明されていなk、。このほ

かにも、高齢者諸費者の細分化については(程表 10)のような方法が考えられてきたが、

ほとんどの研究が高齢者を年齢や、パーソナリティなどのサイコグラフィック嬰医で縮分化

している。ライフスタイル分析は消費者行動を捕事しその-00を明らかにするが世代性を考
議しておらず、諸費行動の動態的変化を追う場合には限界がある。

3番諒は③「フ f…ルド調査と毅察Jであるo これは文化人類学の領域でエスノグラフィ
-“として知られているように、一定期損その下位文化の集団の中に身を沈めてあるがまま

の状態を観察いある種の文化的コンテグストの中での高品の役割を調べるものである。

管論的分析fi、その下位文化の0/で共有されている様々な記号的商品の役割を共惑的に理解

するための代表的な方法である。 Mick[1 986J8'1 fi，記号分析の3つのコンポーネントを f記

号→物体吋解釈→記号→物体→解釈→・…"JとL、うまわる輪で図示した。おなじ物体や記号
でも、文化や時代が異なれば解釈も異なると L、う意味で紀号議数分析は重要な分析ツールで

ある。このような象徴的意味も、世弐の交代、社会的錨鐘の変容の中でともに変容Lてゆく。

最設に定性的な方法論として@rコンテンツ分析jがある。ある時代のある種的下位文

化の中でぶく受け入れられた印刷物やマスコミで反複されているテーマを開定する。伊'IJえ

.. Wolfe， B.D.. Servlng The Ageless Market: Strate.鋭部forSelling to the Fifity-Plus Market， MacGraw-HiII. 1守守0.(三日滋
文夫・吉田後零霊長訳『エイジレスマーケッ 1，~ 中央法線、 19961.手。
融合アテイナーズ…最も若く、自立心が重量しわがまま。縫S霊的で55歳以よ人口の中で最も収入が多〈、裕福で学歴も
選Eし 7'1'7 ・ 'l-J.・に;大いで変化に対 L て寛容。 55 歳以よ人口の守%、 tþ ，~if餅 60 歳。②アダプターズ…密らの露1:;11.を承

知Lており、それに応じたやり方を求めている。アダプタ…ズの多<iま独身?婆求が多〈、変化を受け入れ、あい教養
がある。乎均ではニ4春闘iこ収入が多、、。 55歳以よ人むの 11%、中，..:;j子総 74縁。@エタスプロア…ズ…厳絡な怨人主
義者で3普段的。子供からの援助i正義秀弘中程度の収入。双住所に 20if以よ住居。 55歳以よ人口の22%、中心年寄きる5
歳。④マーグーズ…内向的、話終的で綴鎖的。世の中のことに線〈、保守的。変化を嫌、、、中の下の絞入。 55成以ふ
人口の26%、中心ま手書争63歳。@プラグマディスツ…ある程度数交的で中庸。新理揮であるが変化を受け入れ、要求(;1:適
度。 70員長〈ら、、かそれiよくよ?波偶者を亡〈したか独身。中からでの収入で一人{主ま、、。 55員歳以よ人口の21%、中心年
齢7る歳。③プリザーパ…;更変化を恐れ、宅文診されやすい人材。 4分の3以よ(;1:70歳以上でだいたいは配偶者を亡〈
しているか独身。収入l削除し 55歳以よ人口の 11%、中心年齢78歳。

話 Gollub.J"“Six快足丑ysto age". Ama成フan[治mogra，ρ'hlo..宮;June 1989. 
86 エスノグラフィーを汚いた接近方法iま、(J)研究者による良然界をタ Uーズア "J プした毒事総な観察の~$義、 (2)~ 、かなるま援
論モデルiこも先験的に熊与Lない試み、という 2粂{辛苦満たそうとするものである(Yln[l994]).
制Mlck，D.G.，"Consumer Research and Semiotlcs: Exploring the Morphology of Slgns. Symbols， and Significance，" 
もkコUげ羽lofζ"ionsumer月'eseaパプ1，13Sep.19飴.
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研究者名 高揮際童手 高齢者務量置に 区分方法 I!!:分':t

震分語れる匁11 {区分散}

Neuga内側 1975/1982 浪機事長 畿量匝 Your場-()Id

家畿のサポート (2) αゅαd
Fela 1977 65φ サイコグラフィツク 伝統u議 53% 

(3) 外史家畿老 23%

擁立主お唱f 23% 

8a問。's 1哲80 50+ 社合後湾総費量 活動的2陣織唱f40'曜
(6) 活動的混細院議 15% 

議鍋 20% 貧闘'" 17% 

調煙草書111% その他 告書E
員U出調書H 1980 65ゃ 年量産 (3) 容器網.75・75-85・85+

AIlan 19B1 55ゅ 年量産 (3) 55-64・65・.71・72，ト

τimmermann 宍認s 55+ 年量産終) 5ら64・65-74.75蜘84・85φ

録。r傘n&Belcher 55+ ライフスタイル

吸う予Jv (2) 
Fox， Ro富市e& 1984 55 量容量脅 55-64議織唱E・65φ 滋瀦者

干eigenbaum 灘験衛官署 (4) 55-64鳴餓唱E・65+事r8者
SI曹nn鮒& 1984 55 年齢 mature舞子 5与-64

笥lihman 性別 間舵摺害女子 55-64 

(6) Y制栂10Id男子 65・.74

Y偶蹄gtOld女子高5蜘.74

α品。磁努子 74ゃ

α品。“女子 74φ

荻縦割朋d 19器4 50 童手. 50-64 泌総事事滋
(3) 65岨74 滋総司量紛鍛'"

75+鰻殿場

~i雷除&納鮒 1985 容器ψ 収入 (2) 3陣織珊 33%・その勉容器%
French&Fox 1985 器5φ 選駿への繊五1;(5) 

L翁zer 1985 55+ 年齢 55-64αder 

(4) 65・74主総町b'

75悔84内野d

85+V.軒YQ総

L回 1罪kin 1985 

仙 FE} 保健.v・悠終調~.

利e.鈴f書士発的β霊童書鈴

Lun務総n， 1985 60 6か64・65・74・75，ト

Gre側 ber事& 貨物行動

601偽IlJcker (3) 

V阻:vabha四thy晶 1985 65+ 量車齢 (3) 吾5-74除 75-84・85φ

R.ink 
Dych抑制& 1987 健康線量患者ー鎗鍬老人

Zitter 
。7+ h1・サM・イ仰ヨ@グ稀tラms7oa医4《針 緩い線型R・2量主唱採集

Goldrin習& 1987 50+ 1 'II"-{:I'" 77 -1 'Jf? 

む制濡p~Ilì'.It-jC

研究者名 襲警災童手 高齢者市婦に I!!:分方法 器E分s
区分されるま~II (I!!:分散}

取町ner進s& 1事87 55φ 年齢 55-64 0陥er-65-74ξ阪er1y

SeniorO註zenfs (4) 75場4Aged・85+Veryαd

Marke'回MGro叩

治時間附n 1987 65 年働 65-74 Yo叫19/αd

(3) 75-840経/0剥

85，トC総部tlOId

容ay.D卸謡音 1卦器7/1語ae 65+ サイコグラフィvク

ひσ時 &F掃nch 1(4) 

lu相手総n& 19871198S 65φ f梅線灘 .'小織の線級 42% 

Fes主el'¥lal泌 ( 3) ゆ織の情報 36%

鍛大涯の情司直 ZZ% 

Int鯵ma話僻噛! 1988 45+ 年齢 45-69 

内bli位制明暗 (2) 7岱+

τong陪n 1988 監主配:な年し量産.~割 型事婚相陣t闘 動労'"

(2) 港..  

政抑制Iey 1989 50+ 意事. 結績調歯車軍 事5-64

(3) 安定働君臨 告ら74

+ 

Dychtw制& 19皐事 50+ 年. 中期 5か64

Flower (3) 復刻 65・79

老年畠0+

$悶yA命er語sing 1989 50<ト 抱腹 号車費冨敬志向 35% 

サイコグラフィッヲ シンプルライフ~肉 32%

練校緩事事務車両 33% 

知 ce.T向& 1989 60+ ライフステイル Zきとf襲緩窓際 25% 

loon燃 (6) 内衝窓鎌 19% 

書量動的感膳志向 20" 

務省銀賞色寝安定者

一人Jlt.C志向 13% 

議集志向 10% 

M蝿chis 1988 55+ 時線開ntog悶phic 穫量E唱I(犠織} 38% 
(4) 往来週I!(;平織.) 34" 

総緩唱富{等鍾.) 15% 

社交副院{鍵.) 13% 

Go能Jb 1989 55φ ライフスタイル アディナーズ・アダプタ叩ズ

僑舗尊重(l.A¥IOA) エu7，プロ7ーズ・マ田?叩;;(
(6) プラグマティ7，';1・ブザt1-パ叩ズ

加栂，F人吋'dentiMnama釦舟割問蜘nr:• The joumal of consumer ma胸 ting，晴元1.800.4， Falll狩 1.1こ加盟匝



1I、Belk[I 987J88は子供たちが読んでいるコミック・ブック iこ物質的価値がどのように描写
されているかを調べ、それらの価値観に対して子挟が常定的な社会的彰響を受けていると結

論づけている。

消費者行動の定資的合析において世代性に帯意な差がえられた場合には、その差が何iこ

終盤するのか、世代性を確実iこ雑定するため定性的な方向から箱互補完的な犠写が必要であ

ると結論づけられる。

@r時代jと議費者行動分桁

(1)i!盟約な時系列データ分析

消費者行動における時代効果の影響とは、分析対象となる時点における社会環境の第響で

あり、特定の世代や年齢噂にかかわらず、議費者全体がある方向に向かつて変化してゆく萎

響を摘している。たとえば、高変経済成長期やバブル経済期といったような時勢が、その時

代を生きるすべての人に年齢や世代を問わず社会全体が閉じ方向へ変化してゆくといった

ことである。こうした f時代Jを分析しそこから将来的な消費の動向を予測することは、
多くの企業のマーケティングの現場で狩われてきた。それは主に過去の(売上なと"の)デー

タの計紫的な分析を通じて、因果関係を発足 Lてゆくことであった。

過去の売上の時系列データは、 トレンド'(trend)、サイクル(cycle)、季都議(season)、不

lJ{IJ事象(erraticevent)の4つの嬰素iこ分けられるぺ トレンドは、人口や技術的変化からく

る長期的なデ…タの変動であリ、サイタルは、一殻的な騒諸活動や競争行為の変動からくる

中期的な波の動きである。季節性{i、年間を通じての一貫 Lた変動である。天{棟、体g、講

習環等と関連Lており、鍾期的な変動である。不測事象は、地震や一時的境行など、予澱不

可能な変動である。過去からのヂ…タをこれらヰつの要素を分解Lた後、再び統計的に合成

して将来予測が行われる。しかしこのような時系列的な分析では、過去攻び将来の予澱デ

ータは時鰐の関数と Lて扱われ、現実の建婆婆困を考患にいれていなk、。現実の市場では、

錨格や所得、ま告などのさまざまな襲悶が考患されなければならなk、。このような問題を克

援し説明カを高めるとめに、数種の需嬰要国の相対的影響度を分析する重田婚分教が広〈掠

用されてきている。

政府の黙政と民間企業の投資の他に弘法費者の題葉、意向が重要であることを最初にホ

したのは Katona[I 960， 1964J初であリ(井関勺、経済心理学的兎解に基づき、景気動向の問題

を論ずる場合J豊かさの純度'12Jやf浪費者の力'I3Jの増大、「法費者心班の叢要述特jを指摘 L
ている。

"Belk，R胤，"Materlal Values In the Comlcs"， Joumaf of Consumer Aθ'search，I4 June， I Q87. 
•• Kotler. /bid 
事告}くatone，G.The Mass Consumρか加soc企，fy， McGraw十;111，げる4，(社会行動研究所訳『大衆j高齢土会2 ダイヤ{-/~. :i土、
i守給与。}

91/bld 

純一媛りのよ流階層だIr{"はなし非常iこ多〈の家庭誌を竣在でr;t自由選択的草奪実力を持ち、消費糞きを絶えず買い換えたり
量Eを増やLたり Lている事実をさす。
鈴今日の社会て>rま必要ZJZの購入のために必要な限度を越えた所得(ずなわち自ゐ重量渡所得)をもっ消費者の大集団があ i人
後らの緩済的知識が増大するにつれて、経済の動き 1:積極的な彦響を与えるようになった。緩済の燭織的変動、インフレ

ーシ語ン、デフレーシ zン、経済の成長率が浴費者の動向に依存するようになった、とえ、う者fl:ji定。
94 4ト慢の緩済においては、淡愛媛喜きがもはや貨幣(f)関数ではな〈なって、消費者の動機、幾度、期待などを反映する緩買意

欲によって大き〈定方されるようになった、ごいう事実。
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(2)消費者選持寝鵠

j育費者選好理論 iこはr~良界効用理論 (Marshan[1 890J95) Jピf無差別選択竣論
(Hlcks[ 1 939J96) Jがあげられる。これらの親論の基本は効用"の雄大化原理に基づいている。

渚費者が予算制約線を持ち、その下で合理的選択を行うとき、姉格と所得の変化が支出窓分

に及ぼす効果を定式化している。

「綬界効用理論jでは限界効用を基本的な概念とした基数的効用を{設定しJ限界効用逓誠
の法翼IJ'l8Jr~ま界効用均等の法制約j のニつの効用法制によって議費者行動を分析する接近方

法である。 Lかし、各射の効用の大きさをき基数的尺度によって測定することが現実に辻不可

能である。これに対u無義別選択理論Jは序数的効用を問題にしている。すなわち、各財の護
持景のそれぞれの組み合わせ(選好根度の強弱関様)から得られる効用の大きさの婿依だけが

問題となる。各財の価持、支出可能な所得が所与と主、う条件の下で、消費者の効用を最大化す

るような射の組み合わせの選択を行うことにより、経溝上合理的な選択行動がとられるとす

る考えである。これら時理論とも効用法景Ijを基本的持組みと Lて浪費者の選択行動を説明 L

ょうとしてL、る。

家計渚費行動との関連で営えば、辻村[1968J'oOは、エ次形式選持関数によって家計調査の

横断面データと特長列データの両者を統一的lこ説明するためには、家計の世帯人員を考患し

さらに所持瑠』露関および時系列的なシフト婆陸を、明示的に理論に組み込まねばならないこ

とを主主 Lた。シフト嬰菌を過去の購入賞の累積鐘と Lて定式化し、習慣形成と保有盤講撃101

の相対的な擾位性をテストしたが、菜種イ躍の保数の符号から、限界効用梯離の切片はよ方に

シフトすることが確認され102、相対的に溜捜形成の方が積位であることを見いだした。

こう Lた理論iこ対する批判は、特殊な変数の選び方をしているために、現実の経験的な鴻

費者行動を分析し予i射するカが額融されているというところにあるlot検誌可能な理論の
実現11，む Lろ主iこ消費関数理論によって検討されてきた。

(3)革新の普及理論と時代・世代・年齢

•• Marshall.A.'prinCiples of Economics. (1890)( W経済学原緩3 水沢越線訳、主岩波ブックセンター 1985~) 
帖トilcks，R.J.， Value and Capltal，( I 939)( W安置舗と資本ー経済媛鎗の若手の基本線療に関する研究-.~ 安弁琢磨他客足 先誌
波文庫 1965~) 

判;耳紫者が特定の燃の5量得蛍から得る「満足j ない U~主観的事幸錨j
制消費若宮が特定の財の獲得叢を1話加させるに連れてその燃の限界効用の増加率が次第iこ小さくなること。

判浪費者が緩火原理に基づ、いて行動するFIi1人各財の鰍界効用が均等するように自己の所得を配分すべきであるという考
it。

'00 辻村i.1:.太郎 /1')商費;f行動の沼紛J 有受話語、 i 守 64~。
出辻村は過去の燦入賞の紫積儀を緩慢ポテンシャ 1)..と名付けた。

102 辻村のアブローチを湾系列分析のコンテクスト"'C'2財のケース iこ限り察約すると、ニ次jf.主主主選告予測数li

u=a，(t)q，+az(t)qa(a"q，'+&qz'I/2 (q"o' rH舞入登、 υri効策指機}
従って各民主の限界効用li aU/δ正事官a(t)+a.q (1=1.2) どな 1)、
切片 a(t)li a(t)=a..十bm(t)十oH(t) m{t)ri t織のt皆殺人民数、H(t)Jま習俊ポテンシャルて>H(J)=O. H(t)=芝Q(r)と定式

化され、aQ、b.c.ailまi裳好I{ラメータである。限界効用の切片lit皆様人質の変動で重吉弘穆f貰ポテンシャルの変化によって
も動くことになる。

'03井関 Ibld
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j高費行動の時代的変容について考えるときに、革新の普及理論iこも少 Lふれておく必要が

あろう。普及議論の持つ開題泣、世代及び時代を超えた靖費行動変化を考える場合lこ、 t、くつ

かの示唆を与えてくれる。

新製品とは、講義的購買者が新しいものとして認めるような製品、サービス、アイデアであ

り、採用過程とはf製品のイノベーションをはじめて耳にしたときから、最終的にそれを掠期

するまでに通過する錨人の心理的なプロセスjである10¥r謙用jとは、橋人がある蝦品をいつ
も捜うようになることである。諸費者は新製品の採用通程において、「認知j、f関心J、f評

価J、「試用j、「採謂Jの5つの段揮を経る。新製品を試用 Lてみる様向には儲人差があり、

こうした個人去をは採用者IK分10誌によって分類することができる。そこでは対人第響が重要な
役割を果たしている。認知的革新行動においては、社会的な情報(ロ綴伝達機報なりが営利的

な情報よりも母親価憶が高いとされている。社会的情報源からの情報はその消費者の属する

準拠集団の規範をその消費者に伝える。このことは世代を準拠集聞とする諸費者群を考える

持、早期諌用者が後期様用者に対 Lてオピニオン・リーダーとして行動するならrf、市場に影

響力のある世代が早期採用者となった場合iこ議要である。また掠用速度と関併、する革新の製

品特性としては、 r<革新の)相対的優位性j、f適合性j、「複雑性J、f可分性j、「伝達可能
性jがかかわっている。

このような過去の普及理論の特徴は、「個々の革新者の性捧jもしれま「製品の革新の程

度jに関連した、早期採用の前提を強調してきた。こう Lた研究は護接的な諺響を合析してき

たが、清費者革新の普及を十分に説明できるものではなかった。Mahajanを Mullarand 

Bass[1990]106はこれまでの普及モデルを評価 Lている(図表 I1)0 

経験的研究で辻、こう Lた普及モデルiこどのようにマーケテインタ・ミックス変数をを組み

入れるのかと k寸疑問に対 Lて、明繍なガイドラインを与えていな弘、例えば、流通経路の長

さや容さの問題についてである。革新者の銘犠患誠はi~\ 、とされているので、革新者だけで

j車道システムを設計することは不可能であるJ誰奨Jを実行するための費用は非常に高いの
で、確実に競争体系の中での中間経路に悪露響を与える。このような捧系の中iこ、f革新者Jの

ように人数も少なく銘柄惑誠も抵ぃ消費者を投入することを正当化する事は離ししとくに

費用のかかる琉i車線路では後々マス・マーケットに発壊させるのが難し丸、。大きな流通経路は

製品の主き残りのために不可欠である。最近では、新 Lぃパソコン用ゲームソフトがコンピ

ニエンス・ストアで購入できるなと二普及経路が多模化するにつれ、革新者を襲品カテブリ

だけでなく、流通のタイプと関連づけることが重要になってくるであろう。つま仇ある製品

が普友 Lてゆく過程で、その時空間の背景にある社会的な構造変化の藤響を問時lこ考感しな

ければならないということである。

時系列的な商品の普及を長期間iこ護って観察する場合に誌、とくに fある製品の流通経路
の時代的変化jや「革新者とな IJうる韓貿を持つ人の総合jなども考悲してゆく必要があろ

..毛Kolter，p， & Armstrong， G" Pronciples of marketing， forth ed，( I 989)( Irマ…ケテ fング原支援J 和盟主充夫背持者量一訳、
タイヤモンド社 1995年}

凶器新製品やサービス惑を発売された g から~期間ごとに矯JH た採用者数はf採用鈎綴j でぶされる。この益金銭 1;1:統計的な
.iE幾分布の形状をとる。Rogers[19iる2JIま普及過程の観察を通基礎に採用者集防を採用鈎線の採用曲線内で"ーセント分

類 L定期づけているJ革新者→会主主F何者のうちの最初の 2，5%JJ初期採用者吋会採用者のうちの;えの 13，5%JJ初期i遺
書患者吋会採用者のうちのその;えの 34%JJ後期退罪事者→会主筆F言者のうちのその次の 34%J、f遅滞者→会採用者のうちの
厳後の 16%んこれら採用者集団lま、社会館緩や年齢、教育緩度、態Eまその他の変童文によって異なる4守主主を持っているピミ主
張する。

•• Mahajan， V" Muller， E， and 8ass， M.Fり“Newproduct dlffuslon models in Marketing: A revlew and directions for 
research"，必umalof Mark，剖昨?g5話(Jan地 ryJ.1990. 
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(図表 11)

ー

lω
切
ー
ー

年代

研究領媛 1 960年代 1 970年代 1 980年代

ベーシックな普及モデル 模倣者と革新者間関係における浸透 採用者の解束

効果の定式化 革新者/績倣者の普及

個人レベルでの採用意思決定から発展させた普及モデル

パラメータ推定 データが入手可能な喝合の推定: データが入手不可能な渇合:

通常、撮小二乗法による推定 代数的推定手続き

製品/市場属性ペースの重量推的推定手続き

データが入手可能な渇合:

恒常的パラメータ推定手続き

(.尤推定法、非線形撮小二乗法)

非恒常的パラメータ推定手続き

(ベイズ型推定法、フィードパック・フィルター)

柔軟的普及モデル
d 

普及モデル・パラメータの時系列上の体系的(もしくは偶然的)差異

柔軟的普及パターンの採用者幽線のピークの大きさとタイミング

精織化と拡強 動勉的普及モデル: 多世代モデル:

時系列上の市渇浸透変化 製品世代別革新の採用とそのタイミング

多量革新普及モデル: 多段階普及モデル:

革新の普及に彫響を与える他の革新群 革新決定プロセスにおける否定的口述官話の効果

空間/時間普及モデル: マーケティング・ミックス変数を伴う普及モデル:

空間的・時間的に同時に起こる革新の普及 普及パターンにおける新組晶導入の価絡効果(経験曲線とのリンク)、

多段階普及モデル: 広告、個別販売、流通、タイミング

採用者による革新決定段階の通過 製品/市渇属性ベースの普及モデル:

普及パターンにおける社会的システムの特徴と毘知された製品の属性

統制された普及モデル:

普及パターンにおける供給制限の効果

多量採用普及モデル:

普及パターンにおける繰り返し販売と代笹販売の効果

銀争的普及モデル:

|普及パターンにおける価格、広告、多プランド続争の効果

普及モデルの使用 予測 予測: 予測:

普及モデルを予測に使うことについての問題 普及モデルを予測に使うことについての問題

毘述:

国際的な革新の普及、普及パターンにおけるE製品/市増属性の効果、
革新の普及と経酸幽線現象・多数のブランドの拡散のような

市増構成要因との関係、についての仮鋭の検笹

規準:
組占・寡占市場における最適価格、広告、タイミング駿略の派生

Mah司jan，V.，Muller，E.，Bass， M.F.， "New Product Dif仇JsionModels in Marketing: A Review and Directions for Research，"Joumal of Marketing 54(January 1990) 



う。そのためには、時代的変化だけでなく、同時に年齢・世代の影響をも考議に入れなけれ

ばならなk、ある年齢・世代間で鶏糞行動方法{癌舗選択、プランド藩択)、構報課索方法

などに差があれば、マクロレベルでの普段の形態が変わってくるo高齢護費者!ま変化iこ拡抗

惑を持つ107ことが報告されている(Gilly& Zeithaml[1985]) 108Q また革新的な製品辻価格が

高いため、こうした製品が購入できるのは、平均よりも収入や教育水準や社会的地位が講

し情報線索者であることが指識できる。

第三舘小結

高齢北社会における法費者行動分析は、その一面をとらえて伝統的な諸費者行動理論や

経議学の領域へ還えすることが思議であることが鳴らかにされた。器統的な消費者行動車論

や経液学的清費者行動識は、下位レベルにおける部分的な性格の分析であ札それぞれ眼界

を持っている。この点において、捧系的な理論機築への可能性をさぐることには意義がある

ことを改めて強調 Lた弘、額人や家計の諸費行動は、現実の世界においてま活体系のなかに

織り込まれており、様々な要因が相互に作用し合っている。経詩的要菌のみならず非経済的

要因を類別し概念化し、経済的要因との相互関係を確定して弘、かねばならな弘、これまで

法費者行動の要国を捉え醸し、徳の構報とともに用いることによってより一層合理的な解釈

が可能となると考えた。

これから分析を進めるにあたって、井関109の「生活体系モデルjを手がかリに、分析持緩みを

講築した¥¥，井関のk、う、埼費者行動へのf生活体系アフロ…チjとは、浪費単哉の示す行動結

果む議費支出ノfタ…ン}辻生活体系諸要割によって、十分に説明されうると kサ主張iこ立斡 L

ている。こうした枠組みのでに、以下の才舟で作業を進めてゆきと kL 

まず第一に、浪費者需要の変化を説明するために、家計支出のクロスセクショナルヂータ

を再分析することである。ここでは家計課衰年報のデータをやj現L、ベイズ製コウホート分

析を行う。コウホート分析法は被数の機査結果を者機的iこ結びつけ、消費者の年齢・世代・

調査対象時の時代といった要茜が消費行動iこ及ぼす影響を支出金額や購実数農の両掛から

の分析することが可能となる。コウホート分析の特徴は、エつ以上めコウホー卜について 2

附王子JtX.7Jfに行われた f流通ど消費に照する泊費意識調査{通産政策そニタ…)Jでは、年寄寺別にプライベート・ブラ
ンドの購入意向潟査がなされているが、これによる ζ、 r~f常によく縛入 L ている j と答えたものが、 20 代で11 ヴ.7%

であったのに対して、年齢がよがるほどその織はさがってゆき、 60代以よでは 2%になゥている。務員書入耳華街と Lてf近

所マ売っていない (33.3%)J r一流メーカーの方が依頼ができる (20β%)Jの語話会が他の年齢緩よりもあく、一流
銘柄への忠誠がおし近隣で買い物をすませる高齢者の奈が見える。

この場合のお齢者ヒt;1年齢60歳以ょの人で世代で言えば 1940j手総後の演の出生lこなり、 1940Jf以前の出生コウ*…

トをもっ 60歳以よ嘉義金者i立、後及理論でいうところの〈夢豪持者>1こなりにくいと楼主的できる。一方、 fディベロツノf
一実絡調査'07J によるど、 「シ盟ツピングセンターディベU ツノfーの民事業立総jについて「どちらかといえば郊外iこ近
、、Jr郊外に近、、Jを合わぜた続発語意向割合IHこれまでJ23.6%であったものが「今後J1ま31.1%に増えており、 r(今
後底審議書道関する立地への}もなアクセス手段間Jとしては自霊会員辞がワ6.1%を占めているe こう Lた郊外へ8動車で賞、、
物に出かけるといった行動が一般化・習慣11:し広がれば、普及の形態iこ待ft.>>IJ• t皆代別・年齢Z誌の彩響が作用するこど
は緩実であろう。

，.. Gllly， M.c. and Zelthaml， V.A，“The Elderly Consumer and Adoptlon of T echnologle.ダ，も/oumalof Consumer 
R酎 θa.rchl之加c.1985.
1091るid
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時点以上のデ…タを用いて集団の経略的変化を分析することにある。 Glenn[1 9nJ 110は{嬰
表 iおのような壊準コウホ…ト表を主主した。

{悶表 12)捜準コウホート表 Glenn[1977](邦訳 p.l00

①(i)  Q) (i) 

I事総唱l'鈍畠平 1普雪量平 時総事

① 20町 2奮泳 係三:::::r::::?:ト間前

③ ~O均銭高邑 :J7、:(i) 30-草書.:t

¥ヤミ¥、
@ 草書~軍事.:t

@ω-69a 

、J¥、
i:: 2 3 4 {?芸品主詰

{壁画諸島義的)

「向ーコウホートの続時比較jは世代に与えるその時々の時代の第響(時代効果)と加齢iこ

よる変化{加齢効果)のニつが作用 Lている。「同一年齢辱の時点間比較JIこli、時代鈴果
と常代の違いによる第響(世代効果)が、「間一時点での年齢間比較JIこは、加齢効果ピコ
ウホ…ト効果が作現 Lている。コウホ…卜分析の閥的は、これら 3効果を別々に務締するこ

とにある。従来、識別問題が存盛 L、3効果を分離することは探理的に不可能であると指議

されてきた CMasonetal.[1973J 111)。これに対 Lて中村 [1982，I 986， I 989Jは3効果のノf

ラメータの漸進的変化の条件という識やかな付加条件を取り込み、 A日IC(赤地のベイズ製

情報最基準}に基づ、いてそデル選択を狩う方法によってコウホート分析における織別問題を

克服し諌々な分野の継続データに適用を広げている。

第ニに、背景となる経済的嬰罰や生活環境要器を抽出し、純金fとすることである。時代を

支配する考え方や世代性、高業施設などの消費者行動の空間的変化に影響を与えたと思われ

る事象の変化を時系列的に追k¥消費者の年齢や世代的区切りごとに与える共時的な体験と

Lて捉えるため、要習を抽出する。タイナミックで、プロセス的な解釈学的アプロ…チをとっ

てゆく o

". Glenn， N.D.， Cohort Analysls. SAGE Publications.1 m. (藤間英兵奴 fコウホー卜分析法J 粉倉書庖、 1984j手。}
け

IMason. W.M..Winsborough. H.H. and Poole. W.Iく.，“SomemethodoJogical issues in cohort analysls of archival 

data". ArnerずαタJSoclolog，応沼IRev.肋1138.I守73.
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第三iこ、世帯のライフサイクルや世帯主の年齢、世代、時代など分析対象の持つ因果的な連

鎖を鋭瞬することである。世帯人員や有業世帯人員なピの変化をとらえ、解釈してゆく。行動

の思果関係、を明確にすることを閥的とする。

以上の三三段擦で諸部分の要因分析を行L¥ それら諸婆閣が全体の中で一定の機能を持

ち、相反に関連作用し合う体系を考察する。

最後に、年齢、世代、時代の三とつの効果i二おいて、それぞれが消費支出に変化をもたらすドラ

イパーとなっている要因は何なのかを考察する。一般的に加齢によっていつの時代にも生起

する変化や、世代の持つ社会的習慣が与える膨響が将来的な議費構造をどのように変えるの

か、ある程変予測可能になると考えられる。
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筆家霊堂 ベイズ認コウホート分析法費用いた実証分析

第 1節はじめに

本宝撃では、時系列に沿った生活体系の中で、時代キ齢世代聞を転移する清費者行動のマク

ロ的変容をどのように説明すればよいのか、といった問題について、消費者自身の出生コウ

ホ…ト、消費者が加齢してゆく過程、その背景となる時代に依拠 Lた分析視点のもとに、

過去 15年間の消費支出の変化を検証する。

前章において、消費者行動に闘する経験的研究の内容をレゼューし主と Lて下位の意

志決定へのぷ唆に3重点がおかれてきたことを指摘した。 j商費行動は生育の場であるさまざ

まな歴史的・文化的な実践の中で形成されるとすれば、全体論的通詩的な法費者行動分析を

行う必要が提示された。本格ではこうした問題iこ対呼するため、ベイズ塑コウホート分析法

の有用性を検討しその談、年齢・時代 e世代に依拠した護費支出の変化を実証する。

第2節 現代田本における人口の年齢・樹投構成の変化

ちが留の人口樺成・世代講或は近王子大きく変詑している。産業界においては、f高齢化社会J

の進行と議費社会の変容は護大な関心事であるにもかかわらず、マクロでみた市場の高齢

化や世代の交代がもたらす第響について、その体系的耀論枠組みは未だ提示されるに至っ

ていない。

わが彊で誌、箆速が高齢化Lた顕の諮処としている高齢化率17%を昭和45年 (1970年)

に超え、その25年後の平成?年(1995~子〉では高齢化率は 14.5% となっており、急速に高

齢化が進行Lているえ

人口の年齢分布の変化の原臨の一つに出生率の長期的減少がある。平成?年の出生数{ま

118万7064人で、前年に比べ5万1264人減少し出生率8も38.8と、前年の40.4を下回

った。合計特殊出生率も第二次ベビー・ブーム(昭和 46年--48年)以降低下を続け、昭

和50年(1975年)に 2.00を下回り、平成7年には1.43ピ過去蟻低を L た40 また、

未婚率の推移では昭和50年ごろから 25--39識の男性と 20......加議の女性で上昇が際立っ

ておリ、出生率の他下と未婚率の上昇の関連性を裏付けている。

年齢分布の変化に影響を与えるもう一つの嬰悶として苑亡率の悠下と平均寿命の伸長が

あげられる。死亡者数の約8割を占める 65歳以ょの死亡率ば銘ア Lて名札平均寿命は、

昭和30年(1955年)には男性63.60年、女性が67.75年であったものが、平成7年iこは

1砧歳以ょの人口割合

a総務庁統計局 E鴎勢線変2
3人口千人あたりの出生数

4 ~樹立社会保持酔人ロ尚道語研究所f 人口統計資料集j
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男性が76.36年、女性が82.84年となっている九ま丘、 65歳時の平均余命は、昭和30年

には男性が 1l.82年、女性が 14.13年であっとが、平成7年には男性が 16.48年、女性が

20.94年と、男性で4.66年、女性で6.81年伸びている九平均余命の差は高齢者の大部分が

寡婦であることを示Lている。総人口の性比(女性人口 100人に対する男性人口の割合)

は96.3となっているが、 65歳以上の高齢者では 69.4となっているγ。

家族形態の変化について、平成 7年(1995年)の「国勢調査Jによれば、 65歳以上の

親族のいる一般世帯数は約 1270万世帯(一般世帯の 3l.1%) となっておリ 5年前よリ約

188万世帯、 4.2%増加している。また 65歳以上の者が一人で住んでいる世帯(高齢単身

世帯)は約 220万世帯(一般世帯の 5.4%)、両方または一方が65歳以上の夫婦のみの世

帯(高齢夫婦世帯)は約 307万世帯(同 7.5%) となっており、これらを合わせた高齢世

帯は 527万世帯(同 12.9%)で、昭和60年(1985年)に比べ 235万世帯 (80.2%)増加

している。家族形態の変化はこれからも進み8、2020年頃には一人暮らしと老夫婦だけの

暮ら Lが高齢者世帯の半分になるだろうと予測されている。

世代構成の変化について見ると、 1975年に戦後生まれの世代が50.6%と半数を超え、 94

年には 66.5%となった。高度経済成長以降 (71年以降)に生まれた「団塊ジュニア世代J

も94年で29.9%と総人口の約3分の lをしめるに至っている(図表 1)。

14ρ∞ 
12.0∞ 
10脱却

〈 8.∞o 
同
6∞o 
4∞o 
2，∞o 

(図表1)人口における世代構成の変化

口明治世代

回大正世代

置昭和戦前世代

園団塊世代前後 3

日新人類以降

1945 1955 1965 1975 1985 1990 1994 年)

平成7年度『国民生活白書Jlp.7

第3節 ベイズ型コウホート分析法の有用性

1.コウホート表について

コウホート分析では複数の調査結果を有機的に結び.つけ、消費者の年齢・世代・調査対

象時の時代といった 3つの要因に分解し、それぞれが消費行動に及ぱす影響を支出金額や

E 総務庁統計局絹『日本の統計 1997J1 

6 fiI.生省大臣官房統計情報告側完全生命表l。
?厚生省人口問題研究所 I日本の#来推計人口{平成 4Jf-9月推計) I (中位推計j

a等生省大臣官房統計情報告阿国民生活基礎調査l、1994年。
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購買数量の両面からの分析することが可能となる。コウホート分析の特徴は、二つ以上のコ

ウホートについて 2時点以上のデータを用いて集団の経時的変化を分析することにある。

コウホー卜分析の目的は、年齢、時代、世代の 3効果を別々に評価することにある。コウホ

ートがデータにどのように現れるのかを、具体的なデータを用L¥ 中村rrqql]qの解説に

したがって確認することに Lょう。

(図表 2) は、総務庁統計局「家計調査年報J の Iq7q 年~lqq4 年の「即席麺j の一人

当たリ消費量について、 5年ごとに時代的変化を追ったものであるへこの表では世帯主年

齢別の一世帯当たリの即席麺の消費量について、各年の世帯主年齢別平均世帯人員数で割

リ戻 L、一人当fこリの消費量を算出 Lている。

(図表2)一世帯人員あたりの即席麺消費量(単位:100g)

コウホート

¥S45-S49 

¥S40-S44 

¥S  5-S 9 

¥T14-S 4 

¥M43-T 3 

(図表 2) の左上隅の 25.71 (単位:1 ∞g) とL寸値は、 Inq年(昭和 54年)の家計調
査年報において、世帯主年齢が 24 歳以下(昭和 30 年~34 年生まれのコウホー卜)の世帯

の一人当fニリ即席麺消費量を示 Lている。このコウホー卜は 5年後の Iq84年(昭和 5q年)

にはみんな 5 年ずつ歳をとるので、 24 歳~2q 歳の年齢層に調査対象として入ってくるに

このときの消費量の値は Iq.33である。 51千毎にこのコウホートは齢を重ね、表を斜め右下

にたどってゆく。すなわち、世帯主コウホートが昭和 30 年~34 年生まれの即席麺の一人

当fこり消費量は、 Inq年の 20歳代前半から 15年後の Iqq4年の 30歳代後半まで 25.71→

Iq.33→ 17.38→20.36と変動 Lている。左上から右下へ斜めに同一コウホートをたどること

ができる。従って、斜めにコウホー卜線に沿ってセルの値を比較することは、同一コウホー

'中村隆 『継続調査デ-y の分折におけるべ: f ズ~コウホート行"，の附H告に附する研究』 、 Iqql Jf-。
'0 r ~家計調査~.t\l. J は毎年発行きれているが、ここでは説明を簡単にするために 5 年ごとのデ-y を用いる 。

"これらについては、死亡や人口移動による変動についTは捨象 L-rいる。ま 1:、同一対縁者を継続 Lて洲査している

LのでLない。
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トの経時変化を考察することとなる。関様iこ、(関表 2)の殺を横方向iこ見て、行ごとにセル

の値を比較すると、問一年齢唇の時点間比較になる。縦方舟に兎て、列ごとにセルの値を比

較すると、それは需一時点での年齢期比較になる。興一時点での年齢期比較(縦の比較)は、年

齢の違いだけではなく、岩代の遣いも含んでいる。間一年齢暑の時点陪比較(横の比較)は、調

査時点の違いだけでな〈、世代の違いも含んでいる。さらに、斜めの同一コウホー卜の経時

比較は年齢の濃いと調査時点の違いの両方を含んでいる。すなわち、〈関表 2) で観i翼せされる

問一年齢内の変動、同一持点での変動、間一世代内の変動は、いずれも、年齢効果、時代効果、

世代効果のニつずつが混交したものである。そこで、この三つぬ効果を分離しさらにサン

プリングによる変動も考感 Lて坪蒋麹の消費量の変化の原闘を採らねばならなL¥ という

ことになる。

2三効薬の分離と分析の襲界

話芸真のコウ;1;ート表から即意趣の地費量に関して、加齢・世代・時勢の影響的3つの影

響要国を抽出する必要がある。 3つの影響嬰悶とは以下のものをさ Lている。

第一li加畿の効果く年齢効果>である。人が員長をとるに連れて員長相応の意見や態度に変

化することをさす。 ouえば、識をとるにつれ脂っこい金ベ物を敬遠するようになるという

ような現象が何時の時代にも見られるとすれば、これは年齢効果である。渚費者行動研究

の分野でも、お齢による浪費行動の変化について消費関数理論や年齢・家主楽生活用期iこ依

拠 Lた数多くの研究がなされてきた。

第ニは、世代性の影響く世代効果>である。問じ時類iこ生まれ、共通の社会環境で育っ

てきた人間集毘翻有の特徴を弘、う。これは加齢変化や時代変吃iこ対して不変の部分と考え

られ、他の時代環境で脊っと人間集団とも異なる行重きをとる。 r関塊の世代Jr新人類世
代」などといった世代の描写を見ると、世代の特徴がもっとも鮮明に現れるのは、それぞ

れの世代の人々が青年期にあるときであることがわかる 120

ある歴史上の…時点で独特な青年期をすごす若者たち段、自分たち独自の相互作用iこ基

づ¥、た仲謂社会(adolescentsociety)を持 i人間有の髄犠観と消費の持動様式を作りよIf、

下位文化を形作る。青年文化はすぐれて社会欄歴史的にF設定された概念であり

(Coleman[ 1961 J'3、講習[1994J'4)、このことが彼ら詣身の中に世代'肢を刻印すると考え

た。そして、この効果が大き iすれば、続期的には大きな変化はないが、後期的には社会全

体が大きく変化する。

また、殺代効果は、ライフサイクルの連鎌過程の中で、成人が若い世代を育むと同時に

12 i:普代の区分については、第一家(図表7)を参擦のこと。

13 Coleman， J.8.， The Adolescent Soclety: The Social Llfe of theγeenager and its 1mρact of Educatlon， New York: 
The Free Press， 19る1.
“高野昭彦「サブカルチュアピネットワーキング」、広湾要警官主・矢潔修次郎編著 f郊とそダニティの社会学i 東京
大学出版社、 1994年。
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成人島身の成熟が{更されるという観点から高齢者を含む成人浪費者の議費行動に与える影

響が大きいと考えられ、重要であると思われる。世代効果がいくつかのコウホートにまたが

ってプラスの効果を持つようになると、やがてそれらめコウ本ートが社会の中心をなすに

つれ社会的な娯向そのものを左右するようになる。すなわち、世代効果話タイムラグをと

もなって時代に影響することも考えられる。これらの桔友作用の蕗響は、蒋来予混ぜの場合

には特に注意を要する(松田・中村[1993J'語)。

第三は、時勢の影響<時代効果>である。調議時点における社会環境の影響であり、特

定の世代や年代層にかかわらず、消費者全体がある時代に開じ方向に向けて変化してゆく

彰響を指 Lている。その時代を生きるすべての人l二年齢や世代を問わず社会全体が院と方

向iこ向けて事響を与え、変化させてゆくというような事象である。つまり、すべての世帯

主に共通する涯史的唾境変化を考えなければならない。たとえば、いわゆる J'，"プル経済と

弘、ったような時勢、あるい誌、経済成長に伴う可処分所得の増加や、女性の社会進出によ

る共隷ぎ音寺ぉ増加、食に対する意識の変化などといった、経済的・社会的な持続的変化

である。

消費量の変化の議造と 3襲爵との関{廷を、義び中村[199IJ"'/こ従ってまとめる(引用一部

加筆修正) 0 r年齢効果の大きい{モノの諸費愛や渚費支出額iマ) li、時代や世代を趨え
て鏑人と Lては変わってゆくものの、社会合体としてはその分布は比較的安定する。時代

効果の大きい(モノの消費量や議費支出額}話、年齢や世代を関わず社会全体が関と方向

に変わってゆくということであリ、変化の揮は大きいが逆の方向iこ大きく転換する可能性

も高〈、流動的である。世代効果が大きい(モノの消費量や消費支出額}は、年齢効果が

大きい場合と比べると、個人ピ Lてはあまり変北しないが、世代交代によって社会会俸は

大きく変わってゆくのである。

現実の世界で、 (そノの消費畿の変化や消費支出額)が3つの要自のうちの一つだけで

説明できるとは考えにく弘、 3つの嬰悶が複雑に影響 L合っているはずである。そこで、

(ある詩代のある年齢贈を特徴づける散鼠)

=(揺車舎による変悲)十〈時勢による変化)十(世代間有の部分)+(サンプリング等)

=(年齢棄毒薬}十{詩代効薬}十{控代効果)+(誤差)

とk、う形iこ分解して考える必要がでてくる。すなわち、

印福間公iE.・中村F盆Jベイズ裂!コウネ…ト分析による家計貯蓄率q)分析ー経済波識のを菱潟…JIf絞討委主恕J 第43巻第
ニ号、 1995$f。
16 /bid. 

円筆者加古昔修正部分

宮
d
必
守



Xjl =μ+μf÷μf十μf+86

のようになるであろう。ここでは、 xljは第j時代の第 i年齢唇を精微づける数量であり、

μへμ町、 μckはそれぞれ年齢、時代、世代効果のパラメータを表す。 μは総平均効裂と呼
ばれるが、これは3効果のパラメータを

エメJ'~I = L〆j諸LμCk詩。

というように基準化すると必要になるJ0 

通常は、 εについて鵡定する確率分布を基iこ、観測儲×によって評価されるそデルの尤度

fを最大にするノfラメータ μA等を求めればよ¥'0しかしコウ*ート合意々には、従来、識別問

題が存在しこれら時代効果、年齢効果、世代効果の3効果のパラメータを分離すること

は原理的に不可能であると指摘されてきた (Masonetat日q73J18) 0 r与えられたコウ
ホート救データを年齢、時代、世代効果に一義的に苛解できないと k寸問題であるo 川(中

略)...われわれが f今時の若い者は・・・JIと弘、う時には、年齢差と世代差を混同しがちで

あるのも、この撤民問題が原悶である。この識別問題のために、多くの分野でコウホート

分析の考え方が社会の変化を捉えるよで有用とされながらも、実際のデータ分析の方法と

Lては十分な或果を与えてこなかったのである。山(中略}…一義的に分解しようとすれば、

ノミラメータに持らかの制約条件を付加せねばならなL、。この制約条件をいかに設定 L番手価

するかが、コウ*…ト分析を成立させるための鍵になってくる(中村[I qq I J I 9) 0 J 

このようなコウオ、ート分析における識別問題への対耗法は大きくニつに分けられる〈中

村[lqqIJ)。第一法、何らかの剥約条件を付加Lて識別問題を克援し、3効果のパラメータを

推定することである。第ユの識別開題への対処法は、3効巣のパラメータそのものは推定不

可能であるから、統計学的に推定可能な成分について議論を限ろうとする立場である。

このうち、中村[1982，1986，1989J20の方法は、第一の対粍法に属するゑ三3効果のパラメー

タの漸進的変化の条件という緩やかな付加条件を取り込み、 ABIC(赤池のベイズ型情報量

基準:A臼ayesianInformation Crieterion) Iこ基づ、いてそデル選択を行う方法によってコウ

ホ…ト分析における識別問題を克賎した。すなわち、

qy蕊 logpy/(1-Py)芯 μゃμf+μf÷μ;

同 Mason.W.M..wlnsborough， H.H. and Poole， WK，“Some methodologlcallssues ln cohort analysls of archlval 

data".A刀両9rlcanSl.加む必ogicalRevtew38，げ73.
19
1b1d 
叩中村詮 fベイズ裂コウホート・モデfレ剛様準コウ;j;ート我への適用ーJ銃数研究級 29、1982.i手。
Nakamura.T "Bayeslan cohort models dor general cohort table analysls七Ann.lnstStatistMaれ 32，1986岨
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LJl: = LJl;浪記μf=O

というロジット・コウホートモデルをたて、パラメータの漸進的変化の条件として、繰り

合うパラメ…タの2乗和をなるべく小さくする条件を付加する。

冒 -1 J部 K-I

JrZ(μf-ぷ1)2十Jミ(μf-41れ JrZ(d-4i)2→SMALL
σdτ7σp jコ σCk=1 

ここで 1/σ三、 1/0弘、 1/02c は永知の適当な叢みである。

これを、正規分布の強度関数に書き換えれば、バラメ…ダの漸進的変化の条件泣次のrrを大

きくすることと問鐘である。

1[=K吋-合j
コウ本一トモデ，("Iこノfラメータの漸進的変化の条件を取リ入れるには、尤度fを最大化する

ことを付加条件η を大きくすることとのバランスを取りながら最適fとを行う。すなわち、

r(xlμ)引い 14 ，σ; ， σ'~)→胤X

によって達成する。これはベイズ型モデルとなっており、コウホ…トモデルのパラメ…タ μ

に事前分布rτ を仮定 Lたときの事後分布f.rrのモードによってパラメータ μを推定する、

とL、うことになる。

。弘、 o弘、 02C はノfラメータのJfラメータなので、[超ノfラメ…タjと呼iまれる。これ

ら超ノfラメ…タの舘をどう決定するかというところで、恋意性を排験する方法として中村

[1 qSqJはABICを用いた。これは

ABIC口…210gU毘辺尤度)

ロ-210ψ功

を最小にする 0
2
の謹を選択すればよいということになる210各効果の超ノfラメータについ

ていくつかの候補を与え、それらの組み合わせの中で一番ぺ、さい ABICの舗を与えるもの

を最鴻モデルとする。

こうした中村の方法の特徴は、情報量の構造的不足と L寸問題を、外部情報に誌拠するこ

中村F長 f議室長老弱査によって社会の変化を捉えるコウ;t;…ト分析の方法J Ir理論と方法』、 i守'89$手。
剖

ABICの議事出とパラメータ維定法については中村[1982Jを参照のこと。

問。
必
咋



となしあくまでも技術的に解決しようとしている点にあり、数あるコウホー卜分析迭の中

でも最も効率的!こ最適モデルを選択できるとされている220従って、本稿においても、中村

の方法を採用することにした。 Lかし識別問題を報本的に解議する方法はなL、。それを何

らかの制約条件を吋加することによって操作的に解決 Lょうとしているのであるから、そ

の結果の解釈についてiま実糞的問題のレベルで常に細心の埠窓を払う必要がある。

一方、これまでベイズ型コウホート分析が通路されてきた事艇を見ると、どのように 3効

果i二分離できるのかが焦点であ i人諸費者行動研究の領域において特定の理論の識経に使

用された例としては、福留・中村[1995Jによる貯蓄率の分析、松田・中村[1993J23による米

の埼費量分析、そのほか数例にすぎない。分離された各効果の舗については、理論との関係、

からも検討されることが望ま Lいであろう。

3.家計調査年報の樹帯主年齢翼IJデータの利用についての検討

コウホー卜分析l.i，鶴人に関する事象を対象に繍人の年齢別データを用いて行われるこ

とが多く、本分析においても、錨人を対象としたデータを用いることがもっとも3ぎましいゑへ

そのようなヂ…タを長年にわたって入手することは閤縦であるa本分析では家計調査年報

の世帯主年齢階級おデータを用いるが、このデータの持つ制約について松田・中村[1993J 

に従って婆約する。

家計を単位とすることについて問題と Lなければならないことは、世帯主の加齢iこ伴う

世帯端成の変化、後手善人員の時代的変化、家計の代表性の三点である。本分析では家庭に

おける議費支出を問題iこしその消費支出iこ対する当該世事主年齢を、家高を性格づける

ための基準として用いることにした。

;欠iこ、コウホート分析の3効果と世帯主年齢別データの特糞について検討する。

世帯にとっての時代効果は矧人にとっての時代効果と開嫌に捉えることができる。時代効

果は世帯人員すべてにある程度の影響を忍ばしていると考えられるo 分析デ…タは 1980

年から 1995年までの 15年間にわたる家計調査三予報を用いたため、消費支出についても、

これらの時代変化に事響を受けている可能性がある。

世代劫呆については時代効薬ピ異な i人世持主の生年によって体験した慶史的環境変化

が異なることが儲値観を多様化させていると前提を癒しこれら世代集毘の人口構成にお

ける/¥ランスの変fとが、どのように諸費構造を変えるのかといったことを解釈してゆく o

世帯主のコウホートによって、その家計の諸費スタイルが蕗響を大いに受けると推i翼きする

ことができる。

年齢効果については対象が世替であるということから世帯構成員そのものの年齢に応じ

た変花を観察することは?きな、、しかし家計調査年報のデータには平均的世帯のライ

22 Glenn.めifd.
23家公まお友義中村陵rt皆様ま年齢別米消費奇鐙変化の分析Jr厳重t経済研究J ~再 64 巻、第 4 号、 1993 年。
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フサイクル、世帯主の年齢に応じた世帯のライフステ…ジが後定されている。すなわち、

世帯主の年齢効果の中に、平均的世帯における子どもの出生や或設、独立別還などによる

世帯構成の変化による効果、所得の変化など経済的変化も含んで捉えることができる240

最後に家計調査対象世帯の代表性の問題であるが、高齢化社会を考えた場合、配偶者の

死なと1こより単身者世帯の数時増加してゆくことが暁らかであるにもかかわらず、 「家計

調査年報Jのデータでは、こうした単身者世帯の家計類君主について分析ができないことが

大きな問題である。また、世帯主の年音寺暗紙も 65議以上がuとくくりになってお 1)、現慈
の臼本人の平均寿命ピ考えあわせても、より細かな年齢階級の設定が必要であると患われ

る。

4.消費議行動に彰響する他的議接変数と分者結接的箆方

以上のような要因の怖に、官帯主の年齢帯級別の家計における諸費行動に深〈撰謀、した

変数としては世帯人員、家計内有業人員、貯欝率などが考えられる。そこで、これらにつ

弘、てまず最初に、ベイズ裂コウホート分析i去を用いて分析を行った。

{関表 3)の世帯人員数の分析結果で克ると、アウトフットのま側/;t設定した超〆fラメ…タ

の挟補の組み合わせに対する ABICの鐘を整理 Lたものである。最小の ABICの櫨とそれを

与える O弘、 a2p、020 のイ遣を示 Lている。表の中で一番ふさい ABICの鐘辻、 σ三口6私

。20=8、σらがなしのときで、この超ノfラメ…タの組み合わせが、議過モデルとなる。
このそデルによって推定された 3効果の〆fラメータの値を右側に示 Lている。盟iこiま3

つの持があるが、よから頗に時代効果(くP在円100))、年齢効果(くAGE))、世代効果

(くCOHO丹T))の各〆fラメータの鐘がアウトフットされる。苓勃果の舗は、枠の中央がノ tラメ

タの値の Oの位穫であ，)、右がプラスの方向、すなわち、皆殺人員数が大きくなることを

あらわし、左がマイナスの方向でその逆をあらわす。くGRANOMEAN)は総平均効果である。

これを見ると、 15年間にわたる時代効果はなく、年齢効果と世代効果の影響が強主、年齢効

果iま子どもが自立するまでの蟻間の 30員長{えから 50歳代前半で高〈、世代効果i削除下傾向

にあけ宅和 21年ままれ以捧の世帯主(出塊の世代)家計における按家挟化傾向が現れてい

る。

;大に家計内有業人員2品について見てみる。家計内宥業人糞が増加すると、家計一人当た

りの可処分所得が増加することから消費支出も増加することが予想される。(認求心よ

り一番ノj、さい ABICの舗は対数変換を行った場合の時で、 o 1/8、a2A=64、020口 16で

ある。この超ノマラメータの組み合わせが、最適モデルとなる。各効果のうち、一番影響の大き

L 、年齢効果は総裁VA静上昇頚向にあ i人時代効果iま1986年以蜂 f男女悪用機会均等法J

品第 2j客 f(2)年歯守家族銭湯舟期による消費者行動論jを参照された、、

25 r有業人員数JIまt皆様之とその配偶者(裳)だけじ IH民らない杭核家挨{じがi義んて砕いる宅建状ではilt帯患の権益金を第 i位、
配偶者{妻〉の有業安警~2 依と見な L ている。
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(語表 3))世事務人員数の分析結果

PERSONSII; 1肱裕人.1

64 

AC 1'1 -894.9308 0.5865 3 0自自白2 64 

APC -893.5904 1.9269 4 O.自白19 制 1/128 8 

APC ''''' -893.1683 2.349自 4 0.0001 64 1/128 16 

AP -745.4076 150.1ω7 3 0.0063 16 I1路"
AP 1.. -724.0015 171.5158 3 O.官官官昔 16 1/16 

A -656.2635 239.2538 2 0.0124 8 

A ... -654.6040 24自主133 2 事0011 事

PC 

PC 

c 
C 

μ 

F 

P 

μ 

均一3毒2.7368 532.778草 3 O.悲喜善幸 働 1/32 

-361.3811 534.l302 3 私書825 1/32 

同 -337.42事5 558.告書08 2 0.0085 胎

-330.幸194 564.5幸7語 2 0.1054 1 

g。憲 一176.告書03 718.8270 1 0.0276 

均一175.1612 720.3561 2 0.0270 働 1/128

叩 15事五180 736.9銭3 2 0.3560 胸 1/128 

-158.3鑓5 737.2告書9 1 日銀72 輸

〈閣議4清業世帯人員数の分析結果
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の施fすなどによる女性の社会進出の彰響を受けて上昇様向に転じているものの、 93年以降

景気が冷え込むとマイナス1:転じている。また、世代効果は、昭和 16年生まれ以静(現f熟

年j世代以降)はプラスの方向に横這いに推移Lている。

消費の裏供iともすえる貯蓄率の推移については、使用データが家計調査年報の全国土法者

のものであったため、可均分所得の記載がなく分析できなかった。貯蓄率については端部・

中村口996J26が勤労者世帯のデータを用いて分析を行っているが、おれわれの目的である

齢化社会における消費動向分輯という視点からでは勤労者世帯のみのデータを荊いること

には異存がある。 LかL後の考察場面では参考に寸ることとする。

以降の分析において、士長帯主の年齢iこは、世帯主傭人の年齢を表すだけではなく、世帯

主の年齢と k、う要霞によってこのように分瀬された営繕像が背景にあることを再度強調す

る。

以よ、このほかにもこのコウホート分析結果グラブのフロフィールのあらわれコぎを組み

合わせて見ることで、世帯人員の増減、商品の普及や購翼状況特性など様々な動向を抱擁す

ることが可能である。

(図表 5)は、鈴木・中村・構探[1982Jによるプロフィールの組み合わせの解釈例である。

ここに挙Ifたタイプ・特'詮は、いわば基本形であり、現実にはこれらの緩合わさった結果が

多L、。 さらに、コウホ…ト分析結果辻、時代、年齢、世代の;f}.効果がウエイトと Lて王手され、

このウエイトの動きから次の時点のウエイトを推定することが可能である。すなわち、各世

代ごとに、次の時点の時代効果ウエイト、年齢効果ウエイトを付加し、行動をある程度まで

予測することができる{鈴木・中村・榔患[1982J)。

ι e 

26Ibid. 
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(関線引分析グラフプロフィールと購質動向タイプ

司ド 刻ド $ 

‘' 

事

‘ー
調ド 川ド 調齢 唱ド

車 訓"
割前 調加 事

率 可ド

‘ー
場 唱陣

司ド * ‘ー
刻ド 司加

重立 2ま斜 右斜 ~護世 山型

藍立 車立 ある時代のみの一過性の議行タイプ

E |右または友斜 直立 寵立 大きい波長の長期iこ譲る変動の務また!ま終

磁 混在説 山割、右・左斜

w 誼tl. 高立

v 布斜 左斜

VI 家斜

V草 議立 出聖 llJ梨

現 議立 出霊 君主斜

広 遊説 llJ型 お輯

x 布斜 左斜または山霊 右斜

鈴木選三・中村瞬・柳原良造「マーケティングの新しい手法コウホート分続(下)j
rDiamond ハーバード・ピジネス~ Vol.7， No.5‘1982年10舟号、p.92、!こ加筆。

〈関表訟の類裂で区分するとJ世帯人員数JLi瑚タイフ(高齢型コウホートのみ世帯人員

数が多く、議ま予約iこ少なくなる)J有業世帯人員数jはKタイフ(中年コウホ…卜に有業世帯
人員数が多く、立がりの可能性を持つ}というように類別できょう。

第4節減費データを用いての実証分析
a a 

1.即席嫡消費鼠ヂータを用いてのパイロット・スタデ、イ

本格的にj育費者行動変化のマクロ的分析にとりかかる前に、予錆分析として、ベイズ型

コウホ…ト分析法を用いて、前項で例fれした即席麺の消費量のコウホ…ト教について分析

してみることにする。時代背景を考えると、日本人の食文化は、ここ数十年のうちに劇的

な変化を遂げたといえる。ファーストフード、冷凍食品に代表されるようなインスタン卜

ハVRd
 



化、和・洋・中華など料躍の選択設の多様化などの時代の流れを受けて、伝統的な日本の

食卓イメージは変革している。即席灘については、 1958年に日清食品が全く働期的な高品

として、援入即席輝である iチキンラーメンjを発売し、約40年が経過 Lた今も広〈食べ

継がれている。しかし、 (関表6) I主食の齢向j を見ると、ここ 20年間の食ノfン、即滞

麺の靖費量をはうるち米の消費量の減少と/i関保なくはほ一定である。即席麺の生産驚につ

L、て調べても(図表明、 11境調にさ主産登を伸ばしているとは古いがた弘、

(閣議 6)主食の動向

200 r l---..ーうるち恥
1轟 寺上:-':--'1 
T...... _ 1--0周一食パン i

160 ト.......~
--..ホー+一郎傭鱒 i

140争・‘畠 i

_ 120ト 暗暗唱申噌

~ 100卜
80ト

60卜

4合ト

• 
20炉施o.oo.c-o心地時C-IJ
G芋手芸亭亭芋芋竿?でτ....でf字(年)
言語草議議書毒事

総務庁f家計量軍奮量事事事』

く璽表 7)即席繕の生産量

匡量

さかんにマスメ ィアを通とて消費拡大キャンペーンを行っている即R事務が、一見する

ところ消費量に変化の少ないように是えるの段、震pfr事麺を食べている人そのものが世代交

代 Lていると推測される。すなわち、却場麺発売当時 20代の若者であった消費者が今や

60代の高齢者とな i人郎壊建を食べなくなったか、新 Lく参入してくる世代が即席灘を食

べなくなったか、 ということである。こうした靖費筆の動きをコウホート分析法を用いて

確認Lた。

結果を(図表 8) に示す。対数変換をfすった 3効果モデルが最適モ ルとなっている。

適合度の喪さを判断するために、 3定期{轟と推定儲とを比較した結果の一部を

示す。聞からもきわめて当てiままりのよいことがわかる。

(図表明に

レンジでは年齢効果が最大であれ世帯主年齢が50識を超えると即席麺の消費量は相対

fライフデザイン告審 (1996-199?)2'1 J の平成五年時のライフサ

ルよれ小・中・高校生の子どもがいると思われる世帯主年齢の家斑において

flP fr苦難の昔需要が高いことが考えられ、即滞麺iまfヤング食品j として定義づけられる。子

どもが巣立って世帯からいなくなると、即席麹の需要は減る。 Lたがって、将来的な高齢

的にマイナスになる。

イクルモ

者人口の増加や、 出生率の地下による少子化傾向は却場灘の常要を大憾に減少させると予

測することができるo

211bid. 
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{関表 9)翻席難;持費量的実澗健と誰~健比較
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年齢効果とともに重要視される世代効果の分析でも昭和 20年生まれから昭和初年生ま

れまでのコウホー卜でプラスに寄与 Lているo これらの殺代はそれ以前の世代に比べ、即

席麺を食べる親捜になじんでおり、家建でのIIPJ;事務諸費に積極的であると考えられる。し

かし昭和組年から将年生まれの新しいフウホートになると、世代効果は小さくなる。

IIP J;事灘の護費驚は年齢効果に彰響を受け、世帯主年齢が50識を過ぎると需要は落ち込む。

65議以上の高齢者世帯の一般世構総数にしめる割合は平成 2年の 16.2%から 221手には

29.5%へ上昇が予測されておりへここでの結果から次世代での即席麺の活費の拡大は認め

ないと考えられる。

之ガソ1)ン溝糞叢ヂータを震いてのパイ毘ツト・スタディ

自動車の普及は日本人の生活に革命的変化をもたらした。それはレジャーなど場家裁の休

日の過ごし方に影響を与え、生活揺を拡大し郊外型の寝室議の増加など流通業態の変化iこ

も寄与してきた。(鴎表 10)は新車 .rp合主与を合わせた 20年践の自動車の普立準の按移

を表しているが、ここ 10年間だけでも 10%沖長していることがわかる。ところが、平成7

年度での世等主年齢芸誌の普及率を見ると{関表 II )、世帯主年齢によって大きな差がある

ことがわかる。
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(関謹 10)臨i動車の普及率
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(阻衰 11)世帯主年齢階級割自動車普及率
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そこでベイズ型コウホ…卜分析を用L¥ 自動車の補充実オであるガソリンの浪費量の動舟

を調べることにした。ガソリンの後用量の増加は、世帯当たりの吉動車の普表台数の増加、

あるいは、自動車での静動Z距離の搾長を間接的iこ殺していると考えられ、間接的にモータ

リゼ…ションの発達の鱗向を世帯主年齢階級車せに観察できると考えた。

鵠 f総本のt世帯数の将来推計(厚生省)J 
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(関表 13)ガソリン消費量の撰灘壇と推定値比較
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結果を{摺表 12)に訴す。即席婦の場合と同様、いずれの境目についても、対数変換を

1tった 3効果モデルが最適モデルとなった。適合度の良さを判断するために、実測憾と推

定纏とを比較した結果の一部を{醤表 13)に示す。国からもきわめて当てはまリのよいこ

とがわかる。 Iレンジでは時代効果が最大であり、一貫 Lてガソリンの法費量は増加額向に

あることがわかる。ガソリン詰時代鳩脅iこ足、とて消費量が拡大つづけることが予想される。

世代効果についても、昭和 10年以降生まれの効果が大き L、。新 Lぃコウホートになるに

したがってプラス方向iこ安定している。

しかし、年齢効果について詰時代効果と荷程度のレンジであリ、世帯主年齢が55識を超

えるとガソリンの埼費鷲は相対的にマイナスになる。 54議以下の世帯では安定的にプラス

に鋳いており、高齢者世帯の割合が増えると年齢効果によリマイナス方向へののウエイ卜

が高まる可能性(;t考えられるぺ

3.消費支出{中分額)fこ欝する分析

次に、家計消費支出の変化を、ベイズ型コウホート分析法を用いて、年齢・時代・世代の三

効果iこ分離した。

今回ここで用いるベイズ7型コウ;1;ート分析法は一般コウホート表に通用される分析モデ

ルを用いた。 ep緒麹やガソザンの消費量で使践したモデル誌数量製標準コウホート殺を対

象とした 3効果モデル(数鷲型コウホートモデル、持APCモデル}である。世帯主の年齢

区分q蓄と調査間隔をー数させ、 5年実きみのデータを照いていた。 r家計調査jは実緊iこは
毎年調査が行われており、年齢草分帽と謁査開鮪が一致しないが、この点について中村

[l991J
30
はデザイン行列を工夫するなど、パラメータの漸進的変化の条件という緩やかな制

約条件を耳元 IJ入れたことによリ克服Lている。

尚、結果の解釈については、次章で詳艇に分析を行うため、本頃では結果をホすにとどめ

る。

(1)データ

1980年から 1995年までの 15年間の家計調査年報の全国全世帯の世帯主年齢階級別消費

支出{中分類)を用L¥金額データを量的に捉えるため、それぞれの分類項践に対記する消

費者物様指数でデフレートして使用した3io 分析項呂の一覧を(図表 14)1こ示す。

紳 VAよは2節13.、IlPll事委毒とガソリンの消費量についてのコウボート分析を行ったれ爽僚にはこれらの議ふの所得弾力依
も考5草 L なければならな、、~々時代効系 iこ総平均効果を加えたものを従属変数とし、独立変数むして実質一人当た

1)消祭文t担、実質即席麹必よびグソリン購入音器移をF号、¥別途、即席疑やガソリン消費量における島幸代効果の苦言語害総数
を針減す.:，必要があろう。

30Ibid. 
31会消費支出に対する各貸自の支出割合を篤いると、その消費支出耳東闘についての量的な消貸支出の拡大・線小傾向が

緩みとりに<<なると考え、支出会綴をを実質化Lたものを後F脅した。
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※f伎島義.JIま大分護軍喜重震で分続
※f書量豊慮義援綴.Jのうちをf鍵11録事寺1ftf.震書提必JIま事馬車7年以湾追加された羽窓につ波書PJtI:

(2)結果

…般コウホート殺を作成し;えにベイズ恕コウホート分析法を渇いて、 3効果に分離した

320 結果をまとめて(関表 15)(密表 16)1こ矛、す〈詳総な出力結果は [AppendixB]参照の

こと。}。

(留表 17)誌、年齢世代特代め三効果のうち、一榛変動幅の大きい効果(一番影響の大きい効

薬)のレンジを 100とした時の残リのニ効果のレンジを指数化したものであるoCD三効果の
うち…効果だけの膨響が大きい支出項目、②ニ効果の強い彰響が見られた支出項呂、金三効

果すべての影響を強〈受けている支出項目、というえタイプの寿義が認められる。

浪費支出全体について畿も露響の大きい年齢効果をみると、ライフサイクル理論と整合

的な動きを L、福留 e中村[1995]が行った、動労者世帯の貯蓄率の分析と問じ軌跡を示し

ている。時代効果については、趨勢的に増加していたものが、 1993年をピ…クに減少に転

じている。これiまL、わゆるノ《ブル経済の崩壊後の消費支出の縮小を示しているが、それで

も少なくともこの時点までは 1987年以前の水準にまで急速に辻減少ていなL、次章にお

いて詳細に各費目別の結果を見てゆくことにするが、三勃果の強弱を考悲して、三効果が

どのように支出講造変化に持鰐するのか、悪習を分析し家計の高齢化が進むに連れてその

品躍の需婆がどのように変fとしてゆくのかを考察する。

32ベイズ型コウホート分析j去を用いた計算榔分i本統計数理研究所中村健先生の跨発したA仇プログラムを用
い、統計数理研究所の大型計算機によって行った。第 3意以下の分析結果の解釈はすべて筆者の貨に織する
ものである。

O
O
 

RM 



(図表 15)分析結果(燕鰐掛け部分は、時代、年齢、世代効県の変動輯(最大値一最小笹〉が最大のもの〉

総務人員数

者業世帯野人民数

消費支出全体

筆宣類

魚介護襲

肉類

乳製罪綴

野菜・海軍軍

果物

治癒・調味料

菓子類

鵠濃食品

飲料

滋要襲

時代効製

N.S. 

986年から1告書2年まではプラスだが‘ 93年以降マイナスに。

988年以降プラス!こ転じ1993年がどーク。

1983年から徐容容量事まで85年を底1:::守イすスで推移していたが、
90年以降プラス。好況時には家庭で飲漉しないと推澱

年齢効果 世代効巣

世帯主の出生年盛和16年後墳にマイナス1:::転じている

から昭和15年まで昭和け令書を底1:::
準君の理事業主婦化が進んだと考えられる。

容量手から昭和初年!ii慾Eまでがプラス、ぞれ以外iま守イすみ

語主主主~虫駆!こ、ぞれまで?ヲス!こ転化。

路孝06年以降36年t結集3震でがプラス、ピークは総事016年-20
華字路集機栴



j分析結果(※鱗掛け部分i玄、持代.年齢、世代の各効果の波動綴{最大値“最長小値)が最3たのもの}

外食

世代効祭

昭和11年出生以鋒フちえ。ピークは昭和20年出生世帯。

住居費

電気代

三車線

15.ス代 世帯勝人員数の増減と閉じ動き

その他の光熱撃を
ま?泌への支出からなる.2年ごとにプラスとマイナスを行容霊長
している。

iinvo--

氷道代 19初年以降プラス!こ。

家庭用耐久財
昭和元若手から35年出生でプラス、溜和41

ナエ

議内装飾費 19容。年以降プラス 。年出生から書緩和20年出生Eまでがフラス。

明11:..1主要襲 1990年以降刊すえ。海野減傾向 N.S. 

家事雑貨 10年出生から昭和25年出生までがプラス

家事用消耗~ 16年出生以降プラス傾向

家事サービス N.S. 

利根

ているが会体約には漸減している。 以降プラスに。蛍帯人員数の繕滋と問じ動普F N.S. 



}分析結果(※調理掛け部分i玄、時代.年齢、世代の各効果の変動幡{最大徳寸刷、値)が最大のもの)

終代効果 華字書幸効果 世代効祭

シャツセ…ター類
1987年以降プラスで推移していたが、例年以降は袴び守イすス Jニ犯に同じ 昭和光年から35年出生までがプラス

下売量類 徐容2年以降マイナスに。 よ2互に湾じ 昭和元年からお年出金E震でがフヲス

主主地，糸襲撃

その俄の被服

組毒物姦 N.S‘ 

。、 戸2711990年以降プうえに恥じ、場加傾向続く。
N.S. 

係健医療用品

保健医療サービス

交通事E 1988年以降プラスに

陶動車関係費量 N.S. 

通俗

授業料 N.S. 

教科書・参考篠 人 36年出主主le.l覇権プラス



。分析結果(※網掛け務分i志時代、年齢、澄代の各効9慢の変動綴〈量l:;#i::繊ω 厳小値)が最大のもの}

時代効果 年鈴効果 世代効祭

橋潔書室宵 .1事例年以降プラス。 1993年をどークに低下している。 昭和26年出金俊帯J<U奪プラスに転じている。

教書際鋲楽用車種久対

教養娯楽用品 N.S. 

書籍その鎗路樹物 1985年以降マイナλで彼移し、議滋e完器移費量れすすむ
大定10年から昭和25年出金までがプラス。
出のどーク。若いコウホートになるにつれ、減少。

教事長娯楽サービス 1988年以降プ予λ。1993年をど…クに下降 1年からお若手総生までは守イすえ。

務総霊堂 198告書字以降プラス。 N.S. 

こずかい
1988年以様?でラえだが、やはり何年寄をピークに例年以降は守イ
ナス。

交際資 1990年以降プラス。1告書3俸をどークに下降
0年から語緩和30年出生までがプラλ事きいコウホートほど

佼送り金 1987年以降フヲ人 年泌さ怠償帯以降ブラスiこ転じている。



{罷薮 16)各項関期消費支出(デフレート溌)(J)

コウホート分析結果

魚介類 厳数値

肉類 原敏Il

乳卵類 自然対数i・
野菜・潟E匹 自然対数荷車

宗務 自然対数Il

油精・餓尊華料 自然対数値

3鹿子車庫 g量然対数値
線王製食品 Z語然対数鏑
飲料 淘然童書重量Il
語草媛 原敬歯車

外食 原敏Il

主学級 自然対数億

シャツセーター費量 自然対数白血

下靖頬 療費駐留組

生地・糸裏目 自然対数鎌

その主主の彼線 自然対数量産

R置i!総費護 g語然対数値
被線網濃サービス 厳然対数値

N.S‘ 
0.2776 

む2002

0.6153 

0.2428 

N.S. 
N.S. 

※鈴P.RA.RCはそれぞれ雲寺代、王手書昔、t世代の*意書.0)21書幅(A大Il-最小鐘}
※続喜善iす毒事分iま3効果の'*'で‘Aも影響力の強いもの

a 
t 
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〈顕表 17)三効果的影響の度合い

寝具類

家事サービス

和綴

洋服

シャツセーター類

下量産頬

その他の告書服

事長量産量産療用品

街頭毒事鑓係費

32 

20 

42 

47 

23 

32 

49 
21 

45 
20 

32 

24 

31 

4事

49 

b 

11 

事号

51 

82 

73 

91 
95 

20 
昏o
35 

59 
24 
岳2

17 

87 

70 

18 

21 

33 

70 
27 

41 

28 

47 

N.S. 
子-J.S.
17 

N.S. 
54 

43 
55 

N.S. 
N.S. 
22 

30 

11 

N.S. 
15 

20 

N.S. 
55 

18 

N.S. 
17 



第4館小結

消費者行動のマクロ的構造義足誌を探る端緒と Lて、ベイズ製コウホ…ト分析法の適用妥

当性と諸費支出の実証分析を行った。ベイズ型コウホート分析法は、パラメータの漸進的

変化の条持のもとに、 「年齢J、 f時代J、 「世代j という三つの効獲を分離することに

よリ、消費需要の計測を論理的に可能にするものである。本章における結果をまとめると

次のようになる。(1)一人当たり清費支出を増大させる(可発分所持を増大させる)世帯

人爵の減少について世代・年齢効果が大きし新Lいコウホートが高齢化するにつれ一人

当たり議費の規模が拡大すると考えられる。 (2)一人当たり清費支出を増大させる{可処

分所得を増大させる}有業世替人糞の増加についても世代・年齢効果が大き L、。 (3)消費

境鍔の中で、世帯の高齢住・少子イヒが、将来的にそれぞれの市場を拡大・縮小させるよう

な奪三響を与えるであろうことを確認することができた。

次ま撃では、さらに定性的アプロ…チを掠用 L、定量的分析結果と併せて消費者行動のマ

グロ的変化の分析を進めることにする。年齢・世代ー時代がもたらす泊費支出の変fとのド

ライパ…とは何であるのかについて、考蝶 Lてゆく。

" 
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第3章 時代・世代・年齢効果による消策者行動の可塑要因

第1節はじめに

本章では、消費者行動のマクロ的現象に関連して、時系男iこ治った生活体系の中で、時代・

世代・年齢間を転移する法費者行動の変容をどのように鋭現すればいいのか、と t寸問題を、

そのような渚費者行動の変化をまみ告す襲爵について各撞ニ次データを展望し、並行して、

ベイズ型コウホート分析で得られた 3効果の分離結果に基づき、定豪的・定性的両方向から、

相互補完的解釈を進めることにする。

社会的諸興援の中で浪費を捉え直すとき、マグロ的にとらえられた消費者群である「大衆

(mass) IJ Iま時代によって異なる意味を付せられてきた。それが生産と消費が単に経済的

ニーズや効用の充足を E指すのみではなく、消費する鴻税や事実が消費者にもたらす反応に

注目が集められるようになってきたことが一因であることは、すでに第一章において文献展

望を行う中で述べた。たとえば、「価格が上昇すれば常擦が減少するj といっ fこような従来

の経済学で論理屡開可能であった命題2も、ノfブル経済の時期においてはその賊リでiまなく

むしろ値段の高い商品の需要が伸びたリするなど、人間の行動分析に露点、をEまかねば理解さ

れない事象が現われてきた。

そこで、マクロの消費活動状況を解釈するためめ、包括的な分析の必嬰牲を再びアピールし

んk、。本来ミクロの問題である家計の浪費者行動とマク U 的な経;表現象を解釈・説明するに

は問じような論理農開が可能な場合と不可能な場合がある。ミクロとマクロの鰐ではしばし

ば f合成の誤謬j と呼ばれるようなノミラドックスが生まれる。そこで近年、 このニ者をつな

ぐ定'性的な速いを捨象するので誌なし Cしろそれを強調することによって、従来未解決な

まま残されてきたマクロの経済現象を説嘆しようとする試みがなされるようになってきてい

る三本章においても、二次データを網羅することによって解釈の幡を本げることを狙って

弘、る。

弘、ま、私の手えには米露の写真誌"NationalGeographic'川[1960Jがある。日本の特

設'Japan:TheわくquisiteEnigma (日本:美しき謎)"が組まれておリ、 1960Jf当時の日本

の成紫が年棄に収められている。そこには、典型的な日本の風景である富士山や舞子の写真

のばかに、ある家挟が畳の部展で丸いちゃ.).台を囲み「おひっ」からご飯をよそって食べる

様子や、銭湯につかる人々、東京タワーの周辺にまだまだ低啓建造物しかない様子などがう

I r大衆jについては「一緒1:~、る多数の人間J (西部遁『大衆の病理~ NHKブ";'}ス、 1987年人「幾きにつけゑ Lき
につけ、特別な緩Eおから自分lこ価偵を見出すことなく、自分をくすべての人〉だと港、t，Lかもそのこどに後療を罪悪じな
、、で、自分で他人ど問じであるごとに喜びを感じるすべての人々のことであるJ(Ortega，J.， La rebeJion de las l路線概
1930.桑名一博訳『大衆の反逆』 白水社、 1985jf..)といった意味で語られている。

クロ総済教においては織法別曲線、予算制約式、スルツ宇一方程式などのキーワードどの減速で喜義務され、その場合

相対価絡が問題になる。マクロ緩済学?は一般物価水準ど総需要との関係、と Lて笑えられ、絶対級事喜が荷量震となる。
33気そ子和美 f ミクロのえ:}j どマクロの見方はどう違うかIr経済セミナ-~ No.4守守Jur写e，I守%ま子。
4 Natlonal Geographlc Vol.l 18，No.6 I守るO‘
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っされている。その一方、カメラなどの精寄機械の組み立て工場や造船の現場の様子、銀農

のネオン街なども写されてお 1)、古いものと新い、ものが混産する高度経;完成長期の日本の

が拠えられている。 37年前の日本の姿は、今日の日本の姿とは一見まったく異なる様梧

をヌ与している。 しかし現主主にいたるまでの消費生活の変化を追う過程で、各時代において発

生する生活実感は、定期的に調査される消費経済の動向や国民の意識調査などに反映されん

数銭的データのみに依拠して分析できるものではなL、。ある家計において「なぜテレビを購

入したのかj とL寸疑問に対 Lては、その家計の所得の上昇や製品単価の下落、「放送され

るテレピ番組をみた¥¥ Jと丸、う欲望が購買動機となったことが前提とされるが、それ以外に

も f隣近所の麗根にどんどんアンテナが立ったのを見て焦ったJといった直接デ…タに反映

されない動機が沈んでいる。そこで、各時代の各家計の年代別の生活実感を知るために、そ

の時式、時iJ(.1こ語られた発言をテクストとして、そこから埼費支出に関する意識や反応、を解

釈するといった手法も録せて取り入れてゆく。

第2節分析持組み

前章で持られたベイズ主主コウホート実証分析の結果のうち、まず時代効果、年齢効果、世

代効果それぞれの動きを観察、最小鵠と最大鵠を詑較しエポックとなるような時点を特定す

ると、時代効果でみると Iqgg年および Iqq3年、世代効薬で昭和 10年代出窓および昭和 30

年代出生であることがわかった。また、年齢効果でみると必識的支主主は世帯人糞の増域と整

合的に増減するが、中に乳幼児や高齢者の喜義が主主唆される年齢荘準や年齢的な噌好の変化

に影響される特徴的な支出項目の存盗が認められた。それぞれの浪費支出項認について、な

ぜその(年齢、時代、世代の)効果に落差の大小が発生 Lたのかを考察するにあた 1)、時系

列的に沿ってシナリオ化することによリ支出壊闘の援金きを通経的に捉えるごとができるであ

ろう。

前述の通 i人昭和 10 年代(~見J 熟年J世代)および 30年代(新人類}の出生世代がそれま

での日本人の生活に大きな生活様式の変化を経験したであることが予測できる。この二つの

世代はその後に続〈昭和 20年代(間塊世代)ιよび幼年代(罰塊ジュニア世代}出生世代

と向様、親子関慌を結ぶ世代でもある。現J熟年J世代の家計の消費支出の動きはその子挟で

ある新人類世イミピ無関併、iこは語れないことになる。まずは現「熟年J世代が 20オ代iこなリ世

帯を持つ昭和 30年頃からを中心にその生活を追ってゆくことにする。シナリオ化する分析

視角と Lて f経済的背景と収入構造j及び「モノの消費をとおして生活がどのように変容し

ていったのかjといった解釈に叢点を護き、ニ次データを展望することと並行して分析を進

めるごとにする。そして、それら解釈結果が年齢・時代・世代効果へどのような第響を与え、

それぞれの効果れ藤長化させられたのれその構造的なドライパーを検証してゆく。
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1. 社会位相と消費位相の変化

①聞和30年代(1955年.....1965年頃)<現「現『熟年J世代J20歳代>

(1)時代的変化要因の概略

昭和 30年代を社会や消費の変化要因を展望すると、以下のようになる。第一に、都市に人

口が集中するとともに核家族化が進展し、一世帯の中に生活価値観の異なる世代数が減リ、結

果的に居住空間や食生活の欧風化を促したことである。第二に、家計の購買力が高まリ、自動

車や重家電など耐久消費財の標準化が進んだことである。モータリゼーションの発達による

買物出向形態の変化や電気冷蔵庫の普及は食料品の購入方法に影響を与え、食の内容にまで

影響を与えた。第三に、当時、入居者の世帯主年齢f20歳---30歳Jが86%を占めていた「団地族J

とk、う準拠集団においては「デモンス卜レーション効果」の相互作用によリ、生活様式の変

化や耐久消費財の購入が団地内外でいっそう促進されたことが指摘される。

(2)都市化に伴う生活変化

松野 [1996J5によれば、「都市化」の概念とは「ヒ卜の移動J(人口の移動)、「モノの

移動J(施設・資本・情報の移動)、「生活の革新J(農村的生活様式の革新=都市的生活様

式への移行)を基本的な特徴としておリ、都市人口(市部人口)が農村人口(郡部人口)

より比較的優位の状態となり、都市的生活様式が浸透してゆく過程のことを言う。昭和20

年当時の市部人口の割合は 27.8%であったが、昭和 30年には 56.1%になリ、さらに昭和

45年には72.1%と、都市人口は増加の一途を辿った60

(図表2)家族形砲の割合
合割白人部市都褒図(ま

)
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19曲
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1980 

o 
，~<& ，~-& ，~~ ，J> ，.，<19 ，，，~ ，.，f> ~tr 

(年} 1965 

，..。

平成7年度『国民生活白書Jp.20 島，0也 20首 40也 60首 80首 1OO~描

また、鉄鋼、自動車、合成繊維、合成樹脂などの重化学工業育成を政策目標とした産業構

造の高度化が図られ、昭和 40年時点での産業別就業者割合7は第一次産業 24.7%第二次

産業 31.5%第三次産業 43.7%へ変化した。すなわち、就業者の 7割を占める雇用者の所

5松野弘「第7章地域社会の変容と形成J(寿里茂・桜井洋・北淳裕編『ライフスタイルと社会構造JI 日本評論社、 1996
年。)

6建設省都市局編 W90年代の地方都市ビジョン』ぎょうせ、、、 1992年。(出典:松野刷d.)
7総務庁統計局『国勢調査』
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得1;1:賃金ないし給与5ということがわかる。戦前までiま就業者の半分が農民であ 1)、震村の

察関が都市労縁者の過剰を生み、それによリ都市労働者の黄詔をもたらすと k寸効果を有

していた。このような所持の分艶講造拭一般法費者の可処す所持を抑制 L、消費財市場の

発壊を鐙害Lていた{治悪口997]勺。 1970:t千代半ば以降、労掛過剰経済から労働不足経

法へ転換することによって賃金格差が縮小し所得の平準化が進んだが、とくに高度経済

成長期での製造業の雇罵吸収力は大きし 1955年，....，1970年の 15年間に 664万人の就業

者の増加があった。また、第三次産業に従事する者は 1950年以降一貫して増加、雇用語

で 70年代半ばには 5割を超えた。さらに高度般消成長の直中にあって所得倍増計画iこ従

L¥関民所持iま著い、上昇を見せ、昭和 35.tfの時点で昭和 21年の終戦車後から実質 3，5

情(一人当た 1)2，9倍)となった。戦後働き出した戦前生まれの世{えである現.rシルノ¥-
前半世代JおよびE見I熟年j世代は、 ω歳代前半iこは初代前半の 4倍の実質賃金を得るこ
とができた(図表 )。このことが企業iこ対する求心力を高め、[会社人爵j的な行動様式を

み出す擦問になったと考えられているit

制加。
{閣議3河ウオミ叩トE揮にJtた実質賃金(J)事事び率

{覇軍署員射コウ構内ト携に罵たま亭揖労働力感
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摘料総務庁『労働力側責fJ
劇院平成7年111闘t車銭湯白書Jp.93

平成?年IIrllIi!量罰器商務J..71

またこうした夫のサラリーマン化によって妻の労働力としての役割が簿れ、生産機能と L

ての家族の役客1]は弱くなっと110 有業世帯人員のベイス型コウホ…ト分析を見ると、世代効

果において世帯主が大正5年(1引6年)から昭和同年(1940年)車生の世帯でマイナスにな

っておリ、この世代の専業主婦化がすすんだと考えられるに

女性の労働力率をコウホート別に見ると、家是に入るお，....，29患で誉会動会率が儀〈なる M

字型曲線の主主が最も深くなっているのは 1940年~将年出ま〈唱和 15---24年ま)であ 1)， 

易 4

8給与とは専門署員、技術的草案策1:従事-tるか、事務的あるいは販売約機量産iこ従事するホワイトカラーな札、しは曜査員婦と呼

ばれる人々に支払われるもの、賃金どは宅建業係r，の労働者{フルーカラー)jこ支払われるもの
q j通尾恭一 f日本裂マーケテ 4ングq)1f索と特質JIrマーケテイングジャーナIvJlNo.63 1997 ~手。
10経済企重量tT緩 平成?年波紋 f領主主2主治白容2
11 配偶者や{患のt苦手善人糞の就業参加の粂滋分寺?ではDouglas[1934]が先駆的であり、彼1;1:1919 ~干の米関 41 都市に1.;、、て
世帯主と士皆殺人員が就業サ参加ナる喜悪感について(J)成人男子の労働力率は所得と無関係、(2)中年女子の労働力不1;1:所得と

負のき湾問がある、と、サ緩毒素淡襲。jを発見した。お本においても宥沢[195品]が 1954~干の『家計繍資』を ~I: 肉様の結泉を B置

き悉LJダグラス指導fi尺の法長むとやiまれて k崎。
12トiersch& Stratton[ 1 9守'4]1立、人的資本論ヒゲーム理論を基に、 1979 年~87 年に波るデ…タを用、、て、家宅事 iこ費やす時間

愛と夫妻善問分業について爽銃分析を行った。総系1;1:、(j)夫の市場労働所得が多、、11ど夫1;1:家事時間を少なくする、(2)火の家

事時間が少ないのは自分の労働時間が多、、から、ゆ奏の家事時間は夫の労働時間が長、、11ど多、¥(4)夫の家理事待問1;1:着患の

労働時間が長〈ても関係ない、 (5)務の語Ii'*!を I;I:~の家事労働時間を減少させる、 (6)6 歳以下の幼児がいても火の君主主事労働待
問には無関係、(7)古い価f海銀の火(1950.lf以前生まれ)1;1:家事時間割合が少な、、このことは緩い世代が滋えれば状況が変わ
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コウネ…ト分析の結果と1111一致した九年齢効果をみると、世帯主年齢紛議以降有業世帯

人翼がプラスiこ転とている。これは世帯主の配偶者である女性が、 ω成以降末子が就学年
齢に遣し、持らかの仕事を再開する時期ピ考えられる。

j書費講迭の変化{名目ベース)に関して(閲表日、まず衣食住など必需的支出についてみる

と、エンゲル様、数(食料品購入ピタト食)は 19何年には 63.0%であったものが 1965~に誌 38.1%、

1995 ~Iこはお.7%に減少 L ているJ被服関連費j も 10.3滋 1947 年)から 1 1.6克行 965 年〉と激

増したのち 6.1%へ割合を下げている。しかしf住護費Jr光熱・水道費jを合わせた住関連費で
は6.3%(1947j子}から 9.2%(1965年)、 12.5恕1995年)に錯増Lてきた。住関連費の割合増加は、

家定の鏡花の促進による光熱・水道清費の拡大、球環境の改善などを反映していると思われ

るゑえ物婚よ昇率が俸の費自に比べ高かったことも影響Lている01980年以降のベイズ型コ

ウホート分析結果を見ても、住者関連費の時代効果はプラス方向へ漸増している。

また、[交i遭遇措費J14、「教育費j、f教勢娯楽費J15、[交際費Jなどの[その他埼費jとk、

った選択的な費闘への支出が増え、消費の高度fじが摺られたことがわかる。比較可能な 1963

年(昭和 38~)以降で見ると 16J 交通過諸費j の挺合は 3.3%(1963 年}から 1o.OO/o( 1995 j手〉と約
3倍になった。その内訳を見ると電車震やパス代なと"をさすf交通費JIま2%前後で按移してい

るカヘf自動車等閑犠費Jは0.8%台963年)から 5.7克(1995年)へJ通告費JIま0.5%(1963 ~)から

2.1%(1995年)へと上昇しているJ教育費JIま3政宗門63年}から 4.'JU/o( 1 995年日教養娯楽費j

も 7.2%台 963~)から 9.6招待95 年)へ上昇 L ており、とく iゴ教養娯楽サービスj は 2.8%(1963

年)から一貫してよ昇、 1995年にli5.3%となった。

しかしこれら選択的支出をベイズ型コウホート分析で分解すると、たとえliT自動車等隣

掻費jでは 1980~以降時代効果が全くみられず、むしろコウホ…ト効果の欝響が大きいなど

の観測結果を得た。かつて Maslow[1943]17は欲求段階鋭の中で、生理的欲求から、安全欲求、

所属と愛情の故求、尊敬の敏求、島己実現の紋求へと高次の生活欲求の充是とそのターゲッ

トの段階的移行と高度化(それぞれが前段階の充足を饗する)を指脅することを強調したが、

それに応ずる生活の{海域充足は棺豆捷連会守iこ社会状況によって変北し、マクロレベルでjもた

場合、営に造線的に義変fとするわけではな弘、寿窓口996J181ま、[弘、かなるライフスタイル

を選択するかは、曜かに繍人の問題であるが、日常における生活設計についてその実現手段

ることを示唆する{議採[1守守8])。
13 華昔、井・よ華子[1判引によれば、1973.i!'-(昭和48年)は女性史のよでも専業三五世帯{とがもっとも進んだ函織的な転換点であ
るとしJ家父長制の下で女性が緩うリブωダグティブな方の私領域を搾取しその害事買えのもとにプロダタティブな公領島氏
において安い賃金でも労働供給が澗沢iこ被告主てもきた点は、都市と農村iこ機器主的てよ滋いがあり農村の安、、賃金を象11脅する彩
での余剰価値を生み出すことと同様lこ、去を3毒性がうまくミッグスした時代と"tぃ換えることが?きるムと議事長Lた。劣後の
産業労働が余剰価舗を生み出すという考えは、その管後にある鋳造的遣を業がさ主Jらt起しているだけ?ふって、王手功賃金制度な

どを確立することによって私領主誌を安定さぜ、戦後f母ちゃんが織かずにすむ愛会を父ちゃんにjと、寸労働運動の代表的
スローガンiこ見られるように、家父長制と資本主義主が結びついていた、と玄裂をLている。
l'f交通JJ自動車毒事関係費j、f没後j
15 r教養娯楽局総久財j、f教養娯楽殿，fr，JJ教養娯楽サーピスj
16 Ii'家討議査Jl1ま内総与7fllこ拡大改;Eが行われた為、現行ベース?の迫撃lAliI守63j手分ま-tLか存在しない。
17 
Maslowけ.， "ATheoryofけυmanMotlvation"， Psychologicaf Revie.や;Vol.l.50，1943. 
18要事選茨 f第 i掌 ライフスタイルと社会機i義J(翼手翠・北淳・桜井、『ライフスタイルど社会機途J、日本評論社、 l守%
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と述べ、ライフ多くの人聞にとって不可能である。」

個人のおかれた一定の時代と社会における生活の営みにおいて多数者が適合せ

ざるをえないような社会的拘束性のもとにあリ、そこでは日常性におけるわれわれの

と回路と k、う枠組みを無視することは、

スタイルは、

「標準

「生き方」の pfターン

このことは「時代効果Jあ

的生活様式j とLて、その生活を通底 L一定の範囲の公分母を課する

をも意味Lており、それは現代の社会構造の一部でもある、と Llこo

るいはそれが有意ではないに Lても「時代的な影響Jによる消費の変容を意味 Lていると考え

「ライフスタイル」について寿里は、「狭義において個人の「生き方」を意味

するなら・ー(中略)・・・7卜生的な状況に依って規定される側面と、個人が生きる過程のうちで、

その実現をより意識的に設計 L、

られる。

その一方で、

そのため

にタ卜生する状況のさまざまな部分との摩擦・緊張・対抗・適合てよどを経て表出される。

さまざまな出来事を通じる生活体験の蓄積と淘汰を経て変化 Lつつ、次第に

日常生活における基本的時間と空間と関係の領域一労働生活・レジ

ライ

プログラム{ヒ L、積極的にある価値を選び取り、

フスタイル(i、

彼の存在の一部とな IJ、

ャー・家族・地域社会・自発的に形成される社会関係に表出される。J

すなわち「年齢効果Jr世代効果jによる消費の変容を意味 Lていると考えた。そ Lてこれらの

効果の影響によって、マクロ的な消費構造の変化が表出きれるのである。

これはとLてL、る。

(図表 5)消費支出構成の変化

圃その他

・*通過信

口保値E証桜費

・4量聾眠it:費
回敏育費

.値凪履き物

ロ*民~車用品

目先鵬・水通貨

・住届費

ロ歯科費

1∞‘ 

a師

dO'lo 

40‘ 

20、

R
M
O
 

直

度
当
年
乱

2

7

，
z
 

成

淫

停

泊
T
h
μ一凶ν

・

H
H
H
H
M
 

H
H
H
H』
円

a
a
F

目
H
H
U

H
H
H
H
U
F
a
@
-

M
H
H
U
 

M
M
H
U
a
司
@
-

MnHHHU 

M
H
H
且

h
E
W
F

川
山
白
書
戸

川
山

2
2

N
H
H
U
 

川
判
H
U
F
司
@
-

川叫
H

回
目

H
H
u
a
h
@戸

開
H
H且

間
山
h
h
@戸

H
H
H
R空

ーM
H
H
U
E
巴
@
-

M
M
H且ー
出
F
h
s

M
2
2
 

且且

h
e
@
-

u
 

u

g

E

 

U
 
u

g

a

F

 

』且

石

E

U
 
川

g
a
-

U
ト
町

E

U
 

且

的

山

町

m=

u
 

且

門

的

E

山
-
町

E

H
M
 
H
a
e
-
-
a
-

H
岨副
』
戸

-wa-

師

「者F市fヒJによる$!I"Lぃライフスタイルの

その社会的性格を分析 Lている。昭和 35年 3月末で団

地に住んて..¥ 、る人は約 100万人、世帯主の年齢構成は 20代と 30代のものが 86%を占めて

一般の世帯のそれが 31%にとどまるのに対 Lて顕著な差異が見られた。世帯人員数

ところで、昭和 35年の『国民生活白書』では、

をとりあげ、「団地族」現れと Lて

おIJ、

および夫婦に 11歳未満の子供は 3.5人で一般の 4.6人より小き〈、その家族型も夫婦のみ、
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のあるものが主体をな L ていた叱つまり思議挨iま現f シル J"~-J世代議半から現f熟年j世代

が主な器住者であり、その家挨は f平成ニュ…ファミリ一世代j以時の子供で構成される核

家議であるといえる。また留地族にはサラリー-マンが多く高学授、高所得であったことがま日

銀されている〈図表6)(密表7)。

そして彼ら「団地挟Jl;l:当時の時代の先端であ!人団地載の生活に代表される生活ゑ三当時の

庶民が闘指した豊かさの具体化であった。そ Lて、この識かさを実現Lてゆく過程で、生活革

命がさh仏大東消費社会が形成されていった〈治思[199η〉。

(3)食の変容に関する文採

(調著えめをみると、穀類、芋類などの摂取量が大幅に減り、代わ IJIこ肉類・乳製品などの

動物投食品摂取愛が大きく伸び、この時ftlこ伝統的なお本の食卓の様子が変化Lてきたこ

とが街われる。

(顕著襲8)食品君事室JJ鍵取援のま手次推移

1納空病第!持穂積;n:1照男蕪f
数翼翼 米類 254.8 306.1 195.4 

lj、変類 71.0 64.8 86.9 
語辞績 268.5 37.8 62.5 

油脂類 1.1 156 17.9 

成績 41.6 71.2 65.9 

級事監笹野猿 95.6 50.2 81.6 

その他の野猿 206.3 199.1 180.6 

泉割足績 17.8 81.0 114.9 
海道事費留 3.2 6.9 5.5 
砂鎗聖誕 0.8 19.7 10.2 
餓時棄権好品 21.7 163.4 163.6 

魚介類 43.8 87.4 96.2 
肉緩 4.2 42.5 73.7 

壁書類 1.4 41.2 42.7 

撃レ経費重& 2.1 78.毒 13o.s 
苦悩岳IW4::~ 現監織慾 r!!m~信量ヨ1m軍包金量~ I 

出所:王手話~8~手緩嫁fP撃さ主白書館jp.83

Lかし、ある品器の時系列上で見た国民全体での摂取量の平均が増加していても、国民個々

人の頭取量が満過なく増えたとは限らなL、。たとえば、(図表 8)では魚介類はー粛して摂取量

が増加Lているが、ベイズ劉コウホート分析で魚介類に対する支出を 3効果iこ分離すると、

1980年以降時代効果ではむしろ魚介嫡への消費支出は減ってお止また世代婚果でも若いt詮

19国民生活白書、 PI 38 
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伐11ど議介類!こ対する支出が少なL、。つま'J、魚介類の摂取が増えたのは、世代効果と年齢効

果によるものであ i人古い世代が年をとることによって消費が増加 Lたと説明できる。

このように、時代と世代、年齢によって食卓はそれぞれに変化する。食の変窓はどのような

パスを描いて行われたのであろうか。昭和 35年の団地族についてみると、一般に比ベパン食

の普及率が高L、(関救助。パン食の定着は、若い世帯においては戦設の義務教育送動の一環

とLての給食活動によって、まず子供述の味覚に刷り込まれたことに負うところも大き L、
LかL、家族内に 3世代|司碕 Lていると、惜代による噂好の遣いが鮮明にあらわれる。下記

の最初の家棋のケ…スをみると、世帯主の年齢が悲しその当時の新Lぃ世代であっても、

古い世代と問器 Lていると総統的な食業活iこ拘束され、洋食などが取 1J入れにくいことがわ

かる。後者の家族の食生活のケ…スと比較すると、問時代iこ進褒Lた f按家族化JIま新Lい

食生活の取り入れをよりスムーズにさせたと考えられる。

. r..・貧しい食費中、4:2ドのや総代はたてもま華しいのでTが、みなの健癒を考えるとぜひほしくてその分を野菜の生産で

埋め合わせています。…輿iこはぬったに若手が泌ミません等ょいと傾く鯨i衣姿を.J!せず、たいてい安いソーセージ、まぐろ

フレークなどで代用します。……-jf留っているのは、銀主義煎の穣好の濃いです。塩焼さは交と祖母、パタ銭きは

子供にという患にうまくい〈献立は坊で、fといていどちらかが難儀しているのです。パン食を一回一鼠取り入れる問題も

局じ事、患い立ってから4‘S年ですがまだでき2ません。けれどいつ家でもこんな親子ではだめだとこの夏休みを儀会に

子供二人を題筏食にしその一食をパンにし涼した。マーガリン~1とっぷり3駐仏 t字紙、トマトなどでサラダ!こしてやると

太喜びです。こんなところから徐々 にパン食への滋が捌けたらと折ってい家す。Jく昭和34年徴帯主年齢制緩・

.32 議{現fシルバー』世代)長男 7 繊・姦女 3 議・次鍔 8 ヶ月(f平成ニ.1-']1~1)-J世代}視母72.と間庭編井県〉

.r較はパン食が多〈、牛乳、パタ。跨々 手作りのジャム‘野猿などです。御飯I:::a';>妹嶋汁の尽を侠み'*すが…J<昭和34

年世帯主年齢38歳・妻31越(現『シルバー』世代)長!s7繊・次第5織(r平成ニ.1-']1ミ1)寸機代}核家族京都府〉

• r主食は一月米約 10 九の他、パン、クラッカ一、ピスケット、オートミ…JI-等、 IJ、愛粉~使ってホットケ….::f.マフィンも

親食iこよく続きます。麺類も、そぱ、うどんをはじめ、マカロニ‘中筆喬変などもよく照います。…緑茶{あまりのみま

せん入総茶、コーヒー、ココアなど少々 ずつ…跨折サイダ一、どーん、クリスマス犠に洋獲を…本草食めまT.J 

〈昭和33年世帯主年齢38緩・妻32歳(現fシJI-I'¥-j世代〉子8i震(r平成ニユ四万約四j後代〉緩猿室長〉

・「主食iま朝はパンか媛額。題豊富iま洋食、中華昆にしてもいただきます。…ーヶ災の配給会長だと4分の1ほど幾りEますので

…ホワイトソース風のものをよく作りますが、バターは高いのでよ貨のマーガリンを湾ーポンドほど使います。ぞれから

ケチャッブとマヨネーズをよく使うので…J<昭和35童手権帯主年毒事26i重複糞24銭〈務f数年Jt設代)核家族〉

Lか L洋食への切り警えiままだ予葬の制約を受けたリ、当時のま嫌自身が洋食で育って

L、ない世代であるため食事への取 IJ入れかたなどがわからないという声もあった。

.[4 Jミまでは8穣おの額余をパンjこしていて、子供たちも好きなのですが‘パン食の知識に乏しいため、不経済でやめて

います。Jく総和35年後手存薬年齢配偶者年齢ともに30緩{漫『シルバーJ世代)長男7緩衝長女3織(r平成九四']1ミリ叶
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世代)核家族〉

居地荻について食料品の議入先に関してみると、「問地内のマーケットm舗」が最も多い
が;えいで・ 7都心デパートなどjが多く、ワンストップ・ショッピングの発展と買い物出向

嬰求水準の高変化が伺える。

(図表10)童書入先別支出割合(昭和34年7iU総鋭%)

回地内 御用欄 問機周辺 駅付紙 |都心子ハート もらいもの 不碗
可申守ヲト腐舗 マーケヲトl高舗 など 宙望E度

総領 22.7 2.5 6.4 5.3 52.8 6.5 3.8 

食料品 48.4 3.9 13.9 5.0 15.2 12.0 1.5 

家具什器 14.8 。‘2 3.1 1.9 77.6 2.4 0.1 

被鰻賛 5.8 4.0 2.5 9.3 61.4 12.7 4.5 

雑貨 11.3 2.0 3.1 8.4 64.9 1.4 8.8 

型車容書館生 34.2 8.4 16.2 10.7 19.8 6.1 1.6 

教義娯楽 7.0 0.7 1.7 29.2 52.7 1.6 7.1 

昭和35年f国民主主活白書jp:-l~f5
{日本住宅公隠f陸地内居住者の消費量生活実慾鱒変i部}

30 j手当時、地方のサラリーマン家棄でiままだ食料品を最寄1)購入することができ

ないところも多しそのため、塩鮭や乾物、 i糞物などが中心の食卓となり、越冬野菜を土

中iこ溜めた 1)、毎日時間をかけて買い物iこ出かけることとなっていた。また、1965年(昭

和 40年}時点では会器全世帯の電え冷蔵庫の普及率もまだ51. 4%20ヒ半数にすぎなかっ

た。

• r…食料識は 16九ほど離れた町から山道をもってきますので物価lま…般に高うどさ「い家すが、厳遊会社の生活境問組合

で魚題意向獲など後入れて安〈挙に入るようにして〈れました。秋の末には会役の総I援で、大様、にんじん、ゴボウ、ねぎなど

の越冬野3憶をー冬分自買ってニkの中に爆めております。 H ・H ・パンiま全然たペません。高〈て私どもの食べるものではありま

せん。…子供に牛机の…本ずつも飲ませたいのですが、これもできませんνっく器湾総34年 f錫人の友j 総務主ま手続

41歳配偶者持続(調fシルバーj世代)長男 13歳(屈塊世代)緩家族福禽県〉

・「冷厳蹴がないので、…灘間を肉、魚、野獲のaとわけ、その書震度織りに材料を家めます…しかし潔い絡に雲寺織がかかりま

す。」く昭和 38年 f錫人のai:Jt話事務去三年鈴32歳・豪29I量〈褒fシ)!.-/¥-j縫代}長男3歳・幾多t5ヶ月(r平成=::t-71;IJ-J

世代)綾京S集繕お〉

" 
その改昭和 40年代iこ入ると冷議療の普及が拡大し、このことが食料品の長期保存を可能

にした。さらにそ…タワゼ…ションの発達21で自動車によるまとめ貰いも可能となリ、食料

品の購入手ち態はこの時期iこ転換期を越えつつあったと言える。

• r魚肉類の買い物と繰り返しに例かよいこ[;iたがないかと考えておりましたところ、冷灘厳が出始め、2-3人の人から使って

20経済企通庁調査局「消費動向測量t洋戦J
21新車、中古車をあわせた策用S棋の唱普及第1;1:、昭和40年に 9.2%であったものれ 10$判長の昭和5O$fで41.2'弘昭和鉛年

には 67.49ふ平成7年では 8砂61こ速しん(平成ワ年度級 F消費動向調査年報.s) 
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よかったとの簡を聞き、昭和41年に独立冷蔵庫(52'Wを約三万円で買いました。…私にとっては食主主滋が針溺約になった

こと、貰い物の時間と労力が省かれたこと、不意の来客に重宝していること、肉療の小践しが便事章、など大変よかったという

絡5裂が出ました。…月に3回肉類の買い物に行きます。買う量寺院を入れて往復 1時間半かかる肢ですが…78分のg時を牛

綜織とりまぜて約4九貰ってきます。…急速冷濠をしてしまいます。』く昭和45若手 f婦人の友J機都議年自主・饗尊重量不続{務

『シルバーJ世代と思われる)子供二人(大学生と高校生)(問境)核家族〉

• r臼手書の雑貨、食料品は近所で何とか間に合いますが、大量Fな賞い物Iま毎湾関曙自に主人の獲で策いt討しに出かけます。

町のスーパーで一週間分の食料品、雑貨をあれもこれもと買い込むので…Jく昭和47年 f婦人のji;J従事務主年護者・秦年

齢ともに不続〉

(4)ディドロ強豪と生活合理化の追求

昭和 30年代当時、ま是fシルノミーj世代後半からま見J熟年j世代が中心となる団地挟は一般

の世帯に比べ常得水準、返す久諸費需の普及率ともに高〈、中には一般世帯の約ニ悼の普及

率に達 Lている樹久法費財もある〈語表 11)0 これら艇久消費黙の約半数が団地入雇後であ

る最近の一年に購入されていた。ごのき接持の部地の一般的な賭車 1)1ま六畳、四畳半に五畳

のダイニングキッチン、海室、水洗{更封、ふさい物援がついており、近代的な住屠にふさ

わLぃ近代的な生活への意識改革が行われたと5襲われる。国地生活iま庶民のあこがれであ

ったことは、 1963年度の東京都の公部賃貸悲鳴の応募鎗率が 58.1倍であったことからも

示されよう(橋本[1995J22) 0 

(1960年}
24.8 ミシン 79.2 71.4 
24.4 ラジオ? 事0.5 S242G tE 
18.3 トランジスタラジオ 22.5 
32.5 智駐気洗灘織 76.0 49.2 

調E気釜 56，0 25.1 
調t気冷蔵庫 20‘5 13，7 
惰気/ガス・ストーフ 63.2 37.1 
R露鼠根島 22.2 35.7 
テレピ 61.1 60.6 
官官事書 21.7 28.5 
カメラ 69.6 59.2 

F国民史認告白書J1960~芋 3.6 3.8 
ハピアノ 1β 3.1 

こう Lたー遣のf団地的生活jの形成には、McCracken[1988]23のL、う、「ディド.ロ効果jの

強制力が鋤いたと考えられるJ財の窓味は、その黙のシステムにおける位置と、この財シス

テムと文先カテゴリ…システムどの関係、から生じるjとすれば、団地族による耐久消費財の

購入は、文化意味的に共鳴しあうf講造的等縞物Jであったことになる。榔里の田舎では丸い

ちゃぷ舎でむびつからごはんをよそう舘統的な食事形懇であったものが、都合の団地にお

22橋本寿朗 F戦後の臼本経済J 滋波議1室、 19951子。
23 /bid. 
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24 

k、てはテーブルについて霊気釜からごはんをよそう、という講間へと変化した。団地位まい

と議々の縦久議費財との模援liJ高震に一貫性のある統一化・補完効果(石井[1993]24)Jが

鍛いた結果であったと考えられる。

また、このを詮代iま生活の改善、合理化、近代化を追求 Lた最初の世代であるo ベイズ製

コウホ…ト分析の世代効果の動きをえても、

合昭和 10年代出生世代iまr家麗用耐久財Jの支出が他の世代に比べて最も多い、

金f臨動車関係饗jの支出が昭和 16年出生世代以降マイナスからプラスに移行、

金f生地糸類jへの支出が昭和 10年代出生世代以降、プラスからマイナスへ移行(窺製臆の購入〉

@r外食費jへの支出が昭和 16年出生世代以降マイナスからプラスに移行

と弘、う特徴的な動きをJt1:tt:。

さらに、近代的で合斑的な都市型ライフスタイルへの変換や、その追求のための道具と

Lての耐久消費財の購入は、特に問地と k、う準拠集担の中で、他の世帯の生活用式を身近

に観察して入品みを闘指し、消費意欲を刺激しあう f他人指向jや fデモンストレーショ

ン効果J25が相互に作用したと考えられる。消費者{ムパッケージ{とされた高品群26の護持

とk寸消費指向の支配下iこ護かれ、消費の絶和が拡数するにつれ麗畏生活全捧を標準化し

ていった。犬田[1996J27は、 a本での 60年代の f人並み浪費jの意味について f他人

をどう評価し付き合うかの諮安を失L¥なにより脅分自身の詩髄の基準を失った臼本人は、

手っ取り早〈可視性の高いそノの浪費を f人主主みjかどうかの判断基準iこしたのである。

それが日本人の中流意識 9割どいうお話になる。…{中議長)…畠分がピう L寸人間かを本

すことは容易ではな弘、外掛からの可読殺の惑い諸費生活様式はこの点で役に立つ。生活

水準の誇示がその機能を果fとしている。…{中略)…そして高いま活水準は、それを維持

してゆくのに必要な資源を擁達する力、高い能力を個人として持っていることを示してい

る。j と解説して弘、る。

• r・2・集嘗アパートに入居できました。新築なので便利にで泰司:おり、爆心地よくしておりましたのもつかの問、周囲が皆高給

サラリーマンばかりなので、あちらの家にテレどのアンテナが立ったと思うと、…ヶ月足らずのうちにまたこちらに一軒、忘れ

た漢にまた一軒といつの照にやらあちこちにアンテナが立っているありdi主なので、子供がテレビがないのはうちだけにな

るのじゃないかとしきりに心配しております。調停備を隠しましたら小学悠の議第は納得したのですが、幼い長女はやはり見た

がっておりますので‘詩々お棋でみせていたEいていますが、磁の痛い問随1:"9.j く昭和35年「婦人の友j従事停1:..饗

Ibld. 

25 1"デモンストレーシヨン効果」などの用語説明については第 l傘の文献再建笈を多様された弘、

2色丹治詰Irle:!r正i95u]i.i.こθょう iこ様準{じされた消費品目のセットを「スタンダード ..1.(γケ♂ージ(standardρack足並ge)Jζ啄
んだ地1 こう L た商品の出現は、消費活動が消費されるそノの持つ機能性とえ寸倹用偽緩め~~てるはなく、社会的綴応の王手
段と Lて行われるような他人志向型社会の到来を意味していたリ
27 
犬田充『超消費社会一戦後50年のさまよう欲望と行動』 中央経済社、 19<16杯。
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共!こ年齢30員長〈現fシJレバーj鍛代)長男 7歳・長女3歳(r平成工:1-77ミ1)吋縫代)被猿篠〉

②間和40年代暇(1966年-1975年頃)<現f熟年j世代30織代、新人難按代誕生>

(t)時代的変化袈閣の概略

昭和幼年代を特徴づけるできごとと Lて、まず第一iこれ、ざなぎ索ゑjがあげられよう。

昭和40年代は f撲連不況刊で募をあけ、政宥iまはじめて赤字爵績の発行に踏み切ることと

なった。しかしすぐに昭和 40年 11flから 45年ワ尭まで 5ワヶ拷問にも及、l'r ¥、ざなぎ景
気jが到来した。

経溝成長の嬰自分析としてはむenisonand Chung[l976J2'1による方法が知られている。経

済成長を資本・労働といっ土生産襲来の投入によるものと、それ以外の残余の成長率(TFP成

長率)/二分け、その残余部分をさらに分解している。 Lかし、(図表!のを見ると、約 45%が生産

要素投入の伸びによって説明されている。

六一11ン
語審夜警
生産要紫の{ゆぴ湾
労働投入

雇用
労働鍔際

年童書役殿様成変化
教奮

その勉

資本投入

残余波長務

知織の進歩

資源配分のa民事器
規模の経済性

E料:0制 Isonand Chung【1976
出所:/J、浜・渡辺‘1996年。より餓粋

44 
21.01 
12.9 
2.4 
1.6 
3ω9 
0.2 
23.8 
55.2 
22.4 
10.8 
22.0 

小浜・渡辺[1996J3Oは、成長の要因分析については、一つの目安を恭す分輯ざ法であ止要霞

分析の方法・考え方や要素シェアのイ設定によって結果が大きく変わってくることに法意を便

した。さらに、f数字で表すことのできない部分に経済学の本当のおもしろさがあるのかも L

れな弘、jとし経溝発展における社会的能力と人的要景iこ関する実例(戦後の学校教官と企業

内教脊・訓練)1こ集点を当てた考察を行っている。

一方で、大量生産、大量清費が議惑をきわめ、 1950年代iこは「三雄の神器」と咋ばれるテ

レゼ、法?養護、冷議産、 1960年代にiまr3CJと噂ばれる力一、クーラ一、カラーテレピが

28昭和41年度の経済白書によると、 rtf庫調書告を始発点どする続期循境的性格と、昭和35-36~手のプーム iこ対する反
動と丸、う中期的な性格、あるいは経済の成長遇税でおきた労働力過剰から労働力不足への転換といった矯i銭的な変化に貢を

する不調書患者手が箆なった被合的な性格を持っているJtしている。

29 Denlson，EとF.andChung， W.K， 5∞nomic Growth and Its Sourc抗 InHugh P. and Rosovsky，トi.eds.Asi舵 75入品安W
G伽 tサわwthθJapaneseEconomy外わ'rkS，Wi抑制ngtonD.C.，: T憎ま3rookinglr成立usion，1976後発久ま襲撃主義走行〆7
のe人・臼本』 日本経済新聞社、 1978Sfo} 
30 lbid. 
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清費ブームとなった。尉久消費財の普及の背景には所樽の上昇とともに製品価絡の相対的な

逸下が鱗買力を高めたことがある。(図表 13)は乗用車にみる一例である。

(図表13)TOYOTAカロ…ラの侮椅推移と根対価格

童手 月 モデル/t.f:機 排気量(cc) 縮織(A) 環金給与月額(8) ム/お

1966 10スタンダ…ド 1，077 432，000 40，510 10.7 

1968 41SL 1.100 557，0∞ 52，699 10.6 

1970 長λタシダード之tごy 1之00 431$，500 11.447 ts.1 
1974 4スタンダ…ド2ドア 1，2∞ 581，0∞ 146，464 4.0 

1979 3スタンダ…ド2ドア 1，300 718，000 227，753 3.2 

1983 51DX4ドア 1.300 863，000 279.106 3.1 

1987 5カスタムDX4ドア 1，300 883，000 313，170 2.8 

1991 61DX4ドア 1，300 898，000 368，012 2.4 

11、浜絡久・渡辺真知子『戦後日本緩演の50年土日本務鎗投‘1事96年。P.35

また、本格的な地価の高雄期を前iこ、樹久消費財の所宥と問感覚で持ち家志向が高まった。

しかし地コぎでは、「使い捨て時代Jrメ…カ…による議費者の誘導jへの批判もあった。
第二iこ、 f毘塊の世代jが活費者のボリュームとして注器を集めはどめた。 1965if.に印

象人口誌 250万人、 17最は 244万人、 16識は 237万人と推定ざれ、新い、消費者として想

定された 15"""'24議までの年齢グル…プは総人口の約 20.3%にものぼった。彼らの成後と共

に、既成服や家電、自動車なとやの市場が飛躍的に拡大した。消費!こ対する古い{遺構観江欝約

は美徳J)ヒ若者による新い、価儲観(r消費は美徳J)が交錯した時代であった。
第五に、レジャー・ブームが挙げられる。唱和 45年iこ大裁で関穫された f万麗博覧会JIこ

向けて高逃避路、地下鉄、盟捺2主導等の繋鳴が進み、題誌のこ人に一人に当たる 6.422万人

が訪れた。

一方、後半は始年から 50年まで高度成長の矛盾が吹き出す大戦換期となる。それらは、

ドル・ショッグ、狂乱物晒31、第一次お油危機に代表される。また3重化学工業の進展に搾い

自然環境の破壊が各地で行われ、全閣で公害問題が表面化、島動車の普及は多くの交通事欽

者を出した。さらに実主Lない「もの不足jにあおられたトイレットペ…ぺ一、合成洗類、

砂糖、灯油などの f箕いだめ騒ぎjが起こ弘法費者の心理的動識をさそった。特i二、開地核

を代表とする現f熟年J・現fシルパーj世代は生活妨葡志向を動機とする日常的な消費行動の

延長と Lて買いだめを行った。

(2)大量調費時代の到来
A ， 

昭和 49年の国民生活台書によると、昭和26浮からめ年までの実繋法賛成長率は 2.7惜

であリ、昭和35if.と昭和46年を比較して品関別実箕消費額が2f吾以上を達成した品目が数

多くあった。間態民主主活古書で誌、これら実質消費額が 2培以ょになった品闘を再分類する

と合穀類、急、野家iこ代わる肉類、乳卵、高級淵など欧米型副食品や噌時品の高級化への代

替品目、命家事用電化製品、調理済み食品、自動車など生活の合理化や快適性を高める品呂、

31 
消費者物価の動きをJtるど昭和 4ワ王子、~内の景気料護史家を守護更に寺舎を掻上昇率iま高水準にあった#ヘ器喜ゐ4，g j子第一次

石油危機から昭和54王子の第二次，f.i治危機までは、狂乱物綴ど呼ばれる箸Lい物俸のよ昇をみた。
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@テレビ、既成服、化粧品、レジャー用品などお Lゃれやファッション、娯楽に関わる品弱、

に分かれるといこれらの商品がすべてマスコミ広告にきわめて強く依存している商品であ

ることを指摘している(鴎表 14)。

{関袋14)4緩体業種別広告.(昭和47年)

昔前鴎 鎗誌 ラジオ

ー

首

1.267.11 169.1 525.777 97.3 215.369 88.6 385.172 則。

1.012.41 100.5 1.619.440 98.4 2.621.989 103.1 9.ω2.547 101.5 
1144 8，19日昌司 9島高 454010 8111 1 140 ?s? 曲?? ?，611，899 95，5 
81.2 6.812.55 104，3 370.856 123.4 2.091.350 105.1 2.122.986 113.6 
幸1.5 4.914.46 83.1 415.146 108.8 351.事42 80.1 815.030 123.4 

2轟5.<151.9皐 103.4 3.759.30 .91.9 1.685.273 鈎 5 112.816 83，3 620.906 105.5 
44.2事1.23 118.4 131.33 108.2 121.211 89.6 156.611 96.0 126.690 135.3 
71.0尋5.51 量告。告 4.629.33 90.3 421.021 95.5 269.206 83.6 1.143.965 112.3 
236，'毒12.轟轟 105.4 5.1151.19 116.4 1.531.171 7皐1 126，344 85.3 1.221.123 124.01 
1塞1.934.68 事6.6 3，219.05 102.0 2.387.502 91，0 472.紛4 100.3 515.512 103.2 

115.3 4.343.11 108，9 439.131 13事.5 S告1.119 91.4 1.949.969 121.5 
245.00告.65 114.5 4.1164.31 114.9 311.639 245.7 619.546 141.1 1.161.580 155.3 

1皐3.5 1.352，26 111.8 442.354 10事7 215.1幸容 94.9 自由自.142 '91.0 
111.6 吾参告書0.71 106.6 352.253 100.1 主告書.294 91.2 260.905 136.1 
105.3 5.611.04 99.2 1.306.291 108.0 614.511 105.0 3.175.437 111.3 
105，6 9.118.62 9l.7 邑251.314 106.7 10器S 518.161 99.4 
1112，S 75.0ま註36 100.哲 1韓.1υ7.語。1 1也弘.u 101.1 26.詩0.624 108.8 

r.通量 広告骨量事事韓 73.!1 P，285 

すなわち、家電メーカ一、自動車メーカ…、北粧品・薬品・洗翼手iを含じ北学工業品メーカ

一、乳製品・ビール・菓子等を中心とする食品メーカーなどである。また、ごれら製造企業

のほとんどが流通系列化を推し進めていたこと拭逸話に嬢する。治議 [1997J32(まこの時期

の臼本の;育費者を「未熟だが関心の高い消費者j と表現し先。その意味について池還は、「ア

メリカ型生活用式を実現して L、くよで必要な諸費生活は、明らかに従来から我が躍にあった

伝統的な消費生活とは異なるものであった。そのため多くの渚費者iまこの新しいタイプの活

費生活に関する情報を十分には蓄積していなt、また、かつて我が爵iこなかった浪費生活だ

けに、それに関する情報は親の世代からも受け継がれないし期践の人々からも鎮単には得

られない。…その結果、一方の世代から他方の世代へ情報が舘速されるというのではなく、

11とんどの消費者が同時に新たな生活様式へ向かつて新たな学留を余犠なくされたのであっ

た。Jとしこれら消費者のリスク回避行動としてくP企業忠向ないし企業名プランド志向、
母想起集合へのこだわ i人を挙げている。そして、これらf米熟だが関心の高い諸費者jに対

して、企業による流通系列化(による械奨販売)、情頼のプランドと Lての企業名ブランドの

強調、製品を含めた肉質的マーケテイング、連続的製品投入等がなされ白本型マーケティン

グの特糞を彩成するに.:i.ったとしているo

Lかし、こうしたマ…ケティング方法の成功は、耐久消費財の早期買い替え33へのメーカ

ー械の誘導、過剰機能、過剰也栽など「無駄j と批判される部分も含んでいた。また、捜索jさ

32 Ibid. 

33 B喜和ヰ守主手当証寺の磁民主主滋~ンタ… f縦久消費燃の突い替え理由及び修理状況』では、「既存Jもが故隊 L たわけではな
いのに新綬ふと笑い換えたjど弘、う件数が、ミシン 57，1%、冷綾療 53，3%、洗濯機26，7%、掃除機 23.3%と高い比率を占
めていた。
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を追い求める一方で加ヱ食品、外食34、{吏い捨て法耗品などの購入に fうしろめたさJが残

っている時代でもあった。山喝 [1984J351まf古くから、:清毒費と L

ドニズム}の理建がまつ;はまつてゐて、さらiにこ、 この，決楽主義があら f幼力る不i道蓮徳と問義諸であ

つたと t

詣f化ヒできないt世詮代の葛藤を説明している。

• r..!営々はつい霊祭室長ゆで街へ出かけて食事をする回数が多〈なり、外食費がかさみました。来年iま“つまらない外食"をしない
こと後家族ゆで約束しました。…釘にもいろいろな食品があふれているこの頃ですが、…食生活に手作りは欠かせない

ものだと懸っていEますJ<昭和49年 f嫌人の友』世帯主・婁40歳代〈現fシルバー』世代)長女 13il.長男8歳(新人類

滋代>>

• r毒事.!Ië~告発って外へtおられない母親iま家で内臓をしますが…食事作りもいい加減になり…高い値段のインスタントものを食

べているという金活が多いのです。J<昭和初年f婦人の友』世帯主・婁共に年齢不明〉

• r衣食後が…段請書すればやがてはもっと高い水準の文化を要求するようになり、そのために費用を使いたいという心袴ちが

起こるのがき話然ですから、今3まで筋量院に考えていた雑貨というものが‘非常な軍事いで膨らんでい〈傾向にある。…台所で布

rtの代わりに使う紙や手ふき紙がこのごろずいぶん売り出されております。弘たちの生活として手間を省くためにそういう

紙をなるべく使うようにした方がいいのか。…家騰のずみずみまで高度経済成長が浸透すれば‘紙ぐらい何ともないと言え

ばいえるんでしょうが、終戦演後、あんなに紙がなくて瞥労したことを考えますと、事t沢といえば糞iRですね。ーまだちょっと

皐すぎるのではないですかJく昭和44年f婦人の友J家針縫談会にて発言者年飴不籾〉

(3)消費の主役となった著者一間塊世代…

「節約は美徳Jとされてきた級統的な錨鏡観から打者費辺美穂jとt寸新い、髄撞観へ

の転換の主投となっfとのは、当時器者であった f国塊の世伐jである。小中学生の時期に

家棄の電化iこ立ち会主¥10代で業家オリンどックやアポロ尭通着韓、万国博覧会など経法

や科学の進歩を闘の当たリ iこし、テレピや雑誌によって紹介された米詞の諸費生活に憧れ、

自らの;育費苛動iこ結び付けていった。

詔塊の世代の若者の浪費文化の端的な例夫して、ジ…ンズやミニスカートなどに代表さ

れるような既製毅ファッションの台頭がある。ぞれ以前の岩代から批判的評価を受けるこ

との多い語塊世代のファッションは、この世代に共通した新い、冊値観を表出する用具で

あった。衣壊が ri吏罵錨健jによって治資されるといういようりはむしろ、「記号JとL

ての衣援の生産と操作によって、部塊の世代がそれ以前の世代ピ法異化されたと言うべき

であろう。これiま f涯史そのものを変える新しい社会的現実の出現を象徴しているJ

34消費支出に占める外食支出の割合iま19651f1ご3.3%であったものが、 1970.1f.に 4.2%、1975.lf-lこ4.7%と増加した。
σ家計爽査年報J)
35山崎正和『柔らかい億人主義の誕生』 中央公論争土、 19841f。
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36 

(Baudrlllard [1 970 J 36) 0 McCracken[ 1 988J3iは個々人に議するそノ群が後らの構接的

世界の客観的相関物を作 1)出しそ/は諜琉してやむことのない文花的意味を可説的な実

証可能なものにするという点で意義がふる、とした。これにおえて、石井口993J381ま、モノの

消費は、他の「意味jの授入を防ぎそれを諸費することで告らのアイデンティティの連続性

を確課すると t、う積掻的な意義、ちょび、浪費者誌社会的に付与された意味を持っそノを通

ヒて自らを再定義する、といった点を指識した(関表 15)。

{語表15)石井[1993]による
消費行為の意鵜

文化的滋味の可視化
アイデンティティの磁係
自らの再定議

石井[1993]p. 184 

• r ftiltfl具体的な私たちの歴史釣風景というと、安保反対が蕊校主主の善寺ですね今…

A厳命a度予 f安保反対!Jとか言いながら‘一方ではリーパイスのジーンズをどうやって縫おうとか‘レーパンのサングラスをバ

イト代で貰いたいなんて怒ってたe…ただ、わたしたち一人…人が巣緩S較し立てをし和すればいけないという患いはとても強

〈あった。…あのころのサブカルチャーっておもしろいんですよね。主幹2主運動、ヒッピ…、フラワームーフメント、シットイン、

ダイ・インの日々 のゆで当然ファッションも変わってきた.男0)人たちどンクの花繊のブラウスなんて書官ていた，…ファッション

でも絵j.lIJの緩殺がとられた絡代です@一私もあの時代、ジ-/(ン1まいてき学校へ行ったし、パッシュベバスケットシューズ)が

ほどんどでした。…従来マイナスのイメージで登録されていたこと、男がj議〈とか、ぞれらがサブ・カルチャーの中で認知事れ

ていった鰐代でもある，J<議会恵子/銭高信39r50.aわれらの戦後j 精液ブックレツトNO.378、1995縁。〉

寿援制。によれば、 Lかし都市的若者層における差異記号41を紀した消費は集合性をもち、

Baudrlllard， J.， La Sochθ的岬Consuommatlon:ses mげ'hes，ses structures， Ga，伽 ard.1970. (制作嘉1・護軍要震災
訳『消費社会の神話ど備後』 紀伊関E意書応、 1979~子。
37 
1¥t1cCracken. Grant.Culture and Consumptlon; New Approach to the S.〆7取がYcCわaracterof Consumer G.χχか
af71.ブActlvithθs.Indiana University Press. 19給付、池和子訳『文化と消費とシンボルと3軍事事者書房、 i守守0"')

38 石井淳戯れサテインク.の神話~ 8本経済新聞社、!守守3年。
39 2喜合氏、佐高氏はともに 1945"'(昭和 20~手}生まれの団塊士制えであ i人ここで言きられている湾代どは絞らがお校合・大
学生の頃、すなわち i守65.$予約千設のごとてもあると尽われる。

40 Ibld. 
41 
新人類世代以降iま特iこ総俊代どのよ護いだけでなく、問一俊代iこがける水平均差異の強調を試み、より総分化ようとして

いた。これに対 LBaL点::Irillard[1970JはJ波小熊界愛美jの綴念を提出L、総対的長重鎮と Lてのf徳性jなどは機能的世界か
ら放り出されてしま、¥もはや移tfLない{践を生が今またr1獲滋fむされようと Lている、と述べた。最小隊界是正英によって生

まれるf本語去の滋分jを参えることをf鍍後fとされたナルシシズムJ:ある、、は「管理されたナルシシズムjと呼ぴ、それは「自分

で自分を鑓後fとするjことでありJ1野滋?とする磁分jとr1憶を主化される自分j、つまりJ本当の自分jと「本当の自分でない自

分j の長時方を-J.t lご設定しなければならな、ィ ~e.'äJ.えの，eラドックスjそのものである{富田他[19qsJ}。

-80-



差異化を通Cて嘉義を他者に信達する方策とされ、包械と排除のコ…ドとなるにもかかわ

らず、実は小規模な集合的伺調の渦に身を置く姿勢が見られ、流行は街頭における意国的

な演技の手段となることを指摘 Lている。そして、こうし氏いわゆるサブカルチャーの多

様化とその絶え間ない交代現象もまた、現代のライフスタイルの一翼となったことは吾定

できなL、。

• r (アイピースタイルの涜行について)学主主が多いです・大学生と高校生、それが家畿の湯舎はちょっとつまってますね。とい

うのは学生燈が大阪よりもはっきりしている。東京はやはり学生層、中学金と.絞さ主の低学年iまいわゆるマドラス族と震わ

れる傾向が強〈、演絞のよから大学金まではいわゆるわれわれが香っているアイピ…族崎、いずれも画一的であることに間

違いないですね。わたしは、磁一鈴な綴猿iま華まい人iこすすめるというか、それをむしろ綴織に震えl't、アイピーだと思って

いる。 jく繊務豪語JIIII1華街毒事 10J'j11 sr騒鋳時評 IVYとVA剥商法石主幹線介氏によるJ>

松原 [1995J4311，問塊の世代以降の世代が持つ文化を(国表 lωのように、モノ(縦軸)およ

びヒト(横軸)との関係、のあり方によってitLた。縦の上方には、商品構報の問鷲'桟(あるいは時

間の共有)を、下方には興関性(質問の共有)を当てる。横軸のまは、社会観を持って家荻内でさ

え人間関係を仕切ろうとする性行(社会性)を、右には家族や小クソL…プでのまとまりが社会観

に優先される傾向(個別性)を取っている。そ Lて、縦横の軸は世代を関わず共帯されるものの、

世代聞の栢違は、その中での議淡によってさたどるととらえた。

s s 

日アイど…の溶行lJ:紳士重量正一方一{脊)yAt.Jヂヶケット(創業 1951$子、社長石津謙介) b<アメリカ車線のアイピー

リーグの大学ゑたちのファッションを紹介Lてから始まった。ジーンズヒブレザーを組み合わせるスタイルが一般的。こ
れに対ιて3一口、yパ怠.殉のメンズアl''y シヨンと ι てrJtJt、じがあり、 rv，ρ4ト'~j tならんで令。年代の代求プチンドど
なったお

ん語松品事後一郎 f文化ど世代JESP 19'15年 5月。
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{題表 16)訟原[1995]による裁代間欝議〈…部筆者扱筆〉

祉会性

.. 争奪量級
t壁代

<'Eノ〉

間後後{草寺織の災害事〉

典.性(質量毒の共事事〉

〈ヒト〉

鐙務室生

さらに松原、は、「団塊の世代は同質のモノを消費した記憶を持ち、横留に皮して自立を吾

指すような社会感によって人間関係を捉えていた。これに対 L新人類世代は、自立を語指 L

たあげくサブカルチャ…を特び込むような社会へのまなざしは団塊世代のそれを共宥 Lつつ、

モノに関しては興質性を3重視するようになる。また、臣塊ジュニア世代は薪JL選択の技術に

成熟しながら、さらにヒトとの接し方においても、家挨を含め身近なふグル…ブを患均する

ことになる。j と世代間の相違について述べている。

当時の体制iこ熱〈盛んに異議申し立てを行ったf詔塊j世代の後iこはJ五無忠義Jrシラケ世
代jと呼ばれるf平成ニューファミリーj世代が続き、バブル背景負の時代と就職 Lた時期が重

なりおおいに鴻費生議を雄教したf新人類j世代の後には、確聞たる自身の価値観を持ち、堅実

な清費を行うとされているf鵠塊ジュニアj世代が続くように、世代間の関係を分析すると、新

L¥ 、世代は先詩世代の消費文化の後退t、をするのではなく、常にそれを批判的に観療するこ

とによって新しい世代文化を生み出しているということができょう。

(4)生活の私化とマイホーム灘
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消費支出のうち、住居費は主に賃貸住宅の家賃支出から成リ、いわゆる住宅ローンは貯蓄

とみなされるため、ローン返済年齢及び世代における住居費支出は相対的に少なくなってい

る。 3効果のうち、最も影響の大きい世代効果でみると昭和25年出生以前の世代 (rシルバ

-J・「熟年」・「団塊J)までが住居費がマイナスで、持ち家率が高いと推測できる。総務庁

「住宅統計調査J(1994年)によると持ち家の割合は、都市化の進行による都市の持ち家の

取得難が影響し低下しているが、このことは分析開始年の 1980年以降時代効果の動きと整

合的である。全国全世帯の平均持ち家率は 1994年が約70%であり、これを世帯主年齢階級

別に見ると、60歳以上では86.7%であるが、年齢が下がるほど低くなリ、30歳未満では14.9%

になっている440昭和25年以前出生の世帯主は、年齢が進むと持ち家が増え、高齢化ととも

にこの項目の支出は減少するため、住宅ローン返済終了後の世帯にはゆとリが出ている。 ま

た、東京圏を例にとって世帯主の持ち家率をみると、古いコウホートほど都内に家をもって

おリ 45持ち家への志向が高いことがうかがわれる。

住宅取得能力の変化を判断する場合に、年収の住宅価格に対する割合で論じられることは

しばしばあるが、大家 [1997J461i、資金調達可能額であらわす方が現実的であるとした470

資金調達可能額と住宅価格の両者は 1975年から 1986年頃まではほぼ同じように漸増傾向

で推移しているが、 1987年を境に住宅価格の方は著い、伸びを示し、資金調達可能額と住

宅価格の講離が進んだ(図表1η。

(図表17)資金調達可能額と取得したい住宅価格の推移

• 75m換算価格
一回...実際平均価格
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この主な要因は地価の上昇であリ、戸建住宅斗戸あたリ建設するのに必要な総建設費用に占

める土地代の割合li1955年には 28%であったものが1973年には 70%になった480 前章で

44 W家計簿から見たニッポン』 家計消費研究会編、 1995年。
45 
総務庁「住宅統計調査J(1994年)によれば、東京都庁の旧所在地(丸の内)を中心lこした各市町村までの距離帯内

の世帯主の持ち家率は、 0~1O九圏内で、 1934 年~38 年生で 50.7%、 1944~48 年生で 37.5%、 1959~1963 生で 6.4%
となっている。

46大家亮子「快適な生活と住宅J(荻原清子・須田美矢子編『生活者から見た経済学』 文其堂、 1997年)

47 この理由について大家は、住宅取得のための資金計画を立てる時には、世帯の貯金等の保有資産を頭金に充当したよ

で、フロー所得ベースの資金によって住宅ローンを組むのが一般的であるから、としている。

48大家、/b/d

qs 
oo 



のベた都市化の進展は大都市圏への一極集中化を推し進めることとなリ、 1975年の地価と

比べると 1990年の地価水準は4倍となった49。逆に昭和40年代後半においては、まだいわ

ゆる「土地ノ〈プルJが起こる以前であリ、団塊の世代までは持ち家が実現しやすい環境にあ

ったといえる。

このようなマイホーム主義の台頭について、寿里50は、「生活価値の重心は消費社会化の流

れのうちで「世間並みJr人並みJr世間体」のよい生活内容の充実に向けられ、ライフスタ
イルとセッ卜化された物消費による今風で快適・安楽・便利などの充足の場としての家庭の

実現に収赦される。その結果としてのフライパタイゼーション (privatization)、生活の中

心的関心の「私化」への傾斜は顕著である。」とし、職業と組織における献身・忠誠とコミ

ットメン卜に対して距離を置く姿勢の増大を指摘しているが、これは王見Jシルノ¥-J世代以前

の世代のような、滅私奉公的に働く姿を変質させ仕事に対する接着力を弱める萌芽であった

と言い換えることができょう。

• rこの 10月に住宅公団神奈川支所の募集した宅地分議の畳も安い一区画(281mで約 730万円)は何と53∞倍の
凄まじい競争率だった…量近は住居を得て、そこに一生住むというより、そこを穏健として一応の安定を図り、家旗が増えた

らそこを売り、それを頭金にもうすこし広い場所を買う。住居を一つの耐久消費財とする考え方も有る。…限られた時間と資

金で持った家には不満も多いが…狭いとか不便だとかいいつっともか〈借金してでも土地を買ったり家をもてたのは、まだま

だ恵まれている部類であろう。 Jく昭和48年『婦人の友』世帯主年齢30歳代(現『熟年』世代)・妻不明 長男 7鰻・長女

3歳(新人類世代)>

・「一一一ー(仙台市が)鶴ケ谷団地という2万5千人〈らい住める大きな団地を作っていました。…市民に宅地の分誠もしてい

ましたね。鶴ケ谷の場合、土地を買っても2年以内に家を建てないと権利がなくなるということです。 30鰻代から40歳代の

年齢の比較的若い人が主に買ったというだけにその点がなかなかたいへんでしょう。…20織代の若い人も意外といるとい

うことでした。般争率は30倍から35倍〈らいだったそうで相当なものです。Jく昭和44年『婦人の友家計座設会』

関島久雄氏(成渓大学教授・当時)発言>

(5)高学歴化の進展

学歴と所得には強い相聞が見られる。若年号における賃金には学歴による差はほとんど見

られないが、大卒者の賃金は就職後年齢が高まるにしたがって上昇幅大きくなり賃金格差は

次第に拡大する(江美・伊藤 [1997J51)。新規就業者学歴構成52を見ると、高専、短大、大

学、大学院をあわせた高等教育卒業者の割合は、 1955年の7.7%から1970年には20.6%と飛

躍的に拡大している。 1970年(昭和45年)は高学歴志向への変化のエポックの年であった。

49大家、/b/d.

50 /bid. 

51江見康一・伊藤秋子編『テキストブック家庭経済学〔第三版)Jl 有斐閣ブ yクス、 19何年。

52 総務庁統計局『日本統計年鑑~ 1991年
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1970年iこ18識であった人の家計(昭和26.1手出生、平成ニュー77ミ1)ー世代:現盛年齢46歳)に

みるイィJ.:裂コウホ…ト分析結果では[補習授業jに対する世帯支出の世代効果がそれ以前の
コウホートよりプラスiこ転じており、この世代以降教育に対する関心の高まりを吊している

と考えられる。{裂し、ある耳東践について、世代効果が学歴効果であったことを宮うためには、

ある項患の時代×年齢×学騰のデ…タ殺があリ、年齢・時代・世代効果の3効果モデルと、

年齢・時伐・世代・学授の4効果モデル(あるいは年齢・時代・学産の3効果モデル}を比

較して、学農効果が大きく、世代効果が小さくなったあるいはな〈なったということがあっ

て始めて判断できるものであることを断っておく。

この 1970年前後は間塊の世代が就職した時期iこ重な民学生の就職人支企業ランキング53

では、臼本航空、臼本アイ・ピ…・エム、目立製作所、伊藤忠議事、丸紅なとT"イテクJr重専設
大Jf海外」どいった言葉で殺されるような大会業に人気が集まっていた。そしてこれら大規模

てfよい会社JIこ入るためにはfよい学歴jれ必要とされるという考えが一般{として L、った540

「誰でも努力さえすれば、 L、ぃ大学に入れるjとえ寸考え方法、結果、f学遊資本の護得が社会空

間での地住よ昇に直結するjとL寸考え方に紙数されてゆ〈。

中根[1967J55/ム観人が{会社などによって〉綾織{とされる場合、まず第一に、摺々人の問に何

らかの差を設定して分類することが必要条件となって主仇その場合に鋼々人の能力差を克

明に判定 Lインディシスとして取IJ上げることができなけれ11，結喝は学歴や入社年次によ

る差になる、ということになることを指繍しこのような日本社会における根強い序列偏重意

識について、のちに[日本的経営jの基礎態論にもなったタテ社会論を展開した56。すなわち、歴

史のある大企業ほど序列意識が強〈、f組織としての年功滞列制の長所は、いったん雇用関係、

が設定されれば、その後、何ら変更・是正の処援をとる必嬰がないというシステマティックな

運営にある。もちろん、この方法をとる前提には、個人の能力投というものをミニマムに考え

るわけで、それは、せいぜい学歴差といったおおざっぱな特によるわけであるJと述べた51
1970年に 18歳であった平成ニューファミリ…世代の大学進学卒の急伸{;¥こう Lた国塊

世代以前の世代の処遇を観察し、また、親自らの就労経験からの意向を受けて進学を強く意識

53 II"U"'21 t:t:: .，. 1:1..J..~'>I'r ......r CD.t.h I .IL..u _-n:A""'" ~ m ""1'__ 1 ~ ̂.~.."e. ~ .J... ，." 1971年3月大学卒の「団塊j世代の理科系男子の人気企業ランキ/タは(1)日本アイ・ピー・ニ£ム、(2)隊本書tf審議室番、(3)お
立製作所、(4)新日本製鉄、東芝、富士通、(7)日本麗有鉄道、NEC、三菱重工業、(10)恕化成工業、-6JIJA機感愛工業、ソニニ…の綴
であった。同様に文系男子では(1)日本航空、(2)伊藤忠商事、(3)Jra(4)松下電~猛然丸紅、紛電送、拐ダイエヘ織貌波新潟
社、(9)近畿日本ツーリスト、(10)臼本アイ・ピー・エム、のJI阪であった.cr:!:紛;リクルートリサーチ1 8主義ピジネス 19守る
Sf2月5日号L
54 
高等教育の必要性について小染渡辺[19守る]はJ高等教育の普及が E社会的能力{後進溺が先進留めより主義んだまま術・ノ
ウハウを自国の社会経済的条件に適合させつつ吸収する鐙カ)~をおめ、戦後の縫本経済の多量緩 iこ寄与 L九jどいこうし
た労働力のf質Jを規定するのが教育であ I)J量Jを竣定するのが人口幾後・年齢携五えであると述べた。そしてf湾意義的能カ
のスクリーニングを緩た若い労働力J1: OJT(on-th合jobtrainlng)をき草しfこれをまき集約iこ滋刻するには終身議室燃は緩ま
Lい制度であった。jとしている。またJ経済人口構成が支去し成長率がおかったことがこの制度?を支えた{伊藤・加波野
[1 993J). 

55中級千枚Jr?テ社会の人総関係2 講談社現代新書、 i守る7ま子。

56文芸春秋絡 Z戦後50Jf日本人の発言(下辺 文芸春秋季土、 1995Jf. 
57 
中核の論文とほぼi湾華寺織である 1966~子〈昌喜幸041 JfAソニーの民社長であった盛凶器喜夫iま隠本の序列主義ををだし、学
ゑや会業iこ実力主義を求めた Z学悪霊祭湾総A(文芸春秋社)をよ持L，EJi事患の澄代に大きな話題を千び起こ Lた。しかし、fそ
の後の総本はますます学Z華社会への遂をひた走った{文芸春秋縁、Ibid)J。
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した結果である推測できる。結果的に平成ニューファミリ一世代は高学歴になリ、さらにそれ

以前の世代と比して自分たちの子供に対して教育熱心であること !i<J補習授業費」への支出

の世代効果にあらわれた、と考えられる。

一方で、教育費は支出弾力性の大きい項目でもあり、時代効果において景気後退にあわせ

てマイナス方向にふれている。 しかし一番影響が大きいのはやはり年齢効果であり、就学者

のいる家計での支出が著 L¥、。教育関係費は、「教養娯楽費」、「交際費」などとともに選択的

性格を持つものであり、中でも「補習授業費」などは随意的であるが、年齢効果についで世代

効果の差が大き L、。

• r芳三f#B一番教育費のかからない小学生時代に、我が家の収入としては(塾lこ)多額の費用がかかる現実に矛盾を感じ

ますが.できることなら無理をしてでもと思うのは親の弱さでしょうか。[子供:小玉男.小四女{新人類世代)]

芳"E#Cこんな教育熱の高まりでは‘家庭の経済力の差がそのまま学力の差になるのではないかと変な錯覚をおこしか

ねません.[子供:小五女‘小二女{新人類世代)]

芳"E#E子供が進学盤へ行き始めてから 1年あまりです。・H ことの是非を論ずる気持ちはなくなりました。いずれ入訟がす

んだらまた.いろいろ考えてみたい。[小六男、小四女(新人類世代)]

Jl!6#F母親が無学で5年生になった長男の勉強がわからず・家庭教師をつけてでも出来のよい子にしなくてはとあせり・

…[子供:中一男、小一女{新人類世代)]Jく昭和49年「婦人の友家計座誠会』発言者の年齢不明>

(6)心理的経済不安と買いだめ騒動

狂乱物価が消費者に与えた心理的影響について昭和 49年時点で過去一年間に物価が二倍以

上上昇 Lたと感じている人が全体の 36%もいた58が、実際の消費者物価上昇率は 26. 3%で

あった。現実を認識する以上に消費に対する不満や不安感が高まった理由として以下のよう

な理由があげられた"。

① 物価、地価上昇の過程で新い、所得分配の不公平が生じた。

② 石油危機を契機と Lた資源制約の中で、一応の水準にまで達 Lてきた物的に豊かな

生活水準の行方に、新たな不安が登場Lてきた

③ 経済成長の過程で変化し多元化してきた人々の欲求や価値観に対して、それがなか

なか充足されなかったり、充足の仕方が偏在 Lて不平惑が強まった。

団地に住む現「熟年」世代を中心と Lた世代は生活防衛的意図から「買いだめ」に走ったこと

が、経済企画庁「もの不足調査」における全国と団地での意識調査の比較に現われている。

58昭和48年経済企画庁「物不足・物価高の下における消費者行動及び意識に関する実態調査J

59 W国民生活白書』
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(図表18)洗剤を買いに行った理由(%)
I蚕国 団主面

「すぐ買いにいった』 物がなくなると思い不安になったから 75.0 83.3 

どうせ値段も上がると思って 37.1 34.6 

買っておいて損はないと思って 22.5 10.3 

人が買っているから 7.5 10.3 

その他 6.8 9.0 

最初はタカを<<っていたが話を聞〈と大分モノ不足もひ
rliら〈してから買いに行ったJどいらしいので 28.2 45.! 

手持ち量が少しへってきたから 48.1 51.< 

どうせ値段も上がると思って 22.6 20.! 
買っておいて婦はないと思って 16.2 11.1 
人が買っているのをみてだんだん不安になった 23.7 

1221 1 
その他 3.4 

I行太か騒なぎかにっなたる」まで買いに 最手初持ちは量どうもせまたあいあしたあこっとたはないと思っていたから 58.0 62.: 

ま から 51.3 32.4 
値段は上がらないと思っていたから 5.9 8.1 

自分まで買うとますますモノ不足が激し〈なるだけだと
思ったから 15.1 13.5 
買いたかったが忙し〈て行〈暇がなかった 15.1 24.3 
その他 5.9 5.4 

『買手い持にち行がかななくかなりまで モ十ノ分不な足洗騒剤ぎのは手一持時ち的がなあ現っ象ただかとら思ったから 47.9 68.4 
った』 44.2 35.9 

特別に洗剤を入手できる手蔓があった 10.0 5.1 

買いだめは悪いものだと思っていた 13.2 15.4 
買いたかったが、忙し〈て行〈暇がなかった。 9.2 12.0 
その他 8.4 0.9 

昭和49年I国民生活自書Jp.43 

団地の回答者で、「すぐ買いに行ったJ人のうち、83.3%。干物がなくなると思い、不安になっ

たからjとL、う理由を挙げておリ、「買っておいて損はなL、JとL、う理由の人は 10.3%と少数で

あった。rLばらく Lてから買いに行ったj人も、51.4%は「手持ち量が減ってきたからJという
理由を挙げておリ、「買っておいて損はなL、JとL、う理由の人は 11.1%と少数であった。すなわ

ち、現「熟年j世代以上の世代は生活必需物資の手持ち量を切らすことへの恐れが一般に比べ

強いと思われる。

Lかし、物不足を知って、買いに行ったときに入手できた人は「すぐに買いに行ったj人では

63.2%であった-1;¥r Lばらく Lてから買いに行ったj人では 39.5%となり、「早いもの勝ちjで
あったことがわかる。買いだめがもたらす物不足の悪循環について、「大騒ぎになるまで買い

に行かなかったJ人の理由のうち「自分まで買うと、ますます物不足が激Lくなると思ったjと

Lづ人が 13.5%にすぎず、「手持ちがなくなるまで買いに行かなかったj人も「買いだめは悪い

ものだと思っていたjとL、う人は 15.4%LかいなL、。理性的に判断 Lょうと思っても「早い物

勝ち」となると、買いだめ行動を自粛すること同難Lくなるであろう。

ところで 1994年に冷夏による米の凶作が明らかになリ、連日米不足がマスコミに取り上

げられ、連臼早朝から米を買い求める消費者の行列ができるという「平成の米騒動jが起こ

った。ごの時、購入数量が大幅に増加Lた 1993年 10月と 1994年 2月について、世帯主の

年齢階級別にうるち米の購入数量の対前年同月増加率をみると、 1993年 10月の場合には 50

歳と 60歳以上の世帯で30%以上、 1994年2月では 60歳以上で31.3%、50歳代で 15.8%と

他の世代に比べて大幅に増加 Lた60。これらの世代li現「熟年」世代、現「シルノ¥'-J世代であ

60 W家計簿からみたニッポン』
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リ、地の世代!こ比べて米に対する関心が高弘、ぶということのみならず、 70年伐の狂乱物錨、

貿いだめ騒ぎを経験が刻印された世代であ i入品不足や小売錨格の上昇などを懸念して触感

!こ反応したといえる。

金昭和50年代(1976年-1985年嘆〉く現f襲年j世代40義代.r新人類j世代 20車代〉

(1)時代的変北饗器の様態

昭和由年代の法費iこ悲響を与える要因として、第一に、不況の中で暮らすことが日常的に

なっ長持代であったことが挙げられる。昭和58年 12月に始まった第二次お油危機の膨響で、

実繁所得は大婚に下準した。一方で経済は高度成長から安定成長へ移行し消費は飽和 Lたと

の免方も出た。非消費支出の増加傾向を反映して、可処分所得の伸びが鈍化してきたことも

あって、家計の余絡惑方沖自立守的に地下した。

昭和60年度級『関民致活白書Jにおいて、昭和 58年の家計収支からコウホートごとに年

間の世帯怠勤め先収入と支出の伸び率を推計 Lているが、非消費支出と契約的資金支出品2の

伸び率はすべてのコウホートで世帯主勤め先収入の伸び率を上回っていた。渚費支出の伸び

率は、世帯李主年齢(昭和 58年時点)が35歳(団塊世代)、 40最(現「熟年J世代)のコウ

ホートで世帯怠勤め先収入の伸び率をよ闘っていた。これらの事実が家計の余搭惑を低下さ

せていると言える。

さらに問闘民班活白替では、昭和5qlf.に実施された「物価iこ関する世論議査J63をきi黒い

去年よリ生活費が増えた理由として「物樋の上昇Jr家挨の増加や子供の進学など暮らし向
きに変化があったからj等をよ位に挙げている。「家挨の増加や子供の進学JIま各コウホー

トの加齢による消費支出の増加に反換されているが、 ω議、 45議のフウホートで辻、その
伸びが l年を経過したことによる時系列的な清費支出の伸びをよ密っている。昭和 58年に

ドル高を背禁とした輸出の増加から、ょうやく禁気は部援母語iこ入った。

第ニには、サーピスや余暇関連への支出が大舗に増大し、活費講造そのものが大きく様変わ

リしたこと IJ{ある。

ミ
j 

61 • rるO代の主婦。もうみまり多{fま食べないのでお主義/;1何よりがいLい£のを。輸入米ががいLければ私も買、、ます。1・
f私が子供の演歌った軟に E米はさまだきまの有罪を被えりや策会の犯が咲く2というのがありま Lた。お米は自闘のものを食べ
たいです。(50代i務f熟年H埜代])jPi祭会殺を考えると、多少揺るくても関本のお米を爽う(40代[間流t世代l)j<平成3年「婦人の
友jl2月号fコメをめぐる洛費者の声H[i昔ft]l;1筆者泳)>
62 
2主計にとって契約によリ本敢に支出が決まっているよ土地君主獲千普通営返済、 f滋の借金返済、保険おト金及び月賦・掛買払
の合計

63総理府広報局 f善寺幸運iこ関する世論調査(昭和59$手)j 
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め先収入 実収入

10.6 10.3 

25歳 4.5 5.9 
5.9 5.0 
0.3 .6.0.5 
5.9 6.2 

30議 2.2 3.1 
3.7 3.4 
0.1 .6.0.2 
主宰 4.3 

35議 1.4 2.0 
2.3 2.4 
0.0 ふ0.0

2.9 3.6 
40縁 1.5 1.8 

1.4 1.7 。。 0.1 

2.9 3.8 
45競 2.3 2.5 

0.6 2.2 1.6 
0.0 0.4 .6.0.0 
3.6 9.8 2.4 

50緩 3.7 7.6 1.6 
.6.0.1 1.7 0.5 

0.5 。.3

ωサービスや余暇関連支出の拡大

書喜和 50年代は所得の相対的な搾び髄みを長映して消費も緩やかな増加にとどまっている

が、諸費の内饗は大きく変賞した。まず第一に、消費ま活のサ…ピス化、ソフト化が広が

ったことが挙げられる。モノによる援かさがとりあえず達成され、「脱工業化社会(Bell

[1973J“) Jの到来を迎えることとなった。特に外食行動については、ファーストフード

やファミリ…レストランなど昭和幼年代に誕生した業種が著しく成長しタト食が日営化

していったα ベイズ塑コウホート分析の f外食jについて、世代効果は世帯主が唱和 11j手

出生以降の現f熟年j世代〈現在年齢61議〉からプラスに撮れている。

外食産業売りよIfベスト iむの変遷をみると、昭和49年(1974年)1こベスト 10に入ってい

るタト全産業は、給食挟給業者や屡j器産チェ…れまた宴会需要と思われるホテルなどに照ら

れており、若者同士や家挟連れで行くような応は入っていない。ところが10年設の昭和59

正予(1984年)ではファーストフードやファミリ…レストラン、持ち帰リ弁

リLている。

などがランクム、

64 
Bell， D.，The CominlfolPost品 dustrialSociety， Basic Books，Inc.， 1973.(内田忠夫f也事足『足並二五業社会の到来iダイヤ
モンド社、 1975j子。)
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{図表20)外食E葉集売りょげベスト10の変遷

昭和総

111ヨ
21ニ:1-.トーキョーグiい"
31養老乃灘
41:1主園高司郎(J:eきん子〉
51重駐留総本社
61西武セプン外食部門(主ーす}
71日本留民食
81プリンスホテJむゲレプ
91ホテルオークラグル叩プ
101緊楽グルh プ

t事務抗言明麗 E路線調匹轟轟又ヰ衣J~目iJl1I.縁
関本経済事華麗投f日経E装着Eシトス'外食J.1987通事。

11マヲドチルド
21すかいらーくグjトプ
31小僧翼手前
41ぼつかぼつか事
51ロイヤル
61守ン書?ゴ与問フライドチキン
71ダイエー外食部門
81プリンスホテル
91西武セプンm量滋門酬明智)
101本家かま:J:や
131ロツテリア
1“41ア二一3ズてジヤIパtむ:ンノ
1湾61応蕊スタ一ド幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽

(吉方向)

107加81ハンハ-1)-
82，鈴31洋食
器事，2281持帰り翼手向
67，0201待帰り弁主婦
65，8541洋食
61.8931海底婦げ
61，4141多角経営
59，9001ホテル
59.3371多角経営
59，1161持帰り弁翁
49.10011¥ンハ--11"

40.7241 ナツ

食費の費目別都合で「タト食j費の割合は昭和39年(1964年〉でiま6ift (2.5弘}であったも

のが昭和49年(1979牟}には 3位 (3.7%)に増え、平成6年(1994年)では 1位 (3.8弘〉に

なった。外食の習慣によって育まれた新Lいコウホ…トの子挟たち(世毒事主の年齢効巣から

えて小中学校の子供のいる世帯で外食支出が多k、)の利罵iま今議ますます増える?あろう。

しかL同じく年齢効果から見て営事iこ乳幼児や議齢者がいることがタト食を減らす襲爵になっ

ていると考えられる。また文出弾力性が高〈、時代効果で1993年をぜ…クに減少鎮向にあ

る。

• f(20 ftFP!it二次叩'7)':ダー虐待b専家主婦なのについ外食や既製品で食事を済ませてしまう私にはJレピの撃手響もずいぶん

あると思い"*すが、社会全体にサ…ピス議案を発遣させようというカがー除いているようですゐそのゆで自分の生活安祭<1引率

強い'L.¥纏えが必要ではない-c:しようか。

(30 ftn.盟，JA重'1ft])磁食材料セヲ与を届けてもらったら.大変楽だった。献Ilなど考えなくなりそう守こわい〈らい。ト力目の社長さ
んが"家庭の味習を畿が社が作るのでず"t"O"っているが、すんなり受け入れているのはなぜか?給食で務ったからかー

(40ftOJlI滞抑留舟〉日子供への膨響を考えるとやはり手作りがなによりだと思います.と〈にお望書料迎。将来子制雪作れ

なくなりますよね@でも…便利なものを使って時間豪華5効に使うことも必警警な鈴代であるように怨います。

(50ftOJlr;，.-ぷ.，d-)f!!ftJA)主録専業なので'買うときに後ろめたさの去来することは確か。・…昧がよいとよ〈売れる。よ〈売

れると家庭の味はなくなるのだろうか。心畿である。

(50ftOJlIシ'/14(-)盤沈18)サービス3院の氾蓬で近所開会の助け合いもな〈なり、理手作りの緩かさも減り、なんだか恐ろしい

ものに波多れていきそうです。J<惣お59年 f婦人のdt:J12月号、(各発言震の[綴代]は筆者注による)>

• f都内のターミナルi叙の正面、地下一階からニ緩までの客席があるA倍{ハンバーガ一応)で午後六時前，Ifllll'lテストが終

わり、ほっと-.@.ついたので寄ったという高校生の女の子(2制限嫌ジュニア世代])二人。fのどが乾いたと畿、ちょっと話がし

たいというときにfはいろうか，?Jという感じかな。Jf...dt:途と鎗強しにくることもあるぐらい。』

…中学生の男の子二人はf…家の人も夕食は外で食ぺてきたりで‘パラパラだよ。虫学校が休みのこt81ま必ずくる。Jfおなか

はすいてないけど‘つきあってるj…立ち寄る浪商はそれぞれだが、…fひまだからJfしゃべりたいから』など、友奇襲とすごす時
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重喜1:.場義者を求める後らにはうってつけの場所であるということだ所かわってもjおおなじ"という安心感や、j富良が事客席にこ

ない、隣も気にならない.清潔喜惑がある、…食500円〈らい‘甘味よりスナック涼子の世代…このようなことがハンバーガーシ

ョッブを灘ぶ要因になっている。 J<平成 2 年『婦人の友J12 月号パ[綴代]は繁華t~主による)>

余暇文出65の内訳について清費支出iこ占める載合をjもると、昭和48年の第一次主主油企磯

を境にした高度経議或長期と安定或長期にちける余暇消費行動の遣いが指摘される。「高度

或長期iこ信いては、教養娯業用期久雲寺の消費動向が余暇消費全体の動きに大きな影響を与え

てお札 所得の大q唱な伸びに支えられたそノ主体の余暇消費行動をとっていた。ところが安

定成長機!こ入ると…(中略)…教養娯楽サ…ピス、一般外食、騒動車等院議費が大きく搾び

ている。つまリ旅行66や稽古事の月謝等が増える一方、体日iごは家族で皐iこ乗って絡タトのフ

ァミリ…レストランへ金事に行くどいったケースiこえられるように、モノを買うのではなく、

余暇関連サーピスを利罵して余綬活動をしている時間を楽 LVといった、サービス主体の余

翠諸費活動へと変花Lている。〈闇民業活告書、 lbid)J 

f教養娯楽費j、「自動車等関{系費Jに関連Lたそノとサービス支出について、ベイス製コ

ウホート分析の結果を見ると、「自動車関連費Jについては世代効果が著しし新Lぃ世代

ほど自動車関連の消費が大き k、。ま九年齢効果では世帯主年齢部員長を境にプラスに転ヒ

ている。新しいコウホ…トゑ功白書をするにつれて自動車関連の支出が拡大し続けると弘、う結果

になった。 1980浮からの持代効果iま脊窓でなかった。

ところで、自動集メーカー上位三社のシ::r..アをみると、 1980年代においてトヨタのシょL

アは 40~59 識の中高年で強さがきわだっておリ、逆にホンタは 18"-'29 識の若年暑で支持

が高L、。小川[199伺67はこれらのシェアにたいして簡易コウホート分析をftっているが、年

齢効果の影響が大きし トヨタのシェアは年齢とともに上昇、ホンダiま年齢とともに顕著に

評価治吋底下することを悲Lた。 トヨタには品揃えが蔓害な上級車績が準犠されている。昔の

コマーシャルでいわれたような口、っかはクラウンj と弘、う表現に現されるような、加齢す

るに Lたがって薄ちついた上級車に乗り換えると弘、う講函がうかがえる。すなわち、高齢単

ドライパーの増加は高級車へのシフトを予測させる。

f 遇措JIま郵便料、電話通信料、通信機器(個室用斌話、携帯電話)などがこれにあ去るが時代

効果の影響が大きしまたノfソコン通信の普及など、により今後ますます支出は拡大Lてゆく

ピ考えられる。

「教養娯楽用耐久黙jはAV機器や.f¥ソコン、ワ…プロなどが含まれ、時代効果、世代効

果ともにプラス方向に動いている。この2つの効果が年齢効果を凌ぐので、高齢化社会が進

壊しても市場は拡大するであろう。「教養娯楽サービスJはパック旅行や月謝などをさす。

8器
、ごでlま「教養娯楽費J、「外食J、f自動車等関係費」を殺す。

66 昭和4u年の日本人海外旅行者数は 15万q千人にすぎなかったが、 50;;手iこは24る万る千人どな止め王子関iこ突に 15.
5;後の増加を示Lている。〈昭和給与度『磁民生活台書.1)
67 
/j、)J!.:JL輔 fコウホート分析法一われわれの意識と行重きを支配Lているものは符か?J Chain Store Ag絞(4/15・511)1996
2手。
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年齢効果が強いことから見て、子供のいる家計での支出が多いゑ三世帯人員の変化を見込ん

でも、加齢による支出の大幅な議少は見られず、より市場は拡大するであろう。 f書籍・他

の印新物jは3効果のマイナスの方向への動きが活字媒体離れをゑしてちり、将来的に市場

は縮小してゆくことが予想される。

サーゼス活費の進牒は、モノによる基本的ニーズの充足やお治時間の増大、女性の社会進

出の高まりなどが、これを加速する…悶と考えられている。サービスを商業花する力は、加

速度的に「万物の高品北Jr鵡商品叱 (hyperωm滋odification)Jを識し進め (Laぬ &Urry
[1994J町、高度経2完成長期以降の諸費位相はそれまでの fモダンjから「ポストモダンj

へ移行した。寿思691こよれば、「モダンl;t!IP物的功利主義であり、その官禁事立や機械化された

産業構造は一方で、すべての人々に共通する特性を求め、 Foucault口975J70のいわゆる「規

捧化jを推進し、訓練され服従させられた 従)1壊な身体 や没繍性的な人間の影或iこ努めて

きたと念える。だが、開時にモダンiま他方でアイデンティティの礎実な形成基盤を喪失して

おり、アイデンティティは社会の複雑花iこどもない露骨片fヒピ細分11::を余儀なくされ、人々は

不安と疎外を経験してきたと言われる。反面、モダンはこれの裏返Lとして、人々に f昌己

実現jや f蕗巴発見jを促し、個々人のユニークな創造性と独創性を要求するとともに、絶

えず安定した一貫性のある統合されたアイデンティティの形成を盟組としその必嬰性を説

弘、てもきたのである会…(中略)…ポストモダニゼーションは、…(中略)…自己実現とい

う故求の対象商品への外主化によって、まさに商品を諸費する能力そのものやその趣禽に独

創的なアイデンティティのあり方を転換Lたとすえるのである。これはそダンの生産からポ

ストモダニゼーションでの清費への移行て。あるとともに、もはや倒人に外をする偶人や集留

ではなく、岳己きらのそノ・高品に対する想橡カと消費趣向にアイデンティティ形成の基盤

が変化L、商品諸費がアイデンティティ救出のための最大の手だてとなったことを意味して

L、る。j とした。

すなわち、泊費プロセスに対する社会的章味付けが重要な地註を占めるようになってきたと

すうことができる。

(3)家事関連消費の多様北

京高延期齢久財は主に家薬用電化製品、冷農業葬器具、家具などであるが、かつての「ぷ殺の

神器jのように普及率が100先になるような酎久消費財は現れていなLLそれまでfスタン

ダード・ノ fッケ…ジjを揃えることが、人々の渚費活動の動機づけであったものゑえ明確な「人

並化jの基準をえ失うことになってしまった。そこで、f人並化jに代わる「差異化jを追求する

ことが渚費活動の基準として出現Lてきた。

容器し.ash，S.&υrrγふEconom回 ofS主c:;nsandεipace，London: Sage， 1994. 
69 
Ibld. 
70 Foucault， M.， Surveiller et Punlr， Gaめmard， 1975. (a村議誕蓄え Z草創設の誕j:.Jl新議紙、 1977年。j
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「家具・家事用品Jに対する支出について 1980年以誇のベイズ型コウホ…ト分教の結果を

見てみよう。年齢効果の諺響が強いのは世帯人気が多くなれ11鍾人後践の樹久浪費財の保宥

が増え、買い換え常嬰が出てくる黙も£るからと惑われる。冷麓車iま高機能、高性能の大型

冷農産の需要が嘉く、平成3年-4年(19911f-921f頃)になると CPI(ConsumerPrice Index) 

より購入単舗の伸びの1jが大きかった710 同様に洗滞機も大容量化やステンレス槽などの高

級な高品へ需要が移行していた。

f家事用消耗品jについても世帯人員の増減で消費が影響されるため年齢効薬が大きいが、

衣料用洗剤、入浴剤、シャンプー・リンスなどを例に挙げても細かい用途裂に多犠な鶏品が

発発されてきておリ、時代的な諸費も拡大している。こう Lた f一物ー用途性jが拡大・選

透すれば、われわれは代期品や間に合わせでは溝足せず、あくまで本来の設求具現鞠品を求

めることになるだろう 720

f家事サーどスJ1ま家事後用人給料などをさすが、年齢効果が大きく世帯主年齢が40員長

以ょの家棄で支出が拡大してお i人高齢世帯の増加による常嬰の拡大が見込まれる。

(4)底療費とライフサイクル

探検医療費はその大部分が援療探検が適用されるため、世帯が直接支出する費用は比較

的ぺ、さ L、。日本の大衆薬市場は 1994年の生産嘉5兆503機内のうちの 15.1%にすぎず、残

1) 84.9完iまま家向け医薬品である730 Lかし辱生省による阪療保険制度の改革によって患

者の議己実担率が引きょげられ、探鶴屋擦の公的供給でまかなえない部分は広がりつつある。

また、臨民の捧佐向上やワクチンの開発、生活環境の向上などにより感染症は滋減し新

しいコウホートでの「医樺サービスJ支出はマイナスになっている一方で、全楊宗iこしめる成

人病74の受擁率(図表21)1;t年々高まっており、年齢効果でみる家計の嘉齢化は f霊薬品jや

f保健医療サーどス(入既費や治療費)Jの支出を善大させる。

また、核家挟化の進蔑で家棄はもほや介護の場でiまなくな 1)、f死を迎える場所jも昭和52

年(1977年)VA薄f疾夜jの都合診す自宅jの害u合を逆転し、平成21f(1990年)Iこ7割を超えて以

後毛、その割合を伸ばしており〈図表22)、臨喋保険適用タトの差額ベッド代などの支出が必要と

なる。

71 家計消費研究会 f家計簿からえた臼本 i抑制

72長時襲、 Ibld. 

73 ~長率二工業銭高量動態統計年報

" 

74 ここでの「成人病jヒは、悪性新生物、糖尿病、心謀長忠、肝疾患、脳血管疾患、高血圧性疾怠の会討をえ寸。
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(図密21)会疾療にしめる感染症と成人識の安調医療諸問合

1993 

o 5 10 15 20 25 
資料:原書長畿大G!.，*S銃針情報or!ll衡鱒遺lJ

刷所“平成8~芋11窓Z厚生aaJp84

唱〉

{悶畿22)人生(J)獲後を縫える鴻所

{隼}
事成7ま事産rl1震2主活aaJp.96

ベイズ型コウ本ート分析結果では、行革姥B医療サービスj支出の年齢効果について誌、乳幼

児のいる若い世帯主年齢世帯も支出が多主、 f医療用品・器具(保健用渚耗品、眼鏡、紙お

;t;つなど)J 1ま世帯人員の増減が彩響を与えるため年齢効果が強k、。特に近年では多様な議

類の保縄開講耗品が発売され、また、紙おむつの普及が著しし若いコウ点ートでの消費額

が増えている。布おむつから紙おt'つへの転換率iま1'184年頃 15売を超え、急速に誌がった

750 Rogers[ I '162]7るの普及曲線で言うとこの 15揺が普及の S~曲線カーブが急速に立ち上

がるテイタオフするポイントであろう。また新製品の早期掠用者についてRogersli r年齢
が若t¥教管轄度が高L¥ 構報との接触が多L¥視野が忠弘¥社会的参加の裏合いが高t¥

革新性が高L¥社会経済的地位が高L、J、といった特徴を挙げておリ、紙おむつの普及も新

い、有鬼思想を持つ平成ニr7rミト世代の賞献によるものと考えられる。

@60年代~平成7年頃(1986年.....1995年犠)<現f熟年j世代 50議托・新人類世代 30義代〉

(1)時代的変色要国の概略

昭和6O~から始まる IO~鴎{ム前半はノ fブル綾境化、後半 iまノ fブルが崩壊し成長神話

が崩れるにJtっ土時代である。物冊・掻務に閉する時代特徴として、丹高差益還元・偲格破

壊といわれる海外からの物資諜達や、規制緩和の進展による生産・流通の効率化、消費者の

議髄格志向などが挙げられる。物舗は平成えま子iこ消費税導入で若干上昇したものの比較的安

定的に推移している。卸売物責務iま渚費者物価と動きが連動しているが、卸売物官接は円高や海

外調達により上昇も下認も比較的娘気iこ急激な動きを;;tすのに対し、諸費者物舗の変動は卸

売物髄の下落が反映し iこ<¥、。費目別浪費者物価指数の推移を見ると、物舗上昇が高い品開

は教育費、 i主屠費などサーどス料金のウエイトが高い品罷であ，J、家具・家事用品、食料、

光熱・水道、議主義援療費など円高差議の還元、規制緩和、流通システムの合理ft;(国表 )な

どの要因が反映されていると考えられる。

消費支出のベイズ諜コウホ…ト分析結果で時代効果をみると昭が 62年 (1'187年}以降

プラスに転じており、ノ〈ブル経済の始まりとともに消費性向が高まり、/，ブル崩壊後も平成

75 
後.iE~変わる泊費者、変わる商品;葬祭燃の開発と 7ーケテ f ング』 中公新書、 i守守4.Sf. 

76 
Rogers，M.E.，Diffusion of innovation， 3'd ed.New Yo欣FreePress， I 983. 

-94-



7年 (1995年)の時点では 1987年以前の水準には戻していないことがわかる。引年以鋒名

目可処分所持の伸びは鈍化しているものの、物価が安定していることが諸費支出の時代効果

をかろうじてプラスにとどめていると披測される770 またいわゆるラチェット効果%の第響

とも考えられる。宥業世帯人員の時代効果は、景気の上昇と男女護用機会均等法の施行によ

って 1986年以降プラスで移行している。 Lかし景気が下持場面に入る 1993年以隣はマ

イナスiこ転Cた。

(2)成熟社会と艶興の鴻求

バブル経済期には議費の多様化がさらに進み、法費における選択の1揺が拡大された。自

動車を例iこ取ると、新車の緩売台数が増加してゆくにつれ、多くの車種が市場に供給され、

消費者の多様な選択を促している。

生存維持のための消費ピ異なり、消費はある一定の限界を超えると必要に無関係に純粋に

観念的な行為となってくる。高瀬 [1989]7'1はこのような象徴的嬢介、記号的差異化の論理

について「絶えずそノの持つ意味は変えられていくことにな弘常に意味のスプロール現象

が生じてゆくことになる。jとL，Baudrillard [198おおの f経諸により支配されているシ

ステムのでで辻、モノとその機能(使罵錨鵠)との問lこ有効な透明性は存症 Lません。なぜ

ならいたるところで使用儲績は、交換師植によって姫絡されているからです。次に2荒行によ

って支配されているシステムの下では、モノの機能と形の問に有効な透明性は存在しません。

なぜなら、形は流行のサイクルによって雄絡されていくからです。j と弘、う発言を引用した

よで、「成熟 Lた経請では、浪費が高品本来の物的簸穫としてよ 1)も、差異的な記号的髄鐘

として営まれるj と主議した。すなわち、常に義英の追求や混行の変fとと L、う強迫観念に駆

り立てられるということは、絶えず清費者の欲求不満を喚起してゆくことになる。

この背景には、テレビや雑誌などマスメディアのネットワークが発達し、新しい商品につい

ての情報は瞬時に全国津々浦々まで行き渡るようになったことがある。そうなると、自己の卓

77 
緩済会経III'rr留民生活合容平成7$ft主義長J1995 $f. 
78 ;1費費えのア鋒過程および一般に不況特にはi資資議拘iま好況昌幸よりもかえってよ奔する傾向がある。消費者が過去の最高所

得を得ていたときの浪費水準を切りでげることに抵抗するからである。これが禁気の下降iこ歯止めをかけると L寸意味か
ら童話ふめ効完走{ラチ~ .. ;ト効来} と呼ぶ。(江見・伊藤[1997J) . 

マ守高級i争 fエコノミーとソシ;:toジ……象徴社会からの知的回帰-J 文民営、 1989年。
80 
ボ…ドリヤール・フォーラム織『シヰミレ…ションの時代JI JICC:!l紙、!守82年。
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越fとe義異化と大衆化のサイクルはさらに短くなリ、一瞬前までは[差異Jであったものがも

うすでに大衆化しているということになる。そこで生産側私デザインやイメージなど付加鑑

値での差別化を図ろうとするようになる。石井(洋)[19q記は、f実擦、機能面で法大差のない何

種類の商品から、どうやって最も鴻切な物をえらびだせばいいのかちという間弘、。、けに、f大

差がないなら少 Lでも高いものを選択するとえ寸原射のほうが脅勢であるように見える。そ

うしなiすれば、生活の中で吉己ネ越化を泣かることができないからだ。…そ Lて差異の深みに

iままってゆくこの消費傾向が、表層的なレベルでの差別化にますます拍車をかけるのであ

る。jと述べた治えこの現象こそ、「価格が上昇すれば需要が減少するj といったような、経諸学

で論理展開可能であった命題があてはまらなかったノ〈フル消費時代の本質であったといえよ

7。

• r~Hanako~81227 号で、この 5 年期〈這:1988~1993 年}を懐古しで'よかった、よかったニッポン最強時代大大情

報"という特集後組んだ.今、吉次を見ると細川"r他人'=開じはイヤ』なはずの私たちが、熱病にかかったように質

い急いだ建議モノ"""rソレなしでは暮らせないjわけじゃないけど、あれば傘視のような気がした‘この5年開

のヒットものヘ"女性たちが意欲に駆られてコロンヅス化した‘大海外旅行時代のトピックスベスト1ぴ…なと

Hanako族といわれた女性たちが少し冷静になって、ちょっぴり幸福惑と被接擦を機かしむという気分になって

いたJく維機鞘 rWH納ako~と 80 年代とは侭だったのかj汽達筆者加筆)>

ところでJ節約は菜穂jとされた時代から 70年代の「消費は美徳jの時代を経て、さらに鴻

費者行動論の領域における「消費概念jは変化 Lている。石井口約おおは DJuglas& 
Isherwood[ I 979J84の[浪費的な消費を引き鵡これ良費的なマ…ケチイング活動jがあるとい

う消費に対する怯統的な見解の背景に段、f長当な諸費レベルJJ過剰な浪費レベルjといった

善悪を基準とした概念が強識されてお札それi訂浪費とは消耗行為であるJf活費とiま何かを

達或するための手段であるjといった支配的な議費行為的考え方に基づ、いていると指摘 Lた。

そLて、打者費とiま向かのf手段jではなく[それ自体として意義ある行為jなのである。jと主張

し従来の消費に対する考え方向転換をうながした。

(3)1、ィライフの追求

エネルギー需要の対GDP弾性謹・エネルギー探単泣変化をみるとお民生禽嬰のウエイトが

事1
雑誌をYHanaKoJは事者11鳳!こ緩むぬ~油成の働く女4院を 7ーゲット lこ1'11515キ4月に創刊された食事やシ謂ツピング、旅
行などに関する情報誌。当時独身を割高欲し、自ら働いて経済的にも余裕のあった新人類世代の女性iこ圧倒的に受け入れられ、

彼女たちをさしてiHanako挨jど、.) 1i:1tも生まれた。

82河合隼雄'上野千鶴子編『現代日本文化論8 欲望と消費』 えま波容湾、 Iqq'p手よ IJ.
83 
Ibld. 
84 Doυglas， M. & Isherwood， B.， The World of Goα抱 i守?守
85 

資源工事I~r 宇JTr長淑エネルギー費客車会見送以内守4 Sfる月 )J Iこよれi工、さま業者専誌をの変化によるエネルギ一家消貸裂滋業への
シフトが農業湾需要の律びを低める場\~務災のライT:U'11~の高度化iこより今後も生活面における快適性追求のため、氏政需要
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増大してお札ベイス型コウホート分析結果でも畦気代・ガス代ピもに詩代効果が大きく、

時代趨勢的iこ増加して L、く o これは家成内の電化製品の多様花(セントラルヒーティングや

冷稜募用エアコン、その他の家通達用委主化製品)や給湯掩設(シャワーの普及Lt、f朝シ fンJ

などと L寸言葉を生んだ)の充実による使用増加など生活面おける快適性追求を長映してい

る。「そのf患の光熱費JIま主に灯油などの捺料をさすが、-fi~洩スト…ブは下級財であり喜容封得

が上昇するに連れ所有がすくなくなる。また世代効果が大き弘、

200 
180 
160 
140 
120 

~ 100 
80 
60 
40 
20 
O 

(図表24)様適生活追求整家電普及第

必殺ややややや司会 Q 司令手守p>'~o，;n;， ~o，;~ 
孝弘 旬 、句 、.<b~ ... <:b 旬 、句 、~V ... OiJ ... Oj-J ... q)' 局、、、、、、、、‘、、、、、、、

{華字}

(4)家底的中の『個」の進擦と鋭f消費者の社金化J

-+ー温水洗浄使11
一・一法餐君主滋化粧台

l一色-;，滋*務

一紙一カヌ湯浅かし器

…後一石油ストープ

…@ーj温風ヒーター

ー→一ールームエアコン

一ー一電気書ーへ.ヲト

平成7年度版
Wl衛策動向調査年報』

昭和40年代のマイホーム主義は、仕事など公的世界iこ対する私的世界の程詩的比重増加

の現われであったが、昭和 50.f手伐にはホームから偶人へ移行 Lた f個別化J87を通過し、

昭和60年以降、人践の家挟行動が題人をきち準と Lて護関する現実をさ Lた「傭人化jへと

進厳していった。かつて家族の持っていた、衣食を作l)t起し子供に職業教育を行L¥ 老人

を看取る場といった相互扶助的機能は急速に失われていった。

こうした家挨の変賞と消費の関謀、について{む、くつかの原因が考えられる。第一に「欄家

やバ…ソナル家電の法がりJがある。(回表25)1ま若年世帯"を対象にした耐久消費突きの普及

率と締約化率を示している。カラーテレゼ、脅さ話機などiま既に半数以上の世帯で被数所脊が行

われ、構報娯楽、交通嘘{言、空調関係の燃は鵠別北が進臆していることがわかる。 a馬場[1997]8容

は、個別fとを議進 Lている要擦について、世帯の基本掛性とイ民民化率の関係を竣討しf子供の

のウパトが治大すると予想している。
86 
平成7年度目長「闘民生i普段審J(経済企画庁}より
1989年の f会図消費実態主題査jの鑓索データ'f，!録、¥社会・世帯鴻肢がお久消費財の保有にピのような影響を与える
かを分析Lている。

87 1 r個別化』どは、法帯を単位として、t皆様iこ必要において耐久対を保有するのではなく、世械の講成人員個々人を単伐
として、俗人の必要iこがいてそれを係宥ずるようになる傾向をもづ。J(馬場[1997J) 

皐畠{英才}惑とをf緩草寺研究所れきjf;i.ii!f Iこ関するハ・移譲査{第 3!fJj質)Jl 大法省印刷局、!守守るま手よ 1)。妻の年齢が 24~34 歳の宥
配偶t量殺(1∞0世帯持対象iこLtと調査。
89 
馬場康彦 f現代生i昏緩済総j ミネルヴ7奇襲線、 '997~手。
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人数Jf家挟人員数jと個別化率!こ高い相関があることを示 Lた。

ロ立:::::J普及添

・・・・線数所有著書割合{会体)

降・・会・・複数所有者部会{子供二人)

--1ル一線数所有者割合{子供三人)

{図表25)普3長率t.値別化率

(財)家計緩溌務究所舗

~j袴費量生活に関する1\'事ル.査{第3年度)~
大蔵省印刷局、ゆき§年.
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第ニに、 fインスタン卜食品やコンビニエンスストアによる時期的制約の解法jがある。

1960年代iこインスタント・レトルト食品やプチ食品9吾、 1970年代iこは電子レンジや冷凍食

品が登場し夕食時に家主長が揃わなくても金事に支瞳を来すことなし家挟は集団ではなく

領人の都合で行動する時間が容がった(酷表 26)910

{磁薮26)子供が食高野a=:-絡に食べる人

昭和57年(夕食)

昭和63年〈夕食}

80誌

ベイズ整コウホ…ト分析結果においても、 f調理食品JIま、世帯人員数が瓦映された年齢効

果の他に時代効果の影響が強丸、1988年以降女性の社会進出が選じ中で、営事主が昭和21

年出生以隣(現在年齢51鼠以下)の家計よリ、キ関を取らない「調理食品Jの乗せ罵iこ壊れた

世代が議鈴化し、ボリューム化することによって、需要誌緯銑 Lて拡大するものと思われる。

第三五に[女性の社会進出や予のアル"1トによる家計の鑓刻化jが挙げられる岱20 妻や子

供iま自分の裁畿で捜えるお金を持ちiまじめ、実質的に一世帯一家言すと t寸家計構造は崩壊し

た。今後こうした生活錨鵠鋭の個人主義化と相友関連Lた埼費文化の中で育った世代の埼費

者たちは、加齢して L、〈過程においても、家計の中での傭人の頴在化をいっそう保進 Lてゆ

語。量40覧20梶。鷲

。。
一人が-lalで食べきれる妥ずつを製品化Lた食品。一般に割高1':あるが、食の総食itl二{事ぃ売れ行きを}，!:ばLている。
{経済企画庁物銭高奇縁 w<ら Lと物悲運JII守%王子。)

91 平成 2 年度版『留民主主滋白書~ p.ll&，必然:浮生省「国民栄養潟査jよリ 3歳から 15員長の子供を対象に Lた減資。
92 1~寿会美智子f 家討の綴警守化について J W$f古家計経済研究~重巻第日号、 Iqq2 年。
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くことは関連いないであろう。

家族が個人化してゆく中で、家棋の中での大人とよ子供の関係も変化した。 f平或ニュー71ミヲづ

世代以降、大人が子供の上位に立つのでiまなく、変迭問亡とのような関様を結ぶようになっ

てきた。張江総 [1踏む 931ま、これまでの社会化論においては、 Bourdieuがわ、ピトゥスJ

%と呼ぶところの、集団がもっ意識的・無意識的な思考様式を一次的社合化・二次的社会化

を経て個人が礎得してゆく過程を問瑚に Lてきたが、こう Lた社会化論は時代遅れとなっ

たことを指摘 Lている。もとより、社会化を単に大人(先行世代)から子供や若者への錨

犠の注入の過殺としてとらえること拭誤りであるが、社会fとの持つ f棺渡性(mutuality)J 

の機能か仏大人も子誤も葱響を与え合うといったことがヨリ強調されるべきであろう。

たとえば、現f熟年j世代の母親と新人類世代の娘が、娘の結婚後も一緒にファッション・食・

旅行などの消費を楽しむ光景が一般化されてきている。ヘこうした行動!こは、競が子扶に

与える影響よりも子供が親に与える影響の方が、正鎖的iこ強弘、

• r1990年壌になると、世界のー藷プラント古いわれたシャネル、エルメス、ルイ・ヴィトン、ティファニーなどの金蝿

り上げ高にしめる日本人の購買高は、各社とも 20~30%に達するようになった@この驚輿約な購興欲培、若い女

性の金力とパワーだけで支えられるものではない。彼女のお母さん俊伐の消費欲もプラスされていた.50伐の

年齢にあったHana初肢の母親書も、自分が十代二十代の姥iこ見たフランス挟題、ハリウッド狭義援のヒロイン

たちが持っていたブランド品が、ふと自分の娘が持っていることに気がつき、それなら次の海外旅行の時に買

ってきてもらうというパターンが完成したα…『尚附ko~133 号では、"ニ総代間商品&エリア情報"で、母娘共通

のブランドとショッピング・エリア特集をした。この企画の一年後には、欄母‘母、娘の三世代擬ってひとつのブラ

ンド品を持つ家庭も出現した‘といって、極集会織にも、三世代際高品をやろう、という意提も織た。J(雑緩和

r~Hanako~と邸年伐とは何だったのかJ95)

また、パソコンやゼデオなどマルチメディア関連機器の購入1:際 Lても、従来の家事を補

勅する耐久消費財の購入の場合と異なり、親世代はまったくこうした高品に慢する靖報や

操作lこ疎いため、子の意見が大きく反映されることになってゆくであろう。

(5)溝費者続得寵蕎の誕下

バブル経済崩壊後、消費者の価格患向が強ま 1)、より安い鵠絡の高品を選好するように

なった。問村日qqsJ守岳はこう Lたf涜費者納持鵠捧jが決定される嬰躍と Lて、CD所得水準、@

93 
荻iヱ洋滋・弁出者喜久・イ左妻子1E務総書~ wソシオロジカ I}.-.クよじスト[現実理解の社会学J~ 合符社、 1997年。
94 
ライブスタイルは日常生活の実践の総体であり、コードiこ総づいた形式を伴っている。:J…ドは学習されるど fふた
りまえ」のこじとされ、内省されるこじがな〈なる。このようなコ…ドの学習をBour仙波(1979]1;1r身体化jされると
k川¥学惨されたコードをレ、ピトゥスjと呼んだ。

95 
lbid 
96 
回村正艦長義務S怜の事建造j 神戸大教 Dlscu器 lonP部 erSeries #9507、19qs.i:f.。
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舗格と品賞の連想、③鰭買経験、④情報探章、舎特来価格についての消費者期待、を挙げてい

る。

平成 7年度版『菌民意活白書Jによれば、家計調査の平均購入単殖の搾びが消費者物簸指

数の伸びを下鰐る場合、消費者は髄絡に敏感になk より安い蕗品を選択Lていることが明

らかにされた。ノfブル崩壊後の家計調査の購入単価が活費者物価指数(CPOを下回る経度は、

おおむね第一次石油危機、丹高不況期よりも大きく、ノfフrJl"謀議後の消費者の鐙持忠向の強

まりは、過去の紫長後退局尚と比較Lても大きなものであった。珠に紳士服は 1992年頃か

ら低儲絡の費紙1事が次々に出嘉数を増やし購入単価も 93年、 94年で前年に比べ 10%以上

も下落を続けている。このような動きを踏まえ、一般の小売志や百貨車なども競争上期社開

発の安い鶏品を投入したことによ i人購入単価は CPIを下回った。この地にも通販などを

通じて価格のf義人、輸入品のカジュアルウエアが本〈出問 1)、ベイズ型コウホート分析におい

ても f洋服Jへの支出の時代効果はJ"フソレ崩壊以降マイナス方向iこ振れている。
また、「食費Jにおいても肉類に閉していえ託、[生鮮肉jの支出金額の議或比のうち牛肉

のさめる割合iま高まっており、平或3.1f(1991 j手)の牛肉・オレンジの輸入自由化以持、円高

の影響もあって安い職入牛肉が大震に出詔リ、さらに大型スーパーなどでの嬢売が拍車をか

け、浪費支出拭減少Lても消費量i討中びている§70

{図書量26)牛肉の絵λ量と綴織自陣織

{図表29)4'.煙家/111書λ銭a.aぴ平均館入綴織の錘馨
〈全線・i:世帝}
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97 
牛肉の…世帯当たりのま手総量毒入童文章fは 1974年iこiま7，4料、 84JfにIlIO.1九、 94JfI:ll 12.2九どなり、 20$手術で1.65
i告になゥている。

-100-



第3館小結

本意で誌、第2章でおこなったベイズ聾コウホート分析による定驚的方法ピ、定性的方法の

相補完的接近を行うことによって、年齢世代時代の各要践が鴻費者行動に与える変化iこ関

する包括的な解釈を試みた。

第2章で得られた時代、世代、年齢の3つの効果の相友作用の影響の大きさを比べるため、(図

表30)のようにプロット Lた竺

肉類
油脂・諸味料
菓子類
飲料

外食

事候兵務
調覧司時ーと・x
和銀

洋巌
下着類

{図濃30)三鶏果の影響の度合い

服審物議
被服関連廿ーピえ
保健儀由良廿叱'え

交遜.
緩業料

教事毒司書参者智司修
繍苦言授楽
教書際機楽ザ…とヌ

路線費
交隊費
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仕送り会
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果物 自動車爵主義実

網掛けの遭い部分は、3つの効果とも彰響の大きい消費支出項目であり、簿ぃ部分はそれぞ

れ時代×年齢、時代×世代、王子齢×世代というように2つの効果の諺響が大きい主要自である。た

だし残りの効果についても、有意である眼リその勢来の影響力を持つ。

これらの結果ピ本撃において行われた定性的分析結果よ i人以下のようなことが官える。

まず、これら3効果を分離し埼費支出に与える島響の強弱を測定することは、年齢あるい註

時期などー嬰盟のみをレファレンスとしたこれまでの消費支車分析とは一線を岳することを

再度強調する。観決1/報告としてよくなされているような、世帯主年齢務級別消費支出の動向を

時系列上で分析した結果においては、たとえIf、本意でも触れているが、

98 

f時代の変化とともにf自動車等欝係費jの支出鱗会は増え、また、特!こ能宇野主年齢20織代で支出割合鑓患

が多く、高齢化するほど支出は減っている.A

第2j言の{図最長14)をもとに、各浪費支出項目にぢいて、一務ノfラメータの変動憾の大き、、「効系jを100として、残IJ(!)2効

采の変動穏をさ童数化L、数値が50以上であった効系も影響力があったと終定 Lてプロット Lている。
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除・ということしかすえなL、。この観瀦結果からは「議齢になるにつれ人は自動車を護転Lなく

なってゆくのなら、高齢化社会が進行するにつれ、自動車の議要は少なくであろうJ、という予

澱しかできなL、ところがこの「告動車等閑儀費jを 3効果に分離すると、 1980年以降では時

代効果誌なく、年齢効果と世代効果とに分けられることがわかった。年鈴効果を見ると、50歳

代をピークとした後、確かに 60歳以降では自動車への支出は減少傾向にあるれぞれを Lの

く.11どの世代効果がある。つまり、新い、世代ほど喪動車に対する支出が大きし昭島お年~

昭和 45年出生世代が 50義代になるころが、我が匿金俸のマクロ的な集計レベルでみた場合

に最も「自動象等閑操費jへの支出が大きくなることが予測できるのである。

一方、昭和 36年~昭和45.1f出生世代より新い、世《に、彼ら以上の世代効果の最大鐘を持

つ世代が出現すれば、その世代が『年齢効果jが最大値をとる)50歳代になる時れ最もマク U

的現象としてf畠動車等関係費jが支払われることになる。本章でみたように、自動単に対する

支出が増大していった社会的背紫を考えると、新しい世{えになるはにさらに支出を促進する

ような世代効果の刻印が期待されるであろう。

第Ij詳において巌望してきた通仇これまでの家計についての渚奏者行動分析はJ家計集聞
の狩i自分析に焦点が合わされており、家集の大きさ、年齢構成、学校などの遣いによる清費性

向や支出配分、競入費の差異について静的に恭されてきた。家計集団的特性の差による消費ノf

ターンの興持控を、?…ケティング、誘究領域における浪費者行動論や経消学的要霞に集約さ

れる消費関数理論でどれだけ有効に説明できるか、が意点となってきていた。しかし、消費ff

動は体系的選択の蓄積であ i人それらは井関の玄う生活体系コンテグス卜の中でこそ定義さ

れなければならなL、。埼費者は、まったく静的な社会文化的真空環境の中で生活するのではな

く、ある特定の時代に、ある地域において社会的関磁を営みながら生活している。このような

社会的な環境は渚費者の意識や生活習慣を大幅に耕約し、長期的iこはその消費主体の行動に

大きく髭響を与えている。これがすなわち、年齢効果であ i人時代・世代効果なのである。

時代、年齢、世代の各効果を変化させ顕義化させる要鴎iこは、本撃における解釈結果から祷

られた(図殺31)のようなドライパ…が存症する。背景となる経済的要望や生活環境要器を消費

者の年齢や世代、時代のg切りごとに共略的な要鴎として抽出し、概念fとしている。それぞ

れの規定要留の項目は、井関告舎の[生活体系モデルjを参照し、再講築している。

まず、年齢効果を頭症イとさせる嬰器である内，これらはf家族生活鶏期j理論でも示されてい

るように、(1)<生活体系〉を規定するものとして①世帯人員数の増減1∞、参可処分所得の増議、

金家棋のライフサイクル〈乳紡党、学齢児、高齢者の存症の有無}、(2)<生活構造〉を現定するも

のとして@加齢iこ博う社会的責桂(冠婚葬祭費用など社交関係を含む〉の増減、が挙げられた。

これらは時代や世代に関棋なくJいつの時代jにおいても、おき舎に伴ってあらわれる効果であ

る。高齢化社会が進行する社会においては、この効果が大きいこと 1)¥直接マクロ的な消費環

9宮lbid.
10告
これは偲別家事長の家族ゑj活周期よでのt皆様人員数の増減{子供の出生や巣立ち)による消費環境の変化を詣LJ少子化l

などのように社会的な変化における世帯人員数の変化を意味Lているのではな¥'0
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境に最も影響を与える。

次に、世弐効果を顕在化させる要因であるゑミ(1)く生活体系〉を規定する要震として、①所得

水準と形態、~家挟ライフサイクルの変fヒ(少子化、唆婚化、女性の社会進出なり、金学歴(全体

的な大学進学卒や女性め高学歴化)、(2)く生活構造〉を規定する嬰闘と Lて、@(世代間帯の)生

選諸習慣、器社会的関係の構築ノfターン(対人的審響、準拠集鴎)，@財保有のパターン、(⑦マス

メディア推触ノfタ…ン、寄家挟内の役説期待、(3)く生活意識〉を規定する嬰理として、舎生活関

標・設計、金集部・階辱滞緩意識、⑪消費意識・購買態度、(母〈生活環境〉を提案する要因と L

て窃文化的成灘、9文化・レジャ…搾設の多様化、が挙げられるであろう。

〈生活講造〉とく生活意識〉は相互感存関慌にある。またく生活環境〉要望吋外生的な性質があ

i人時代効果との判別がしにくい治えここではこうしたく生活環境要因〉の中からどういった嬰

素を積犠的に選び取るかは個々の世代に刻印された世代性によって異なることを慧味 Lてお

り、時代効果のように「年齢・世代は関係なくすべての欝設に第響を与えるj婆因をざしてい

るのではなL、たとえば、窃文詑・レジャー掩設の多様化がせ《効果に影響を与える{9IJとLて

は、毘塊ジュニア世代以降の世代にとって、日本人のレジャ…に革新的な影響を与えたf東京

ディズニー・ランドJなどのテ…マザfークは既にレジャー清費の選択肢と Lては当然含まれる

ものになっている。

最後に、時代効果を顕率化させる婆密であるが、 (1)<生活体系〉を捜定する嬰因ヒ Lて、①所

持水準と形態、(2)<生活講遺〉を規定する婆留として、②生活のさ芝倒的構成、窃生活の時間的構

或、告索活諸習帯、(3)<生活意識〉要調と Lて、⑤紙法的期待ピ見通し(4)<生活環境要因〉とし

て@経清構勢(物髄、地銀、為替変動、紫気績環〉、⑦交通過権などのインフラ整鎖、⑧高業持設

(大j苫法などの規制緩和、流通合理化)、(5)<購賀状況〉嬰悶として、母若舗、陳列、宣伝タイプ(郊

外型大規犠庖舗やコンビニエンス・ストアなどの革新的流通の台頭〉が挙iずられる。これらの

変化は世代や年齢を問わず欝民全体におしなべて影響を与えてきた。

そ Lて、この3勃果のウエイト変化。ヘマクロ的な消費者行動の講造基底をな Lているので

ある。つまリ、時代的な彰響のみならず、ある時代におけるある閣の世代制人口構成が、浪費

者行動の大きなうねりを作り出している、とすえるのである。

， • . 
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また、高度経済成長期以降、高品が本来の故現錨穫としての意味を譲れ、時{え e世代・年

議舎によって特存の文花的意味を持つようになってくればくるiまど、消費は単なるそノの有用

性や効摺によって'11'われなくな i人諸費の様持!まより捜雑な解釈を必要とするようになって

きた。しかし本研究によって、戦後の日本の消費社会において、どのような錨備基準を持っ

たライブスタイルが、どのような世代から身体化されるのか、それがマクロの現象となった

ときに消費の構造はどのように変化するのか、一定の@苓を与えるものとなったであろう。

われわれはしかるべき時代に新い、世代が諸費者と Lて加わることが新Lいマグロ的な消

費の活力になることを知った。すなわち、先行世代を追って上方移動するのではなし

ろ先行世代の消費の価鵠械からの離脱・現状への不満の蓄積といった精神的代価を経ること

が嬰求されている。そして新しい世代が加わることによリ、こうした不溝解法の磁路が新た

に講築されるごとで、新たな僻鐘観が生まれ、マクロ荷な諸費者講造全体に大きなエネルギ

むL
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に溝築されるこピで、新たな価儲観が生まれ、マグロ的な消費者構造全体iこ大きなエネルギ

ーを与えるのである。

これまで高齢化・少子化の問題は、社会議祉や覆療施策の面iこ季五いてのみ語られることが

多かった。しかし来るべき未来の経済に活力を与えるためにも、新しい価儲観をもったよ縛

k、世代の自現を促すよう、渚費社会の持来の為の少子化対築がもっと強調されるべきでふろ

う。一方で、既存世代の価債観をもっ人々にも、時代効果ピ各々の年齢効果が世代効果!こ相互

作期を及11'L、将来的な消費者行動に大きな可塑性があることが鳴らかにされている。

ところでベイズ型コウ;1;ート分折方法においては、現在のピごろは時系列データを分析

し今後の予測としてはまそ性的な解釈的見通Lをつけるツールど Lて使われており、定資的な

意味での将来予烈穿式は確立されていない"に Lかし、従来1tわれてきた需要予測は、マク
ロ・データに多耳東式の詰線を当てはめるだけのものが主流であった。ベイズ型コウホート分

析では時代・年齢・世代の各効果がウエイトとして示されるため、このウエイトの動きから、

次の時点のウエイトを推定することが可能である。これは必探的に予測に結びつしこのよう

に、パラメータを外挿予測することによる特来推計ゑえある税度可能となるものと期待できる。

機械的な適用は漕けるべきではあるゑえ今後はさまざまな継続データを分析するこピで、消費

者行動理論の説明カをいっそう強化する手段と Lて位置づけたt、

.. 

01 ベイズ製コウホート分析主告が予測に煎いた一歩iとLてi立、{社〉会読本コーヒー協会(1993)によるコーとーの苦言妥予測
がある。ここでは今後5.lf.fIllと、寸短期間の鋭磁内では比較的妥当な予涜:'1ができるものとしてItfflして、、る。3効薬のパ
ラメ…タの緩計方法lま、f年齢効果jの仮定は中英語予測なので一定どしJ時代効果j及ひ?没代効果jの仮定は包
爆式を適用 Lてi'澱している。
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結章本舗の貢献と今後の課婚

第1館本鵠の貢献

本論の欝蟻において、わが臨におけるマク U の視点からみた市場の高齢化や世代の交代

がもたらす消費への影響について、時系列に沿った生活体系の中で、時代・年齢・世代間を

転移する消費者行動の変認をどのように説明すればよいのゑ¥といった問題を提起し動態

的に構造化された理論枠組みが未だ提ネされるに笈っていないことを指摘した。

まず、マ…ケテインクーの研究領域における活費者行動論や、埼費者行動に関する経済理論

に対する疑問や不満から出発し、高齢fと社会における消費者行動分析は、その一面をとらえ

て、これら松統的な学問領域へi撃沈することが困難であることを明らかにした。

伝統的な消費者行動理論や経済学的清費者行動論は、下位レベルにおける部分的な性格

の分析であ 1)、それぞれ限界を持っている。この点において、動態的・体系的な理論構築へ

の可能強をさぐることは意義あることといえよう。鍋人や家計の消費行動は、現実の世界に

おいて生活体系のなかに織り込まれており、様々な嬰悶が相互に作用し合っている。経済的

要自のみならず非経済的要因を類別し概念化 L、経済的要留との相互隣儀を確定 Lて主、か

ねばならなL、。消費者行動の変化饗臨を捉え査し、{也の構報とともに用いることによって

より一層合理的な解釈が可能になると考えた。

そこで、浪費者禽嬰の変化を説明するために、家計支出のクロスセクショナル・データを再分

者 Lた。ここでは家計調査年報のデータを利用し、ベイス裂コウホー卜分析を行った。この分

税法では按数の調査結果を有機的に結びつけ、消費者の年齢・世代・鵠査対象時の時代と

いった要因が消費行動に及ぼす影響を文出金額や購買数撃の爵面から分析することが可畿

となった。

;文iこ、背景となる経境的要璽や生活環境要因を抽出し概念11:Lた。時代を文航する考え方、

生活環境や生活構造の変化、消費者の年齢や世代の区切りごとに与える共時的な体験として、

嬰罰を抽出するため、定性的な方法論で解釈を試みた。世帯のライフサイクルや世帯怠の年

齢、世代、時代など分析対象の持つ盟果的な連鎖を説明するため、行動の茜果関張、を明確に再

定Lた。

以上で諸部分の嬰器分析を行主¥それら諸要詔が全体の中で一定の機能を持ち、相互

に関連作用 L合う捧系について、年齢、世代、時代の三つの効果の点から、それぞれが消費支

出に変化をもたらすドライパーとなっている要因は何なのかを考繋した。また、加齢によっ

ていつの時代にも生却する変化、世代の持つ社会的習慣が与える野響が将来的な諸費犠迭を

どのように変えるのか、人口携或の持来予測を用いてある経度Jt迭すことが可能になると考

えられた。

ここで持られた分析結果は、話統的な清費者持動理論の持つ問勝点を、部分的ではあるが補

うことができる。とくに、年齢、時代、世代の 3効果のウエイ卜変化をき主に Lた靖費者行動概

-106-



念段、これまでの浪費関数理論や「社会階層と消費者行動JJ対人的膨響、普及過程JJ家挟生

活用期jなピの研究額域における、今後の理論的精鰍イヒヒ消費者行動の統合理論の形成iこ、あ

る程変の賞献が約束できるのではなL、かと考えている。

さしあたりわれわれが目指 Lたものは、マクロ的な高齢消費者社会について動態的に議造

化された理論枠組みをつくることであったiJ¥こうしと分析持組みの当識の脊用性培、第一iこ

年齢・世代・時代効果によって消費者行動を変化させる変化のドライパ…婆霞を漬鐸する

ことであリ、第ニにはそこから、既存の理論を捨象することなく枯 Iこ設獲づItながら再解釈

できるという点であろう。井関の生活体系モデルでも言及されているように、消費関数論争の

成果といわれるfデモンストレーション効果Jr習噴形成効果jなど、本織におけるコンテクス

トの中で宥効iご蒋解釈ナることが可能となる。

第2欝今後の鶴題

今後の課題と Lては、年齢・世代・時代効果によって消費者行動を変化させるドライパー

要因の概念図式をいっそう精鰍化するため、経験的な調査と Lて操作可能な変数に移譲でき

るかどうかという点が挙げられる。たとえば第 2章でも詣隷 LたiJ¥世代効果がいくつかの

コウホートにまたがってプラスの効果をもつようになると、やがてそれらのコウホ…トが社

会の中心になるにつれ、社会的な傾向そのものを左右するようにな'J，i長代効果がタイムラグ

を伴って時代に影響する場合などである。これら相互作現の影響誌、特来の見通しをたてると

きには、特に注意を要する。

各効果iこ彰響を及iますような諸費者行動の変化の要留を変数に転換するときには、変数聞

の諸鍔謡、iごついて竣誌可能な後説を設定し定量的な規剤性を発見することが前提であるが、

世代性の要怒などほどのレベルをリファレンス・ポイン卜にするのかが明確にできないと

弘、う問題がある。このため本論iこおいてはベイズ型コウホー卜分析法を用いた定霊的分析と

定性的方法を並行 Lて掠用し相良補党的な披i止を行うと t、う方法をとった。

今後、理論の精撤fとをめざすならば、繰り迭し経験的研究を積み重ね、諸費者行動論、経漆理

論、社会学理論などとの統合が必要となってくるであろう。ベイズ型コウホート分析迭がよワ

多方面のデータに適用され、そこから得られと分析結果から豊かな解釈をきiき出しマクロ的

な消費者行動基底を解明するための理論的枠組みを強化Lてゆくことを雪之;ものである。

-107-



111M ilSoたが a;.tiJ智

本稿の持成にあたリ、神戸大学経営学部教授 田村正紀先生 ならびに 統計数理研究所 中

村掻先生よりご指導賜りま Lた。ここに記 Lて深い感謝とともに心からお礼を申 L上げたく思い

ます。本当にあリがとうございました。

Lかし、本稿の内棋はすべて筆者の貴に帰するものです。

/1/11111/11111111111111111111111111111111111111111111111 

アメリカのWashington.D.C.にある"Na首onalMuseum of Arnerican汁istory(アメリカ歴史

博物館ド'にある"MaterialWorld(物費文明)"というエキシゼジョンには、人間が生活を向上させる

道具と Lて作り出 Lてきた洗濯機、冷麓康、テレゼ、諦除機、自動車などの商品の変遷を時代に沿っ

て見ることができる。

アメリカのる5年代という時代をテーマiこ「ベスト・アンド・ブライテストJを著した David

汁albers治mが、今撲は 50年代をテーマに Lたfザ・フィフィティ…ズ、Jとk、う本を出 LているJ書

評jが出たときにすれこ求めたが、一気に読破 LてLまった。アメリカの 50年代は捜員兵の為iこ戸

建て住宅が大量生殺され、ディスカウントショップ、マクドナルド、;f;1)デイインが誕生し、テレビ

放送と GMが栄光を楠めた時代であり、若さとオプチミズムに満ちあふれた時代の空気の中で大

量消費・大量生殺が行われていった。

ところが一転してアメリカの 60年代は、物質文明を否定Lたヒッゼ…文化が詑縄き、エコロジ

ー運動も始まったのである。そしてその後iこはまた、ヒッピーたちに代わって、今度は持合主義と

部検されるヤッゼ…たt;がやってきて，¥プル諸費を謡歌し彼らの年齢がよがってゆくにつれま

たどこかへすっと培えていった。

このように諸費や社会の怯絡めサイグルが毒在するのは、先行世代の儲儲畿を常に批判的に観

察Lている後進世代の存姦があるからであろう Q 先行世代も、そのまた先行世代に対して最初は自

らの世代の鍾縫緩を誇示 Lていても、年齢とともに社会的責任などが両肩にの Lかかり、行動の変

化を余儀なくされる。そ Lて、時間軸を貫いて大きな変化のうねリを作リ出 Lているのが、時代の

流れそのものである。

そう患って、また博物館の牒ホをjもると、その時代、時代にその高品に囲まれて生活 Lてきた浪

費者へを患いを馳せることが、とても楽 L<感じられる。ものの消費を通Lた、現代交にがける文

化人類学的考察と言い換えることも可能であろう。

本論の第 3章の定性的接近では Halberstamやfオンリ-・イエスタディjを著した F.L.Allen

のような筆致を目指Lていた均三まったくはピ速いものになって Lまったことが残念である。

最後に私事ながら、博士論文を執繁するという器難な諜鶏にとりくむ私!こ、常に嘆かい声殺をお

くってくれた夫に惑誕の意をささげ、あとがきを結びた弘、
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[Appendix A]， 

〈シル，{一世代(l932Jf.(昭和7j事会主)q)総)> 
年代 年齢 時期 j耳賓依繍 帯主

i守32 。魚 .繊の手作りのまま

2 2品事伶 .事'-8毒経済
1938 る虫色 小学生 賛沢i主義文

第二次世界大紋

1944 12厳 学集徒題懇出陣1駐車車問 l・衣料切持で語己絵
象京大殺~行娘、 最善絞 .~主滋覇権係 1-を川ど紡宣言葉市

中学生 新型宇事.IJ 場草食後では食が最優先

1948 151民
.主童書控室言消費

若島幸完全長

1950 18厳 朝鮮戦争

専門学主主校NHKテレビ主主込書舞金金
大学 三穫の神at'&1I!I始

1954 22. 
4島火愛浪費時代

1957 25ゑ 結婚 問地ブーム
成太子昔平成禄
所得倍増計画 .接待消す費IH生省亀 -子供語長iま手作リ

19る230歳 ることに貫主味

-・量i延産車行ilf官.
itiW貨

万ま語争奪祭会 .ライフスPイル消費

1972 40j量
第 ;大石油ショ '7タ .節約こそ美機

l号8250織

子供給婚 パブル祭災 4陸型車4ま;書.
l・.怒フ鎗葬祭用着物線入
ルムーンツアー

.司と/淡雪をからコト3商.
i守守2OO歳 定年

平成不況 .~電 jt価舗;奇策

笈沿2守'0.

.シルパーt埜代lit益
・70"代11総蓄をと獄後の鎖鎌紙の逆転を』きをもって絵験ιτきたe
・船員能代11r昭和ヒ争ケタ総代jt呼ばれ、諸島Z電車華済成長期には鈴き必'1の30魚代。
・需主米.t1II.の生活水準1:i義いつ〈ために fエコノミ '7'1・ァニマルjとなって滅私..公的に働弘、たa
-畿のや1:遅れた〈ないど、寸l;裁が強〈、流行iご興味がある。
・i!lIl.心毒事夜遅是で、子供の家毒長からは4生成Lて車庫ら Lている。
• r今の暮ら LIこ満足JLている人善治割以よおリ、経淡鈴・湾問的余裕音型車じている。

伊蕗忠71ヲシρシXfJ.孝章式会主主『お Lゃれ3奇策トレンドJPHP，I99るJf..
松井FJilri控j~ ど 3翼賛J.松原後一a~ r文化と蛍代j 、 ESP、 199~51H'.
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その他1毒1t罵主要

.~晋が市肴で害物者奮資発総っi義τたけのこゑ滋

.刷

|・.大大多学数i量は挙高準卒11で品2都%会へ必て繊
(1 955Jf.) 

.洋裁など花嫁修行的留い事

.核家事長化、女性は専業主婦

-.第篠一i"誕生
F 子誕生

-・4子E本供的な電~tをそろえる
が総司F量産にな 1) 、.は，~ートヘ

.夫は滅私毒島公約iご鯵〈

.~討し物側、生活不安広が 1).いだめ行動

.事良質実ピー夕、家の口一ンと家討を底追
(子供q)20%以上11火学へ進学}

-総t士事火場華々味だった人が~(、定年後 l :t
f ごみjと事事総古れる

• r平成米級重きj-r l.t~棋を買いだめた



〈霊長年畿代(l937$f(略奪o'2.i事業}の例)> 
年代 年後 書事期 l技会f意事醤 j魂安l1tf富 事E その他消貨問i墨

1937 。ゑ 問中華Vt .毒量(/)J争伶1)の級
i正義主 .ごちそうといえばすき殺さ

3事ニ次世界大事ミ
太平洋戦争

'943 b歳 小学~ 挙後tI:t~事 .s色3香織保
集回学:i疎開 衣食後1"r;l:-j:が最優先 .衣料切符で語E鈴 .~昔が級事者を発ってたけのこゑi番

東&ι京"'"大aZEZE2dw E .をンぐと防~要覧巾
..曲進目韓lti議sマg物の資調達

1949 12A量 チョコレ トが4t曹長 Lかった
朝鮮事司令 .t隆骨量重苦;葺費 .家庭善寺でX悲鳴トづ〈リ -公義3母Pメリ力峡働が費¥'こ

中学生 -Z744学品プっヲタを参考に され、アメリカ語民生活にあこがれる

i守52 15;量 Ml.を τ毛らう
NHKテレビ放送静需給 ..ダプィオ ル技量a 1:・学近所校嫌1)1晴治

高校集 三五殺の縛器(冷車u革、 ランドよ 1)1.'1晶 の耳f:1'テレピ
i号55 18.象 洗濯機テレビ)普及械始

太陽族ブーム .大紫i毒JtB寺代 ..三7絡や高.~誕マL買T緩い争』こ奪 .-事i挙F裁五昆・和裁の普いで司jFもる
鳴門学生技 東京タワー完成 ニキュアを 絡をテレビ

大学 皇太子景御気成婚、 Lか智ら子れ主る義 |・4b7大W学主催やの歌，"声ン喫谷川
'95'守 22'能 主製3湾 .~Ifi'T:!*(/).1は 1.1¥" -11“ 

所得綾虫歯計画
.獲得消費1;1:換こ機とt Z.94自1.7分.げ可?布を絡見を買って

ヂレ1::日千万台突破 する こ貫主味 て制作

'9，る225A量 結婚 マイカー・プーム .基本的な家裁をそろえる
岡地プーム .ダイエーなどスーペーマ買買い物

新三緩の守幸君事 (3C) .流行浪費 .者まい主主1~1こ流行の i・.m第一子(新人類)誕生
1967 30員長 iニ幼斗をはいてみる 会患の総選5回目にやっと滋湯

レジ守ーA号ブ先 ム{万湾} .洋裁はもはや量産泳
|・.第筏二乱子害者誕生a本列 括主aa .~を刻化消費 もっぱら既成義援を滅入 奇襲、生活不安広場11):賀、、だめ行財

.71フスタイル消費
第一次率三治ショッタ -軍事総こそ災者亀 -そ子供が就学畿iこな1)，~院は，{ートヘ

1977 40主主

第二次石油シ緩ツタ .数..11ピー夕、家の口ーンと家討を圧迫
'98守 50黄色 パプル景気 -延焼消費 .スサイタスを<<:すプランド 高級車童書入

子供給婚 平成不況
..，そE/治資からコトi寄11
質量語纏;事費

.~ま姥葬祭大好JlHきt物費量入

.旅行iま .~ド肉が安〈なゥたので頻繁に食事へ

.総量聾Ltと織と持ち合わt.r平成王位騒動jでi主主事を買いだめた
l守守7ω員量 定年 τ織を章者う

.リストラにおびえつつ
議後の生活をま襲索

.熟年t詮代1:t詰
・幼少調書iま事え終下、成長後1;1:大難波貨を士会と、両方を厳重量Lτいる。そのため消耗品は隊約 L合、、洋員長はなかなか拾Tられないe
-新婚時代iこ火愛浪費湾代を総験L、家電製品など生活を合ま霊化する耐久消費量さは次々に童書入L-rきた。
・男尊女卑的な明治・大.iE主主まれの局総iこすEてられ、女性iま車員集や為等教育fのifiiで制約を愛iすτいる。
・一般的な常織や価徳緩を3直後L、 f人員長みjの生活やrt量機体jを気にする.ヴンタ付けやプランドに録、、
・滅後濃かな欧米のさ主滋を廷の霊場たリlこい重量い滋れを持った。こ(/)た的、濃かさの代名詞と Lτ豊富来.faやステイタ;.tiまのある商品にこだわる.
・没後はあ度経済成長期iこ家庭を顧みない火iこ箪事(/)一切をまかされ、子育て後iま反動で友人や織と通産覧会や食べ歩きに必かける。
・レジ守ーや着色さ主泌を創造的iこ満喫することが出来ず、人ゑW$f時代にあゥて、定年後の生活をま量殺Lτいる，

伊藤忠?円シルシ:HA憲章式会誌 fおLゃれ消費争レンドJPHP.'9守る$f.
松井喜善通 ri控i{.と泊費J.松義豊雄一郎 f文化と滋j{.J、ESP、'99S$f51lそ，... 

， ' . 



〈団塊世代(1守'41$若手 (Il(l手a23Jf主主}の例)> 
年代 .lj!.轟寺 l時期 事4ト4T-ffl多媛 3曹1ft在季語 毛主 その他消費問i聾
内総 。ゑ 4惨さ主?毒草案採 .毒是の手作1)の絞 .i土宅で有つ

夜食i主でi主食が最優先 .事長正月 IU'場者
.小学校ti二部緩紫、プレハプ校舎

NHKテレピ放送測始 .給食は脱却量粉fL'アルミ容器S
i守54 る員長 小学生記 三三後の神器{冷車血縁、 .繊倣重品;商w

洗濯機、テレビ)普及開始 .新Lぃ家省E毒事担震災1:t:"んどん導入される
19ω 12畿 F院Sah得a服策増封書量

一時，

“ ・・5草寺ぇ3礎署3す資t淡iるt虫Sこt色H主と義章tにt念味
--.・品、包 4ゅー 埼

、で21主チキンラ…メン
.事立Z震.，寄 メリカ双生活へのあこがれ

中学生 マイホームプーム がダットサン量産入

1963 15歳
象2ま才リンピッタ .アイピ 会長事 .コカコーラ等アメリカンブ申ーウンズ:.; 

議後さ主
24T3務怠署会Ef主 .;t，~守決策 ジーンズ・ブレザ… .ボウリング、映d晶、〆ト7" 、エレキ

i守6る ISA義 (30) .繍言Eをもらう
いきなさ景気 .ミニスカ ト .フォータソ生ン活グ

専門学校 火学紛争 男子の長裂 .大学で下宿 、Ill~、カップヌ ドル
大学主主 電u重量tJ.正 父線には注意古れる .友人と貧乏徳行

1971 22歳 -虫色別化j両官官 .7:'1ン・/ンノーをやj
旅行ブーム 1.ライフスタイル消費 ..t.イ?をンSと雰E重要えのよいIiでお滋

1'173 25患 結婚 3事…次石油ショ γク .節約こそ:lU急 .ペンタロン流行 .米と4整/:1対等な立場、議El義火事肇
.ニュ-~ラブーム .毒重量密旅行iま海外へ

.~事一子 (B!塊〆怠ニ])骨量主主
1971$ 30織 .J事甲子誕生

第二次者討会ショ γタ .. マ子イ供カ暗ーは必需品
e就学齢にな 1) 、義li'~- トへ

3民家ダf:<:ニニーランド .休日/:1子供ヒマ外.刈下、 7111)ゆZトルで食事
夏休みは子供ヒ東京fi~. ニサンド

i守'1$1$40.量 ，<ブ必ず農気 1・感後消費
.そ/消.からコト消費

.教事rwピー夕、家のローンと請はすを玉主主主
平成不況 .実質価餓消. .J事綴遂事長勧告を受ける人も

1991$ 50歳 .冠婚葬祭殿場毒事重量入

子供結婚 .完まま吾妻事祭支出 l・・朱i主子窓学口卒一ン修7
.家事すに余裕

2∞z 60歳 定年 .'1量代のボザュームから大きな泌総4宮市場へ

.Ii雲寺亀t苦f(.余2蓄
・軍主11の栃 Lい錨纏書量を持ちもボリ込…ム(/)大きさゆえに書士会 lこ~.を与え注目を浴びτ きた.
・ 4、学生時代1: 三緩の袴Ii l:{~:ttされる涼夜の電化‘ IO{~-rオリンピックや万悔、アポロ計画iなどを鴻じて海外へ視野が広がった会
• r学生誕動J r友進夫鎌J r'::1-71l'Jサなどうイフステージの絞{じするごと括処を提供.
.jlかな経済成長のおの締分である f公害Jという掲の存誌に気づき、アンチ話題業主義に共感ιていたことなザから.1;'わね71こも燃心iCiも、
・受験段争や就車庫織など点数i.換や餓it-t土舎を IQj~から経険。滋らのJ子供 I二対する事長官 iこも熱心@
・世r憾の大学進学や4士会進出;tllli.が高まった世代. L語、Lまだまだ男尊女卑的鱗向。
・γメリカ消費文化にあこがれ、T1t制約久ジーンズ、 Tシセツなどカジニ‘アルファ γションが浸透
・資生営、事ンド)-、ホンダ、ソニーなとfとともに市場を創造Lた。

WA事滋71~シジシZ弘幸章式会主土 fが L ゃれ3事実トレンI-'J PHP.I守守るJf.
松井泌通 ri術省主と消費j審 季公語表芸量一毒事 f文化とま量i~J 、 ESP、 19q5Jf5月号r.

j. ， 
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〈平成エ.-71ミト俊i~ (1守5守S手{毒事事..34浮き主}の係)> 
年代 lf聾幸 袋署裏書 聖士会t草寺寵 済舞伎季語 |容; その他消骨骨関i患
i守5守 Oj量 滋1A7晶ーハート発売 .大量E消費時代 .視の手作IJのORが多い

ラトレどを普及 .よそiTきの服I;l:f川.“ト.J足付き51'-臓の和風住宅で育つ
紛争奪鯵封書計画 .消貨1;1:'*=徳 総入 .!tまれた跡事から義本家電1:1:嫌っている
見uま:tIJンピック 獲得することに滋味 .スナヅタ』良子、グリコのおまけ

1965 岳黄色 小学さ主 .I}カちゃん人寿会?遣を.;.
ト1¥蜘マサット聞広ブーム .少年ジャンプなど漢語島幸量主主磁波
7，j劇博覧会 .-1ンスタント..1主Q).ffJ.，l

l<nl 12歳 マクドナルド照応 .流行消費 .アンアン・/ン/鋭利

.差別化清食 .1ンTン・/ンノを参考にやψ1:・線愛敬変意を主もらう
中学生 第…;火-6ldlショ γタ ..節ラ約イ7こスタイル;高賃 .11ピサ7'1 書量Lながら深夜予ジオ

1974 15歳 そ薬事亀
.ocプランド広がる

|….4-個f奮ぴaの~J獲リ量…な革iとこ"車の重 トヘ炉}道泌を先生 tる曹級事長を見て映画館へ
t守77 18A量 .¥守.，.ト71-ブーム

.ニュ ミエ弘山ジッタ

専門学校 議ニニ次-6$1食シ藷ツタ ~"'Iションピ I~>I'次々 オープ .サークルi量動、 f~ スコ、コン， ~ 
大学生 .j事-fも品'，，'イ等雑誌で

i守81 22.i量 71ッシaン1':研究
.古tキtャリア勺I!さを硲じ
.Q洋服 .. 会ス主ポ主の山OツAタZ慎う4捨ブて‘I機こ入水会を4章作できる

l守8425ゑ 結婚 車uまfo'ニサンドオープン

パプル嫌気 .~性泊費 .-tf員の衣服も3蜘1'-1事件 .第一子緩急、後い守主て客五じっきIJJ韓
1989 30魚 .J事ニ子誕生

.モノ消費からコト消費 ・-育-f児を践書の量誌成や長t毒着色事札喪主、義4主埼Eの要裏金iま毒莞がかIJ
を量護主義

平成不況 .~質音量健消費 .体81正予告員と外食
."子供が章E挙事寺iこなせ‘事島iまパーもへ

19守守 40A量 これからトンと教官貨の魚i!!.がt:くなっτゆ〈

-平成二，-7rミ十世代余議
・路事亀のt量{えを覚ぬたEIで毒患鈴、 f玉三重量j主義t量i"-Jrシラケ世代jと噂ばれた。
..p"f'量三の媛、マ'1.-t絞.、 ocプランドがまま場L、アンアン、ノンノなどのフ γッシ謂ン線終も創刊された.
e 泌を究特代、学校事事りに7←À~7→'Q)1& 1こ立ち寄るようになる。
寺大学昌幸代iまサータ/V7重量きやデ4スコ、コンパiご捻L<、さまざまなサプカルチャーへ鎖倒Lた。
‘緩んでいる幸華民、:1-τいるブランド、通Uflこ行〈場所などでその人がわかるほどすニエ&γルfヒされた世代。
噂守Ojf.I"-':弱民生活全体が16.ょげされ、 'tlの所宥も日巡Lたため、 「人並みJilUをから段分の他性を表現する差刻化消費へ向かう a
e活者がレジャーを泊費するとう、寸割理念が一般化Lた.勉強と遊びのパランスを取るのがよみ。父事最も仕事中心ではなさ家主義の毒事を療を葉。
・家事長とは友達婚覚を持っ τぃτ オフタイム 'k:~ を:r視.アウト Fアや海外旅符へ出かける.
・キャヴタター商品を経験Lた最初のt世代.-rotを持勺τも愛時Lている。
• rキャ 'Jアウー7ンJ rヤッピ-Jといったアメリカの紛Lいライフスタイルを童話t人公撃も還を(fもこなすピジ亭スマンS撃にあこがれ9
・-ft践には鎚や習い事をさせ、夕食時iこ家事長はなかなか繍わな、、

伊紘司~7rヲションシJ.rl.株式会社 fお L ゃれ浪費与レンドJ P料P.I守守岳年。
4泣弁陽i量fl世代ピ浪費J• ~公原蜂戸線 r ::t i t:.と t控I"-J 、 ESP、 i守qsjf.511 1'.
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〈章詩人護軍蛍代(19岳2111(昭和初年悠)11)例)> 
年代 年齢 語誓期 崎士会総椅 消賓ul相 衣

i守る2 。象 所家得主主惨オ事リ韓於量動 1・猿消得費は美徳 .. 紙γ ，のf や作 1) をt~貰t てういた
ンt:::ッタ することに意味 斗で品提

いさーなぜ景気 .流行消費

1963 品歳 小学生 インスタント術品*J.l
7j飼博覧会 .是正刻化消費

1974 12歳 第一次石泌シ溺ヅダ
1・.鈎タイフスタ4は費
約こそ美総

中学生 ロッキード有事伶
•• 7ワ1t 晶11
ンポ4ントシャツ、

1977 15歳 華寵""f
.\7~手、十11-

姦校生 害事ニ;欠石i会シ渓ツタ .ocブランド
1980 18ゑ .71γションど時が次々 才一プ

.-1ウ 4トンの舞き耳おやパッグ
専門学校
大学生 ゑ家f.j:fニサンドオ…ブン .DC7'jンド liJ(ーゲンで

1984 22ゑ 主主量麗様ブーム 強い貰い

男イ女ン緩JtfF-司機争7会.手均〉ド等記ブ長 ム .アル7 ニに鎖倒

i守8725ゑ 結絡 海外ザゾートブーム .If，j生j再. .友人の結婚式にレン刈ト'v
パプル景気
グルメブーム .そ/消賞品、らコト消費

i守守230畿
平成不況 .~lU冊{轟i高. .素材や着心地1量貌

2∞2 40歳

.新人頬世代:tt盛
・高度j成長期に生まれ、豊かな浪費主主会の*しそFのように奪ゥτきた.バブル;毒貨の豪華i役e
・7スメダ4アのi底す繍報1:敏港、マニュアIl-it，カタ口グ化された滋3聖書毒退後事量を集める

その他消費関連

.・鉄4￥筋成2肉1階食建メτニの社宅で有つ
ユーが多い

.そ子供の頃からインスタント食品が量豊富

.Jil.~事主主宥のそF鉄審事選

.ピアノ、薬会主重など習い事
4島リカち宇ん人罪手で通!.;:

4陸進学童書iこi遭う

.71ωÃ~7ω~. 1.!iで司Fリ遂
4除ウォータマン、テレビゲーム婦入
.?トE綱ア…チストのコンサート

|・.口サ口ビタ活ス動プli ム
ータル テニスli'I針金

.~事業旅行が::1一口ツ〆 fへ

1:・lS，Fftソこ…コ成ンl操t海作外1:1:線常行磁
.i誉主主婦 1)Iこ請趣味の習い事
.第一子動量念、女後li脊児休緩を耳Z勺て体輔
第二"flまもたない

.子供の成長舗UL、i主司2の要裏金i主事完がか1)

.不況にあゥても美総ぎで余浴場'J与る

・ワンランクJこの生活への憧れが強〈、:荷量をによゥτ護主主番11)レベルアップを硲ゥた.またキャザア安調量くことにも熱心。
.1980111代iこピデ才、 CD、ファミコン、総主義11)車寄付ラッシ.:1， 術家主主i遺書毒始、パソコン通信の広が1)などメダ4アの"緑化E細分化を緩敏 Lた。
.レンタルシ a'"/プ、 3ンピニ王ンZ詩人 71ミ')-v:(行ン11)"普及で248毒減量誌梅市文化;寄食生活を最初に満喫Lた世代。
・司E司解や事f}!.、t士事毛男女平等。女主主iま男女濯湾海会均等法で劣後とOilτ働し
・大学ゑからを士会人にかけτコト浪費{海外旅行やお事長レストうンなど}を経験、才フの過ごL方が多様化
・没後iま後緑化が途J弘、独身、発豊島き、幼児を持つ夫婦などさまさ'まなライフステージが混在.
・モノを延長る髭が皇霊式τいる。洋語までも主主緩や量色合も¥:1心地を貨を足。

伊藤滋71ッシジシZ弘幸章式会社 fぢιゃれ3帯.トレンドJPHP.I99るまf..
4公安幸11;量ri量f"{.l::j再.J.松原雄一郎 f文化と級代J、ESP、19951115月号.
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第一次石油シ沼 γタ

1<n81 6ゑ i小学生 17レピゲ…ム人気

i書n京fi;f二回骨ンドオープン
i9841 12ゑ、、じめ深刻化

|門高不況
中学3主 |インぶ斗7';ンドブーム

Ld'プル祭気

銭安審

eli毒事亀ジュニアt聾f"t:l院議

.波子でがそろいの
トレーナー

-ォ 1)_ブ71ツション
.~;/ .1的l1ブーム
ef i7-〆ョン・，.昔ント e

モノ消費からコト消費l・ーーを脱色
leì車行のな，，~・二子7' な
定識の紙(紺プレザー}

.実質価値消費 |・古，.息で古，.鳩入

・問事亀t量伐の-T義主と Lて;j{IJュームの大きさとともに華北Lい家族鏡、録値観を持っている.

その告お

・1i懸重量ての芸書絡で育つ
.71-^~ 7-~' 、 71ミト何色分で外食
.どアノ、水泳そ~.t:'"の縫い司事
.ロータースケートやド γ"f;j{-I!"で通量.i:
.サンリ;tグ':/-;てを集める

.公文玉えの童書、 記患者育ゼミなピ争議官事準記事Eをきをける

. ~主まれた鳴がら当主3重型車宅患が豊かで銀波fえも.'f<から良金重量量娠を与えてきたため、消費 1:対 L てさはご食欲ではないが好みはうるさ、、­
aパプル;事費の決裂をJiてきたため、怠分iことゥて遜剰な;毒3壁、無駄な浪費l;tシビアな主義ゑで紛車まされている。
議主主総ftのストレスを通整Itr人i主人、易分iま怠分jとも寸選択を身iこつけているe
・ 4寸#盟締鎌iま 1事.への動機づけにはならず、品質や主義喜善後、級事長など~.鋳{轟を見検める 1阪祭4章宏総Il L ている。
ーコンピニ‘ 71-7.りωド、 71ミ号令7..むを，1、さいE毒から~H毒 L てきたので、便利で隊約書警な余3主滋唱さ身についている.
・アγミコン‘ピデ才、 CD‘パソコンなどがご〈身近であったため、ハ4テタ総務iこ以員選んでいる。
・火きな変化や改革をifまず、突出することをよ Lとせず、多泌を主を被告震にi主み分けで銭...や'*毒事を際通費する新保守A露。
・その5主連語、社会iこ対Lて古いまuttぬ不安感を議、、てが号、不安安打ち泌すために磁器自たるものに問一化ιょうとする傾向がある。

伊藤怠71妙蓮シシ f̂t.掠式会社『おLゃれ消費トレン FJPHP.I守守岳11'-.
松井帰途「世代と消費J.松原俊一郎 f文化ど世代j，εSFえ 199511'-511それ

-6-



、，制

2

輔

?

i

r

i

s

-

7

2

1

i

L

H

U

引
引
f
2
8
8
9
6
2
!
?
3

開

1
羽

U
・・

M

m川
村
山
川
綿
一
一
諮
問
一
組
諮
問
附
酬
川
畑
山
…
…
問
問
搬
出
器
削
川
畑
山
間
山
山
認
一
叫
側
側
副
抑
制
川
醐
附
…
…
…
…

J

一
一
・
・
"
・
網
"
》
山
間
し
り
一
m

s

b

:

帽

:0・
ご

••••. 

b

へ
と
を
・
・
・
バ
「

b

ご
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
h

h

凡

B
'
j
j
b
}
}
i白

p

a

a'sa弓
s
e
s
s

砕

f
i…
:3日
路

加

胸

制

的

制

制

時

腕

射

器

時

制

自

国

制

時

E
義

務

話

器

器

開

I
R齢
制

約

部

制

抑

aeaeae
‘吋
d
η
e
岨

陥

間

同

時

帥

同

時

同

時

時

同

時

国

陪

師

団

凶

附

M
L
Vト
ト
恥
ト
ト
ト
ト
ト
ト
剛
↑
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ιr

u

e

Z

1

1

1

1

1

1

1

i

1

1

4

1

2

2

2

3

a

T

2

2

Z

e

a

-

-

4

2

一
-
z
a
3

‘av

，‘.Mm""
‘.・eae--''eeesea-ea

，

、

，

、

4

4

，

、

，

‘

[Appendix B] 

1潰費支出〈按善、千円)
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2教護〈世帯金樹、千円〉

CE説EALSII:鏡銅〈総事野傘重量.千円〉
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3議分類(世帯金額、千円)
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34.医療用品・器具(世帯金輔、千円)
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36交通(世帯金額、千円)
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38.通信(世帯金謡、千円)

COMNCTII:泊flf(位制金級.千向)
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